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			命が『たった一つ』しかない異世界で、最強の『最弱職：コレクター』が行く神器探しの旅①

			月島秀一

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			１　異世界転移

			２　落ちこぼれ

			３　冒険者カードとステータス

			４　養殖

			５　決闘

			６　交渉と煽り

			７　冒険者ギルドと職業

			８　血濡れのソフィ

			９　グリード商会

			10　お魚パラダイス

			11　女神アスフィア

			12　女神セイラの苦悩

			13　謝罪

			14　神威と神器

			15　決着

			書き下ろし番外編　ソフィの日記

		

	
		
			１　異世界転移

			　

			　目を覚ますとそこは、何もない草原だった。

			「ん、ここは……？　確かさっきまで家で寝ていたんだが……」

			　自分の服を見ると、まるで干し立てのように皺ひとつない状態にもかかわらず、ところどころに煤(すす)がついており、どこか焦げ臭かった。

			「……燃やされたか」

			　どうやら茶目っ気のある友人に燃やし殺されたらしい。下(げ)手(しゆ)人(にん)は……おそらくエミヤか、ルシファーあたりだろう。エミヤは数日前に両手両足を縛った状態でゴブリンの餌にしたばかりだし、ルシファーには致死性の麻痺毒を盛ったばかりだ。どちらも動機としては十分と言える。

			「しかし、妙だな……。俺の復活(リスポーン)地点は自宅に設定していたはずなんだがな……」

			　それにもかかわらず俺は現在、見たこともない草原に立っている。長年の経験からわかる。ここは元の世界――『ヴァルナ』とは違う、異なる世界、つまるところ異世界だ。

			「俺の体が復活(リスポーン)した直後に転移系の魔法でも使ったのか……？　ふふ、全く愉快な奴等だ」

			　友人たちの手の込んだ悪(いた)戯(ずら)に、自然と心が晴れやかな気分となる。さてさて、お返しに何をしたら彼らは喜んでくれるだろうか……。

			「何にせよ、せっかくの異世界転移だ。楽しまなきゃな！」

			　異世界転移など、特に珍しいことでもない。寝込みを襲われるくらいには、よくあることだ。

			「とりあえず、何を盗られたか確認しておくか」

			　死亡時の罰則――通称『デスペナルティ』によるアイテムロストを確認するため、道具一覧(アイテムウインドウ)を表示する。長方形の立体映像のようなものが眼前に浮かび上がり、そこに指をスクロールさせることでアイテムを確認する。

			「ふむ……。あー、くそ……。【Ｓ：金獅子の角煮】【Ａ：シャバの空気】、高ランクのカードばかりドロップしてやがる。……野郎、こりゃ犯行前に幸運値(ラツク)を上昇させやがったな……」

			　せっかく集めた高ランクカードを奪われたことに少し肩を落とすが、すぐに気を取り直す。

			「ま、次会ったときに殺(や)ればいいか」

			　殺し殺され、盗り盗られ。諸行無常は世の常である。こんなことで一々腹を立てるほど、俺は狭(きよう)量(りよう)な男ではない。

			「とりあえず――情報収集からだな」

			　見知らぬ場所に飛ばされたら、まず情報収集。これは冒険者において最も基本的なことだ。

			　人里を探すために、草原をゆっくりと歩き始める。できれば人間が望ましいが、意思の疎(そ)通(つう)が可能ならばゴブリンでもなんでもいい。

			「それにしてもいい風だな」

			　温かく優しいそよ風が頬を撫で、植物特有の新鮮で青々しいにおいが鼻(び)腔(こう)をくすぐる。そのまましばらく歩くと――。

			「おっ、あれは……」

			　遠方に一人の少女を見つけた。肩口まで伸びた、透き通るような綺麗な黒髪。黒の短いマントを羽織り、膝上まであるニーハイソックスとミニスカートをはいている。遠方からでもわかるほどに整った顔立ちをしており、右手には先端が捻じれた杖を持っていた。

			「はっ……は、っ！　だ、誰かっ……！　助け、てっ……！」

			　少女は真っ青な顔をし、額に大粒の汗を浮かべながらこちらへ走ってくる。

			「ふむ……」

			　何事だろうか？　俺はその場で立ち止まり、少女の方を注視する。

			　すると少女の後方から醜悪な豚の魔獣――オークが現れた。オークはボロ布を身にまとい、右手に粗末な槍を持っている。

			「なるほどな……」

			　現在の状況を正確に察し、自然と笑みがこぼれる。

			「『薄幸少女役(ロール)』か……。ふふ、昔はよく騙されたものだ」

			　まだまだ未熟だったはるか遠い昔を思い出し、懐かしい思いに駆られる。

			『薄幸少女役(ロール)』――冒険に出たばかりの少女が不運にも格上の魔獣と遭遇するという『設定』で行われる騙し討ちだ。

			　その目的は間抜けにも少女を助けようとした者を、背後から仕留め、アイテムを奪い取ること。

			「ヴァルナでも一時期、大流行したっけか……」

			　今ではあまりに周知され、誰も引っかからなくなってしまった古き良き騙し討ちである。

			「しかし……上手いな。まるで真に迫るような凄みを感じる……」

			『花も恥じらう乙女』という概念を地平線の彼方までぶん投げるような、壮絶な表情をしている。……もしや、その道のプロだろうか？

			　ぼんやりとそんな益(やく)体(たい)もないことを考えていると、はるか遠方にいた少女がすぐ近くまで接近していた。

			「はぁ、はぁ……あっ！　ぼ、冒険者の方ですかっ!?」

			　まるでたった今俺を見つけたといわんばかりの反応だ。探知魔法か何かで俺(ターゲット)のことは、知っていただろうに……。しかし、ここまで全力投球の騙し討ちを仕掛けられたならば、乗ってやらねばなるまい。

			「冒険者ではない、蒐集家(コレクター)だ」

			　するとこの世界では蒐集家(コレクター)というのは馴染みのない職なのか、少女は小首を傾げた。

			「こ、コレクター……？　っと、そ、そんなことより、助けてくださいませんか!?」

			（ほらきた）

			　予想通りの展開に内心でほくそ笑みながら、快く了承してやる。

			「あぁ、いいぞ」

			「あ、ありがとうございます！　私は魔法使い(ウイザード)ですので、よろしければ前衛をお願いします！」

			「任せろ」

			　俺はそういうと、自身の警戒網を全力で少女に向けながら、オークと対(たい)峙(じ)する姿勢(ポーズ)をとる。すると不思議なことに、少女は俺の『背後』ではなく『真横』に並び立ち、オークを迎え撃つ姿勢(ポーズ)をとった。

			　これはもしや『薄幸少女役(ロール)』の亜種であろうか？　……ますます興味深いな。

			「――き、きました！　第一射撃ちます――〈炎／フレイム〉！」

			　少女の叫びと共に杖の先端から、みすぼらしい火が発射された。火は真っ直ぐに飛び、オークに着弾する。しかし――。

			「ブモォォオオオオオオオッ！」

			　オークの体毛がほんのりと黒く焦げただけで、まともなダメージを与えていない。

			「くっ、やっぱり私の魔法じゃ……」

			（いや、あんなちんけな炎じゃ当然だろ……）

			　チラリと横目で少女を見やると、何やら歯を食いしばっているようだった。

			（……なぜ？）

			　俺は少女の謎の行動に頭を抱える。先ほどから彼女の行動は、何やらハチャメチャで道理にかなっていない。せっかく『薄幸少女役(ロール)』に乗ってやったというのに、俺の背後に回らずに真横に並び立つわ、先制攻撃を加えるわ……。これはいったいどういうことだ……？

			「ブモォオオオオオオオオオッ！」

			　冷静に彼女の意図を探っていると、いつの間にやら目の前にいたオークが槍を大きく振りかぶっていた。

			「あっ、危ないっ！」

			「うるさいな――〈炎／フレイム〉」

			　俺は右手をだらりと伸ばし、覇気もなく、少女が使っていたのと同じ魔法を唱える。

			　瞬間――俺の右手から灼(しやく)熱(ねつ)の業(ごう)火(か)が吹き荒れ、オークに直撃する。
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			「モ、モグゥォオオオオオオオオッ!?」

			　業火は一瞬にしてオークを飲み込み、悲痛な断末魔が草原に木霊(こだま)する。

			　数秒後そこに残ったのは、真っ黒になった豚肉(ポーク)だった。

			「えー……弱っ……」

			　表面のみ(レア)のつもりがこれではこんがり(ウエルダン)だ。かなり手加減をした〈炎／フレイム〉だったのだが……。オーク種の中でも最弱のオークだったのか……？　いや、それにしても弱すぎる……。

			「グ……モォ……」

			　臨終の声をあげ、ついに力尽きたオーク。俺はそれを片手でつまみ上げ、道具一覧(アイテムウインドウ)に放り込む。するとオークの体は消え去り、『カード化』――一枚のカードとなった。

			　異世界転移後、記念すべき一枚目のコレクションである。俺は鼻歌交じり、カードのランクを確認する。

			「どれどれっと――【Ｆ：オーク】。んー、フリーカードか……」

			　指定番号(ナンバーズ)カードでもない上に、ランクは最低のＦランク。典型的なハズレである。しかし、全く使い道の無い産廃カードといえど、新たなコレクションの追加に自然と心が躍(おど)る。

			　上機嫌に【Ｆ：オーク】のカードを道具一覧(アイテムウインドウ)内に整理していると、真横にいた例の少女が突然大声をあげた。

			「す、すごいっ！」

			「……何が？」

			「『何が？』って、今の魔法ですよ！」

			『今の魔法』って、威力を極限にまで落とした下位魔法(フレイム)だぞ……？

			（どういう訳か、先ほどからこの少女との意思疎通がうまくいかない……。彼女はもしや人間の皮を被ったゴブリンなのではないだろうか？）

			　これ以上考えても埒(らち)が明かないため、俺はもう直球で聞くことにした。

			「すまない。君は俺を騙しに来たんじゃないのか？」

			「……ふぇ？」

			「ん？」

			　……やはり、何かが致命的にすれ違っているようだ。

			　

			　

			【Ｆ：オーク】オーク種の中でも最弱のオーク。手に持つ木製の槍は数カ月もの製作期間を要した自慢の一品。

		

	
		
			２　落ちこぼれ

			　

			「――つまり、冒険者になって初めての依頼(クエスト)を受けた。その後、偶然出会ったオークに襲われて逃げていたら、俺と出くわした。……ということで、間違いないか？」

			　俺は今しがた少女から受けた彼女の説明を簡単に要約する。

			「はい、その節は本当にありがとうございました」

			　そういって、少女は深々と頭を下げた。

			「そんなことは別に気にしなくていい。えーっと……」

			　しまった、そういえばまだ名前を聞いていなかったな……。

			「あっ、すみません。私はマヌー＝ソフィリア。ソフィと呼んでください」

			「わかった。よろしくなソフィ。俺はテオール＝ドラ。気軽にドラと呼んでくれ」

			「はい、ドラさんですね。よろしくお願いします」

			　別に「さん」はいらないんだが……、まぁ何でもいいか。

			「……ところでドラさん。さっきの大魔法は、いったい何という魔法ですか？」

			　ソフィが目をキラキラと輝かせながら、俺に詰め寄ってきた。
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			「大魔法？　……もしかして〈炎／フレイム〉のことか？」

			「あはは、いやですよ〈炎／フレイム〉はさっき私が使った魔法じゃないですか。そうじゃなくて、さっきドラさんが使ったあのすごい火属性の魔法のことですよ」

			　ソフィが可愛らしくパタパタと手を横に振る。

			「いや、俺がさっき使ったのは、〈炎／フレイム〉なんだが」

			「……え？」

			「ん？」

			「い、いやいやいや！　あの火力はどう見ても中位魔法〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉クラス！　――いいえ、上位魔法〈地獄の炎／ヘル・フレイム〉に迫る勢いでしたよ！」

			「そうは言われてもな……」

			　ソフィは本当に〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉を見たことがあるのだろうか？　あのクラスの魔法ならば、村一つ丸焼きにするぐらい訳がない。さっきの俺の〈炎／フレイム〉とは、比べるべくもないのだが……。

			　どこから説明しようかと途方に暮れていると、ソフィがスッと立ち上がった。

			「……ドラさん、一度同時に〈炎／フレイム〉を撃ってくれませんか？」

			「それは構わないが、どこに？」

			「私のと比べてみたいだけなので、ただ正面に発動するだけで大丈夫です」

			「ん、いいぞ」

			「ありがとうございます。――それでは準備はいいですか？　三(スリー)カウントでいきますね。三……二……一……〈炎／フレイム〉！」

			　どれくらい加減をすれば……。んー、何か『比べたい』と言ってたし、さっきのオークを焼いたぐらいの火力でいいか。

			「〈炎／フレイム〉」

			　ソフィの杖から、先ほどよりも少しだけ大きい……ような気もする炎が噴き出す。それとほぼ同時に俺の手から発射された業火がそれを一瞬で飲み込む。

			「そ、そんな……!?　本当に……〈炎／フレイム〉……!?」

			「あぅぅ……」と声にならない声をあげ、ソフィが膝から崩れ落ちた。……なるほど、ここにきて俺はようやく彼女の意図を把握した。彼女は自分の〈炎／フレイム〉の威力の低さにコンプレックスを抱えていたのだ。

			　しかし、そう気に病むことはない。人には誰しもある程度の向き不向きが存在する。ソフィは少しだけ〈炎／フレイム〉――炎属性の魔法が苦手なだけだ。

			「……〈炎／フレイム〉はですね、私の一番得意な魔法なんですよ」

			「……そうか」

			　それはもう……なんと声をかけたらいいのか。

			「ふふ、私っていつもこうなんですよ……。クラスでも一番運動神経が悪くて、一番魔法が下手で……。本当に才能のない落ちこぼれなんですよ……」

			　うっかりソフィの開けてはならない扉を開けてしまった。……本当にすまないと思っている。――しかし、一つだけ聞き捨てのならないことがあった。これだけは、はっきりと言っておかなくてはならない。

			「『才能』を言い訳にするな」

			　少し強めの語気に驚いたのか、ソフィはビクリと肩を揺らし、恐る恐るこちらを見上げた。

			「……え？」

			　確かに『才能』というパラメーターの存在は俺も認めるところである。しかしそれは所詮、得られる『経験値10』が11や12に微増するような、ほんの小さな後押しに過ぎない。

			「俺も最初は本当に、どうしようもないくらい弱かったからな」

			　残念なことに俺は、全くといっていいほど才能という奴に恵まれなかった。幼い頃は、誰よりも弱く、スライムやゴブリンといった最弱の種族にすら殺された。心無い者からは『無能』『落ちこぼれ』とよく蔑(さげす)まれたものだ。

			「こ、こんなに強いのに……？　信じられません……」

			「全て事実だ」

			　俺はそこから死に物狂いで自らを鍛えた。首を落とされようとも、全身を溶かされようともただひたすらに、敵(モンスター)に立ち向かった。

			　その後、幾千幾万もの屍を越え、現状ヴァルナで真正面から俺を殺すことができる者など片手で足りる。そして大変名誉なことに、ヴァルナでたった五人しかいない『天災』認定されたのだ。――つまり。

			「努力は必ず実を結ぶ」

			「……ほ、ほんとですか？」

			「あぁ、約束しよう」

			　強く、はっきりと断言した。

			「『努力は必ず実を結ぶ』……そうですか――うん、きっとそうですよね！　ありがとうございます。私、なんだかやる気が湧いてきました！」

			「あぁ、どういたしまして」

			　暗く沈んでいたソフィの顔に笑顔が戻る。うん、よかったよかった。

			　さて、そろそろ当初の目的――この異世界の情報収集に移らせてもらおう。

			「ところでソフ――」

			「――ど、ドラさん！」

			　突然のソフィの大声により、俺の質問は見事にかき消された。

			「お、おう。どうした急に？」

			「あ、あの……そのっ！　……も、もしよろしければなんですが！」

			「なんだ？」

			「もしよろしければ――私を弟子にしていただけませんか!?」

			「……ふむ」

			（弟子か。正直あまり気乗りはしないな……）

			　ヴァルナにいたころ、俺は何度か弟子をとったことがあった。しかし、何故かみんな『人の所業じゃない』『付き合いきれない』など様々な理由で、俺の許から去って行った。それも修業を始めて三日も経っていないのに……。一人また一人と弟子が消える度に、どれほど心が痛んだことか。

			　俺は悩んだ末に、ひとまず彼女の覚悟のほどを聞いておくことにした。

			「……俺の修業は厳しいぞ？　『強くなる』という、断固とした覚悟があるのか？」

			「だ、大丈夫です！　根性だけなら、誰にも負けません！」

			　ソフィは俺の目を真っ直ぐに見つめてそう言い放った。

			（……良い目だ）

			　曇り一つないその瞳には、彼女の断固たる決意がうかがえた。

			「いいだろう」

			「ほ、ほんとですか!?」

			「――ただし、無(た)料(だ)でというわけにはいかない」

			「お、おいくらほどでしょうか……？」

			　ソフィが恐る恐ると言った風に尋ねる。

			「俺が欲しいのは金銭じゃない、『情報』だ。とある事情があって、俺はこの世界の常識や文化に非常に疎(うと)い。――そこでだ、ソフィ。俺が師匠となる代わりに、いろいろなことを教えてほしい」

			「常識や文化……？　く、詳しいことはわかりませんが、多分大丈夫です！　こう見えていろいろな本を一人で寂しく読んできましたから、少しは物知りなつもりです！　是非ともよろしくお願いしますね、ドラさん！」

			　非常に悲しい一節が紛れ込んでいたが、敢(あ)えてそこには触れないでおこう。

			「あぁ、こちらからもよろしく頼むぞ、ソフィ」

			　お互いにしっかりと握手を交わしたところで、早速ソフィに質問を投げかける。

			「ところでソフィ。いきなりで悪いんだが、ここから一番近い街はどこだ？」

			「一番近い街……ですか？　それなら『はじまりの街バース』ですが、どうしてそんなことを？　というより、ドラさんはどこの街からいらしたんですか……？」

			　どこから話せばいいものか。というより、信じてもらえるのだろうか。

			「俺は『ヴァルナ』という異世界から転移してきた。まぁ簡単に言うと異世界人だ」

			「あっ、そうだったんですか。異世界から遠路はるばる……って、え？　……異世界？」

			「イエス、異世界」

			「異世界……異世界人……。――え、えぇぇええええええええっ!?」

			　素晴らしいリアクションだ。

			「どうやら友人に燃やされてしまってな。気付いたらここにいた」

			「ゆ、友人に燃やされた!?　それって本当にお友達なんですか!?」

			　なんと失礼なことを言うのか、エミヤ容疑者もルシファー容疑者もれっきとした俺の大事な友人である。少しこそばゆいが、親友と言っていいかもしれない。

			「お友達は普通、お友達を燃やしたりはしません！　というより、ドラさんは燃やされたのにどうして生きているんですかっ!?」

			　ふふ、これはまた異なことを言う。

			「一度死んだ後、生き返ったからに決まっているだろう？」

			「い、生き返っ……!?」

			　何をそんなに驚いているのか、ソフィはついに絶句してしまった。

			「あ、あり得ません！　生き返るなんて……そんなこと天地がひっくり返ってもあり得ませんよ！　『命は一つ』、この世界の常識です！」

			「い、『命は一つ』……だと……!?　天地がひっくり返ることは何度かあったが、それだけは絶対にない！」

			「何度かひっくり返っちゃったんですか!?　――いえ、そんなことよりも命は本当に一つだけですからね!?」

			　ソフィは頑として自分の意見を曲げなかった。現地人であるソフィがここまで頑(かたく)なに主張を曲げないとすると……。

			「もしや本当に……？　い、いやいやいや……」

			　ここは異世界。ヴァルナとは違う法則が成立している可能性だって確かにある。

			　百聞は一見に如かず。俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から、複数枚所有していてかつ低ランクのカード――【Ｆ：刀】を取り出す。道具一覧(アイテムウインドウ)から取り出したカードは、すぐさま実体化し、本来の姿に戻る。

			「すまない、ソフィ。試しに一度死んでみてくれないか？」

			　

			　

			【Ｆ：刀】とある島国で打たれた無銘の刀。片側にのみ刃がついている。

		

	
		
			３　冒険者カードとステータス

			　

			「い、嫌ですよ！　私、まだ死にたくありません!?」

			　問題ない。死んだらすぐに復活(リスポーン)地点ですぐに復活する……はずだ。

			「じょ、冗談ですよね……？　や、やめてください！　怖いので、無言で近寄ってこないでください！」

			「ちょっとだけだ。……ちょっとスパっとするだけだ」

			「スパってしたら、死んじゃいますよ!?　そ、そんなの自分で試してください！」

			「自分で……」

			　……なるほど、一理ある。

			「それもそうだな」

			　クルリと刃を翻(ひるがえ)し、自らの首を掻っ切ろうとしたそのとき――。

			「だ、だめですーっ！　死んじゃいますから！　本当に死んじゃいますからっ！」

			　――ソフィが腕に抱きつき、俺の自害を止めた。いや……、ソフィが教えてくれたんじゃないか……。

			　しかし、現地人がこれほど必死に止めるということは、本当に『一度死んだらそれっきり』ということもあるのかもしれない。……およそ想像だにできないことだが。

			　仕方なく、俺は自身での実験を踏みとどまり、それを見たソフィがほっと息をついた。

			「検証は必要だが、貴重な情報を感謝する」

			「ど、どういたしましてです。……検証は絶対にしちゃ駄目ですよ？」

			　そのあたりは前向きに検討させていただこう。

			　さてこちらが教えてもらってばかりでは、対等(イーブン)とは言えない。

			「よし、それで早速修業についてなんだが……」

			「はい！」

			「待ってました！」とばかりに、ソフィの目が輝く。

			「ソフィは確か魔法使い(ウイザード)、という話だったな？」

			「はい！」

			「それじゃ、魔力や魔法の方面を鍛えていくという方針でいいか？」

			「はい、よろしくお願いします！」

			　修業をする前段階として、まずソフィの実力を把握する必要がある。魔法使い(ウイザード)の腕を見る一般的な方法と言えば……これだな。

			「ソフィ、〈炎／フレイム〉でも何でもいいから、下位魔法を使ってくれ」

			「下位魔法を……ですか？」

			「あぁ、実力を見るにはこれが一番だからな」

			　下位魔法は簡単であるが故に、実力がモロに出る。そもそもの魔力が弱過ぎては、火力不足になるし、効率のよい魔力制御ができていなければ、発動までに時間がかかる。

			「わ、わかりました。それでは――〈炎／フレイム〉っ！」

			　ソフィの持つ杖の先から、弱々しい炎が射出される。

			「……か弱いな」

			「す、すみません……」

			「あ、いや……そういうことじゃなくてだな。ソフィ、〈炎／フレイム〉を撃つとき、どれくらいの魔力を込めている？」

			「魔力……ですか……？　そういえば、あまり意識したことがなかったですね……」

			「やはりそうか。さっきの〈炎／フレイム〉は、いくら何でも弱すぎる。おそらく無意識の内に、魔力を制限していたんだろう」

			　無意識下での魔力制限――駆け出しの魔法使い(ウイザード)によくあることだ。魔力欠乏による失神を本能的に回避しようとした故のものだろう。

			「な、なるほどです！」

			「それじゃ、今度はありったけの魔力を込めて撃ってみてくれ」

			「わかりました！」

			　そういうと精神を統一させているのだろう、ソフィは大きく数回深呼吸をし――カッと目を見開いた。

			「はぁぁぁぁぁあああああっ！　〈炎／フレイム〉っ!!」

			　詠唱に応じるように、杖の先から炎が射出された。それはさきほどよりも、一回り大きくなった……ような気がしなくもない。……いや、変わらないな。

			「ふぅっふぅっ……。ど、どうでした!?」

			　一度に多量の魔力を消費したからか、ソフィは軽い息切れを起こしていた。

			「大して変わらないな」

			「そ、そうですか……」

			「これはやはり単純にステータスが足りてないという線が濃厚だな……」

			　彼女のみすぼらしい魔法の原因を考えていると――。

			「えっと、これが私のレベルとステータスになります」

			　ソフィがおずおずと懐から一枚のカードを差し出してきた。

			「これは？」

			「冒険者カードです。身分証明書のようなもので、ここに個人の情報が表示されます」

			「ほう、この世界にはおもしろいものがあるな――どれどれ」

			　ソフィに手渡された冒険者カードをじっくりと見る。

			『氏名：マヌー＝ソフィリア』

			『職業：魔法使い(ウイザード)』

			『レベル：２』

			『体力：９』

			『筋力：５』

			『敏捷性：７』

			『耐久：５』

			『知力：12』

			『魔力：15』

			　なるほど、この世界ではステータスが数値化されているのか。ずいぶんとわかりやすいな……。しかし、これはいったい何だ？

			「……レベル？」

			「す、すみません。低いですよね、すみません」

			　何を勘違いしたのか、ペコペコとソフィが頭を下げ始めた。

			「いや、そうじゃなくて、レベルって何だ？」

			「レベルですか？　えっとですね、レベルとは――」

			　ソフィ曰く、レベルとは強さを表す指標。モンスターを倒すことによって上がり、レベルが１上がるごとに各ステータスが微増する、ということらしい。ふむ、ヴァルナにおける熟練度と似た概念か。

			「なるほどな。それでレベル２で、このステータスというのはどうなんだ？　良いのか？　悪いのか？」

			「……目安として、レベル×10がステータスの適(てき)性(せい)値(ち)だと言われています」

			　レベル×10か。ソフィのレベルは２だから……なっ!?　俺は思わず冒険者カードを二度見してしまった。

			　……なんということだ。ソフィのステータスは、全てのステータスが適性値を大幅に下回っている。魔法使い(ウイザード)であるにもかからず、『知力』と『魔力』でさえも……。

			「低いな……」

			「……はぃ」

			　消え入りそうな声でソフィが返事をする。

			「まぁ、そんな小さなことはどうでもいいか。ステータスなんて、努力次第でどうとでもなる」

			「ほ、本当ですか!?」

			「あぁ、さっきも言っただろう？　『努力は必ず実を結ぶ』っとな」

			「……っ！　は、はい！」

			　ふふっ、本当に感情表現豊かな子だな。先ほどからコロコロと表情が変わり、非常に面白い。

			「さて、それでは修業を始める前に――こいつを食べてもらおうか」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)の中からいくつかのカードを見(み)繕(つくろ)う。

			「とりあえずこのあたりでいいだろう」

			　俺は三枚のカード――【Ｄ：俊敏性の草】【Ｄ：知力の草】【Ｄ：魔力の草】を取り出した。いずれもヴァルナでは、少しダンジョンに潜れば手に入る安価な雑草だ。カードは道具一覧(アイテムウインドウ)から出た瞬間に実体化する。

			「……さきほどから思っていたんですけど、その出し入れする魔法すごいですね。見たこともない魔法です」

			「道具一覧(これ)か？　ヴァルナでは、ごく一般的な魔法なんだが……。まぁそれは置いといて、と」

			　俺は三種の草の一つ、俊敏性の草をソフィに手渡す。

			「す、すごい色ですね……」

			　俊敏性の草は根の部分も含めて全てが青く、凄まじい勢いで食欲を減退させる。

			「さぁ、召し上がれ」

			「な、生(なま)でですか!?」

			「調理すると効果が無くなっちまうからな」

			「……効果？」

			　ソフィが可愛らしく小首を傾げる。

			「あぁ、それは俊敏性の草と言ってな。食べると、俊敏性のステータスが少しだけ上昇するんだ」

			「ほ、ほんとですか!?　すごい草なんですね！　では――い、いただきます！」

			『ステータス上昇』という人参に釣られて、必死に俊敏性の草を頬(ほお)張(ば)るソフィ。なんというか……ちょろい、将来が心配になるほどにちょろい。

			「うっ!?　……オボロロロロッ!?」

			　なんということだ。ソフィが突如口に入れた俊敏性の草を戻(リバース)し始めた。

			「に、苦いです。とっても苦いです……」

			　半べそをかきながら、ソフィは口元を手で拭う。

			「あぁ、もったいない……」

			「す、すみません。でも、この世のものとは思えないほど苦くて……」

			「これぐらい平然と食べれないと、この先の修業はもたないぞ？」

			　何を想像したのか、ソフィの顔が真っ青となる。

			「うぅ……」

			「どうする、もうやめるか？」

			「い、いいえ！　やります、やらせてください！」

			　いい返事だ。俺はニコリと笑い、頷く。

			「で、でももう俊敏性の草は……」

			　地に落ち、唾液と土が混じった俊敏性の草を申し訳なさそうに見るソフィ。

			「その点は安心しろ。予備なら掃(は)いて捨てるほどあるからな」

			　俺は見せつけるように、道具一覧(アイテムウインドウ)から１００枚の俊敏性の草を取り出す。もちろん、１００枚と言わず、もっとあるが。

			「……ありがとう……ございます」

			　ソフィが嬉しそうな、悲しそうな複雑な表情を浮かべる。

			「今日から毎日三食これらの草を食べてもらうからな」

			「……ふぁい、頑張ります」

			　その後、ソフィにもう一度俊敏性の草を手渡した。今度は泣きそうになりながらも、吐き出さずに、しっかりと食べてくれた。

			「よしよし。それじゃ次は、こいつだ」

			　ソフィに黒色の草――知力の草を手渡す。

			「これは……くさいっ!?　何とも言えないかぐわしい臭いがしますよ!?」

			「それは知力の草だ。食べると知力のステータスが少しだけ上昇するぞ」

			「……」

			　ジッと知力の草と睨み合いを続けるソフィ。

			「ほらほら、早く食べるんだ。次がつかえているぞ」

			　本日のメインディッシュ、魔力の草をひらつかせ、ソフィを囃(はや)し立てる。

			「うぅ……い、いただきます。――～～ッ!?」

			　一人胸を叩き悶絶するソフィ。

			　……そんなにまずいか？　俺はソフィが今食べている【Ｄ：知力の草】を取り出し、口に頬張る。……うん、悪くない。癖になる良い味なんだけどなぁ……。

			「った、食べました！　食べ終わりました！」

			「そうか、はい次」

			　紫色の草――魔力の草を手渡す。

			「こ、これはいったい後どれくらい続くのでしょうか……？」

			「安心しろ、今はこれが最後だ」

			「そ、そうですか……。そ、それではちょっと失礼して……」

			　犬のように魔力の草の臭いを真剣に嗅ぐソフィ。

			「あれ？　さっきまでのと比べて、臭いはそれほどでもないですね……」

			　ソフィはジロジロと魔力の草を見つめ、そして意を決したように大きく頷いた。

			「それでは……いきますっ！」

			『ハムッ』という可愛いらしい咀(そ)嚼(しやく)音(おん)と共に、ソフィの顔がどんどん青いものとなっていく。

			「ふぁ、ふぁずいですぅ……」

			　吐き出さないように、必死に口を押さえながら、涙を浮かべて感想を述べるソフィ。

			「口にモノを入れたまま喋るのは、行儀が悪いぞ？　あまり感心しないな」

			「ふ、ふみまふぇん……」

			　ソフィは眼尻に涙を浮かべながら、なんとか全ての魔力の草を飲み込む。

			「まずいです……今までで一番まずかったです。なんかもう苦(にが)味(み)・臭(くさ)味(み)・辛(から)味(み)、一分の隙も無くまずいです」

			「そうか」

			「反応が冷たい!?」

			「それじゃ次は……っとその前に。どうだ、少しはステータスが上がっているんじゃないか？」

			「ちょ、ちょっと待ってくださいね！」

			　ソフィはさきほどの青い顔から一転、期待と緊張の入り混じった表情を浮かべ、いそいそと懐から冒険者カードを取り出した。

			　自身の冒険者カードを見つめるソフィ。すると次第にその体が震え出した。……ん？　もしかして……ステータスが上がらなかったのか？

			　俺が一抹の不安を抱き始めたそのとき――。

			「……や、やったーっ！　やりましたよ、ドラさんっ！　見てください！」

			　歓喜の声が一抹の不安を打ち消した。ソフィはまるで大輪の花のような笑顔を咲かせ、本当に嬉しそうに冒険者カードをこちらへと向けた。

			　――どれどれ。

			『氏名：マヌー＝ソフィリア』

			『職業：魔法使い(ウイザード)』

			『レベル：２』

			『体力：９』

			『筋力：５』

			『敏捷性：７[image: yaji.png]８』

			『耐久：５』

			『知力：12[image: yaji.png]14』

			『魔力：15[image: yaji.png]17』

			　なんと合計５もステータスが上昇しているではないか。

			「おぉ、５も上がっているじゃないか、頑張ったな！」

			「はいっ、ありがとうございます！」

			「やったーっ！」と手放しで喜んでいるソフィを見ると何だが和やかな気持ちになる。俺も始めはあんな感じだったかな……。最弱のスライムやゴブリンを、一人で倒せたことが嬉しくて嬉しくて。

			「さてステータスが少し上がったところで、次は『レベル』という奴を上げたいと思うんだが……。確かモンスターを倒せば上がるんだったか？」

			　先ほどの話を思い出しながら、ソフィに確認を取る。

			「はい。モンスターを倒して『経験値』を獲得すればレベルは上がっていきます。けれど、経験値は何故かとどめを刺した人にのみに入るみたいなんですよ」

			「『とどめを刺した人にのみ』？　一緒に戦った他のメンバーには入らないのか？」

			「そうなんですよ。ですから、メンバー間で経験値の取り合いが起こり、解散してしまったパーティも少なくないみたいです」

			　経験値の取り合い程度でパーティを解散するとは……。それは真のメンバー――友人とは言えないだろう。『殺し殺され、盗り盗られ』――これこそが清く正しい友人関係というものだ。

			「なるほど、それは使えるな……」

			「……ふぇ？」

			　とどめを刺した人にのみ経験値が入る法則。これならばソフィのレベルとやらもすぐに上がるだろう。

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から、【Ｆ：モンスターの餌】を取り出す。良いにおいとも臭いにおいとも言えぬ、なんとも微妙なにおいが周囲に蔓(まん)延(えん)する。

			「こ、今度はそれですか……？」

			　どうやらソフィは、今度はモンスターの餌(これ)を食べさせられるのかと勘違いしたようだ。

			「違う違う。これはモンスターが好んで食べる餌だ」

			「モンスターの……餌？　そんなものどうするんですか？」

			「あぁ、これはな……ここにこうしてっと」

			　俺は右手でモンスターの餌をゴシゴシと地面にこすりつけた。かぐわしいにおいが、より広範囲に広がっていく。

			「……？　それでどうするんですか？」

			　ソフィは勝手がわからないようで、小首を傾げている。

			「後は少し待つ」

			「は、はぁ……」

			　待つことおよそ数分。そろそろ頃合いだと思うのだが。

			　すると――。

			「……来たな。ソフィ、あそこを見てみろ」

			　俺が指さした先には――数えるのも馬鹿らしくなるほどのモンスターの大群がいた。その目は血走っており、こちらへ向けて一直線に走ってきている。

			「ひっ!?　ど、どうして!?」

			　慌てふためくソフィは一旦置いておいて、俺は呼び寄せた品の物色を始める。

			（えーっと……オーク種にゴブリン種に……おっトロール種もいるじゃないか！）

			「ついてるな」

			「何がですか!?　そ、そんなことよりも早く逃げましょうよ！　あんな数、金(きん)級(きゆう)冒険者でも無理かもですよ！」

			　回れ右をして逃げ出すソフィの首根っこを捕まえる。

			「ぐぇっ……、は、放してくださいよドラさん！　早く逃げないと、本当に殺されちゃいますって！」

			「いやいや、せっかく集めたのに逃げてどうするよ……」

			「集めたって……っは!?　これですか、この餌ですか!?」

			「そうだ。モンスターの餌は、周辺のモンスターを一カ所に集めるアイテムだ。便利だろ？」

			「べ、便利!?　モンスターなんて集めて何をするんですかっ!?」

			「何って、養(よう)殖(しよく)だが？」

			　

			【Ｄ：俊敏性の草】食べると俊敏性のステータスが微増する青色の草。ただし、とても苦い。

			【Ｄ：知力の草】食べると知力のステータスが微増する黒色の草。ただし、とても臭い。

			【Ｄ：魔力の草】食べると魔力のステータスが微増する紫色の草。ただし、とてもまずい。

			【Ｆ：モンスターの餌】独特なかおりを放つ、モンスター用の餌。周囲にいるモンスターが集まる。

		

	
		
			４　養殖

			　

			「よ、養殖？　何ですかそれは？」

			「簡単に言うとだな――俺がモンスターを瀕死の状態にして、ソフィがひたすらとどめを刺していく『作業』だ」

			　ヴァルナではとどめを刺した者は、熟練度が通常より多めに増加する。この法則を利用したパワーレベリングが『養殖』だ。これにより腕に覚えのない者でもステータスだけは一人前になることができる。『養殖屋』なるサービスまで存在しているところに、その需要の大きさが窺える。

			「なっ……えっ……!?」

			　悪魔的経験値効率に衝撃を受けているのだろう。ソフィはまるで空気を求める魚のように口をパクパクとさせていた。

			「おっと、こうしちゃいられないな」

			　そうこうしている内に、モンスターたちはすぐそこまで接近していた。

			「さて、やるか」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)からメイン装備の一つである神器【ＥＸ－０：破滅の剣(エクスカリバー)】を取り出す。

			「うぇっ、な、何ですかソレは!?」

			　本当にソフィは良い反応(リアクシヨン)をとってくれる。

			「これは神器――破滅の剣(エクスカリバー)だ」

			　あの頭のおかしいヴァルナの友人たちにさえ『剣の形をした悪意』と評された自慢の一品である。刀身から柄まで全てが黒一色であり、その切れ味は最高級鉱石オレイカルコスさえ軽く両断する。

			「どうだ、見事な一振りだろう？」

			「み、見事というか……何か見ているだけで総(そう)毛(け)立(だ)つというか……。って、前、前！　ゴブリンが――」

			「ん？　あぁ」

			　いつの間にやら粗末な短剣を持った小型のゴブリン三匹が目と鼻の先にいた。その腕は既に振りかぶられており、後は振り下ろすだけだが……。……遅いな。

			「よっと」

			　横一線。

			　たったの一(ひと)薙(な)ぎで、ゴブリンの肉体は上部と下部に分かれてしまった。

			「ん？　殺(や)ってしまったか……。やはりこの辺りのモンスターは弱すぎる……。加減が難しいぞ、これは」

			　その後も瀕死程度に追い込もうとするが、やはり加減が難しく既に都合１００匹を超えるモンスターを殺めてしまった。

			「う……そ……」

			　後方でソフィの呟きが聞こえてしまった。

			（……まずい）

			　背を向けているためソフィの表情を窺い知ることはできないが、間違いない――彼女は今、俺のあまりの手際の悪さに失望している。自信満々に養殖をしてやると言っておきながら、ゴブリン一匹瀕死にすることさえできないなんて……格好がつかないにも程がある。彼女は貴重な情報源であり、何より俺の弟子だ。師匠として、これ以上の失態は許されない。

			「く……そぉっ……！」

			　俺の悲痛な叫びに呼応して、破滅の剣(エクスカリバー)の切れ味が一層鋭いものとなり、目の前のゴブリンが細切れとなる。

			（違うっ……そうじゃない！）

			　落ち着け、気を和(なご)やかに、安らかに。そう……斬るんじゃない、モンスターをそっと優しく撫でるんだ。

			「ふー……」

			　息を吐き、まるで近所の店に買い出しに行くかのように、気軽に一歩を踏み出し、ゴブリンと交錯する。

			「こっ、これは!?」

			　切ったような切らないような、感触とも言えない絶妙な感触が手に残った。

			　すぐさま後ろを振り返ると、ゴブリンはきりもみ回転を続けながら宙を舞い、そして地に着陸した。果実を地に叩きつけたような音が響くが、そんなことはどうでもいい。肝(かん)要(よう)なのは、その体が二つに分かれていないということだ。

			「おい、大丈夫か、お前！」

			　俺はすぐさま地に伏したゴブリンに駆け寄り、その胸に耳をあてる。

			「ご、ゴブゥ……」

			「……鼓動が……ある。それに息も！　これなら……っ！」

			　俺はすぐさま後ろを振り返り、ソフィに手を振る。

			「おーい、ソフィ！　待たせてすまない、こっちだ、早く来てくれ！」

			「う、後ろ！　トロールがっ！」

			　ソフィの声に反応して、振り返ったその瞬間――トロールの持つ棍棒が俺の脇腹をしっかりと捉えた。

			「ドラさんっ!?」

			「グヘヘヘヘヘヘ……ヘァ？」

			　トロールの全力の一撃(フルスイング)をモロに受けた俺は、その場から一ミリも動くことなく、悠(ゆう)然(ぜん)とその場に立つ。当然ながら、ヴァルナで鍛えた俺の体はこの程度の衝撃でどうにかなるものではない。

			　しかし、こいつは違う。俺みたいに強くないんだ。

			「おい、お前……。こいつが……ゴブリンが死んだらどうするつもりだ!?」

			　俺は怒りのままにトロールの胴体を蹴り飛ばす。空気の抜けたボールを蹴るような、空虚な感触が足に残り、胸にぽっかりと風穴の空いたトロールは遥か遠方へと消えていった。

			「……あっ、大丈夫そうですね」

			「ソフィ、早くしろ！」

			　今も続々とモンスターがこちらに迫っている。これ以上の邪魔は勘弁だ。何より、ゴブリンの命は風前の灯火である。

			「ほら、これでサクッと殺(や)るんだ」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から素早く【Ｆ：短刀】取り出し、ソフィに手渡す。

			「え、えっと……」

			　しかし、どういうわけかソフィは震えたまま、短刀と瀕死のゴブリンを交互に見ている。

			「ソフィ？　どうしたんだ？」

			「す、すみません。モンスターの命を奪うのは、これが初めてなもので……」

			「ははは、そう深く考えるな。ただの『作業』だと思うのがコツだ」

			「は、はいっ！」

			　俺の助言を得たソフィは決心したように口を一(いち)文(もん)字(じ)につむぐと、短刀を振りかぶり――その腕がピタリと止まる。

			「ご、ゴブゥ……」

			「うっ……」

			　何をしているのか、ソフィはゴブリンと見つめ合ったまま動かなくなってしまった。

			「はぁ……ったく、こうするんだ」

			　俺はソフィの背後から、振り上げられたまま硬直した手を強引に掴み、そのまま真下へと降ろしてやる。

			「ゴブッ……!?」

			　短刀はゴブリンの首をいとも簡単に両断すると、そこから鮮やかな血が噴き出した。

			「あ……あぁ……っ!?」

			　鮮血をその身に浴びたソフィは、両の手を見つめたまま静かに震え始めた。おそらく初の養殖に成功した喜びに打ち震えているのだろう。

			「ほら、次行くぞ、次！」

			　既にコツは掴んだ。斬るのではなく、そっと撫でるように……。

			　まるで演(えん)舞(ぶ)を思わせるような脱力した動きで、俺は次々に瀕死のモンスターの山を積み上げていった。

			「これで……最後だ」

			　最後の一匹を調理し、瀕死状態のモンスター(ソフイのエサ)の数を数える。

			「十、二十、三十、四十、五十……。ふむ、悪くない」

			　最初の養殖にしては、これだけいれば十分だろう。

			「こっちは終わったぞ、そっちは――ソフィ？」

			　彼女は先ほどゴブリンにとどめを刺した場所で、今も固まって――いや、小刻みに震えていた。

			「何をしてるんだ？」

			　痛々しい顔つきでこちらを見上げたソフィは、静かに首を横に振った。

			「……できません、私には……無理です。こんな……無抵抗なモンスターを一方的になんて……」

			「何を言っているんだ……。ほら、こいつらをよく見てみろ」

			　俺は倒れ伏し、苦(く)悶(もん)の声をあげるモンスターたちを指さす。

			「どれももう瀕死の重体――助かる見込みは万に一つもない。このまま放っていても、地獄のような苦しみが続くだけだ。その苦しみから彼らを解放してやろうじゃないか。これはそう――救いだ」

			「……すく……い？」

			「そうだ、ソフィの手で彼らを救ってやるんだ！」

			「そう……ですね、私……頑張ります」

			「いいぞ、その意気だ！」

			　ソフィは覚(おぼ)束(つか)ない足取りで、虫の息となったオークの隣に立ち、短刀を振り上げ――。

			「……ごめんなさいっ！」

			　一思いに短刀をオークの首元に突き立てた。

			「ぐ、グモォオオッ！」

			　オークの苦悶の声が辺りに木霊する。しかし、……浅いな。オークの生命力は強い、半端な攻撃はかえって苦しませるだけだ。

			「しっかりと刺せ！　オークが苦しんでいるぞ！」

			「っ!?　……ごめんなさいっ！」

			「ぶ、ブモォ……」

			　今度はしっかりと根本まで刃を潜り込ませると、オークは完全に力尽きた。

			「よし、よくやったな！」

			　俺は優しくソフィの頭を撫でてやる。

			「わ、私……私……っ」

			「ほら次だ、次。早く彼らを救ってやろう」

			「……はい」

			　その後もソフィは律儀に一匹一匹謝りながら、モンスターの命を奪い続けていった。

			「ごめん……なさぃ」

			　

			「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」「ごめんなさい」
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			　都(つ)合(ごう)五十一匹――全てのモンスターにとどめを刺したソフィは、頭からつま先に至るまでモンスターの血に塗(まみ)れていた。

			「よし、頑張ったな。終盤は、だいぶ手つきもよくなっていたぞ」

			「……はい。……ありがとうございます」

			　ソフィは焦点の合っていない目で俺にお礼を言った。どうやら彼女は冒険者だというのに、『血と死』に慣れていないようだ。まぁこれからじっくりと慣らしていけばいい。

			「よし、今日の修業はここまでにしておくか」

			「……はい」

			　陽の高さから見るに今は昼(ひる)時(どき)であろうか。そろそろ街に繰り出す頃合いだ。せめて今晩の寝床ぐらいは確保したい。

			「ソフィ、はじまりの街バースにはどうやって行けばいいんだ？」

			「……この道を東に真っ直ぐ進めば……バースです」

			「よし、それじゃ行くか」

			　俺ははじまりの街バースへ向けて歩き出す、目のハイライトが無くなった、血塗れのソフィを引き連れて。

			　

			　

			【ＥＸ－０：破滅の剣(エクスカリバー)】かつては聖剣とうたわれたものの成れの果て。所有者は例外無く非業の死を遂げる。

			【Ｆ：短刀】刃渡り三十㎝ほどの刀。携帯性に優れている。

		

	
		
			５　決闘

			　

			　バースに着いた俺は、その活気に圧倒された。まるで祭りでもあるかのように種々雑多な露店が通りを埋め尽くし、人々の往来は活発で、さらに昼であるというのに飲んだくれが肩で風を切って歩いている。

			「ずいぶんと栄えているな」

			　話を振りながら、横目でソフィの表情を窺う。

			「えぇ、バースは祭りの神アスフィア様が治める街ですので」

			　養殖(あれ)から時間が経ったおかげか、それともバースまで歩いたことが気分転換になったのか、ソフィの表情から幾分か影がとれていた。

			（あぁ、よかった）

			　道中無言で涙を流し始めたときは、どうしたものかと本当に困ったものだ。

			　そんなことより、先ほどのソフィの発言に聞き逃せない単語があった。

			「祭りの『神』？」

			「はい。この世界では各街に一(ひと)柱(はしら)の神様がいらっしゃり、街を治められています」

			「ほぅ……」

			　これは重要な情報を聞いた。これまでの経験から、『神』の周辺には神器がある可能性が高い。そして『神器』であれば、間違いなく指定番号(ナンバーズ)カードであろう。この世界の指定番号(ナンバーズ)カードをコンプリートするためにも、そのアスフィアとかいう神には会わねばならない。

			「それでドラさん、バースには着きましたけど、これからどこへ向かえばいいんでしょうか？」

			「そうだな……」

			「とりあえず街に行くか」、といった軽い気持ちだったので、特に明確な目的地などは決めていない。

			「情報が集まって、お金も手に入るような場所はないか？」

			「情報とお金ですか……。そうですね、それでしたら冒険者ギルドはいかがですか？」

			「冒険者ギルド？」

			「はい。冒険者はそこで依頼(クエスト)を受けたり、情報を交換し合ったり、パーティメンバーを募集したりします。ここなら依頼(クエスト)を受けることで、お金ももらえますし、情報もたくさん集まると思います」

			「それはいいな。よし、そこにしよう」

			　目的地も決まり、冒険者ギルドに向かって歩き出す。

			　しかし、先ほどから俺たちの周りがなぜか騒々しい。心なしか変な注目を浴びているような気がする。

			『おい、あの娘(こ)血塗れだぞ!?』

			『なぜ彼女だけ……？　前の男は小綺麗な服を着ているのに……』

			『もしかして奴隷なの……？』

			『馬鹿、奴隷制度はバース憲法で禁止されてるだろ！　こんな白昼堂々と法を犯す奴がいるか！』

			　おそらくは俺が異世界人であるために、この世界の文化に上手く馴染めていないのだろう。現地には現地の文化・しきたり・作法・礼儀があり、それに則った行動をしていない俺みたいな異世界人は、どうしても浮いてしまう。まぁ、異世界転移にありがちなことだ。

			　そのまましばらく歩くと、ソフィが一つの大きな建物の前で止まった。

			「着きましたよ、ドラさん。ここが冒険者ギルドです」

			「ほぅ」

			　冒険者ギルドは、長い歴史を感じさせるような年季の入った木造の建物だった。四階、いや五階建てだろうか？　見上げるほどに高く、周囲を威圧するような力強さが感じられた。

			　俺が中に入ろうと足を向けると――ソフィが服の袖を摘まんだ。

			「あの……すみません、冒険者ギルドに寄る前に私の泊まっている宿に寄ってもいいですか？　この先を少し行ったところにあるので……。ちょっとシャワーを浴びないと……」

			「ん？　……あぁ」

			　よくよくソフィの全身を見ると――うん、赤いな。普通に血塗れだった。血と死に慣れ過ぎたために、全く気付かなかったが、今も血生臭いにおいを放っている。

			「あぁ、もちろんだ。それじゃ俺は冒険者ギルドの前で待っているぞ」

			　いくら師弟関係とはいえども知り合って間もない、年端のいかない少女の宿に転がり込むわけにはいかない。頭のおかしいヴァルナの友人たちと違って、俺は常識人である。

			「わかりました。急いで洗ってきますね」

			　そういってソフィは、早足で駆けていった。

			「ゆっくりで構わないぞ」

			　ふむ、隙間時間もできたことだし、コレクションでも眺めておくか。

			　道具一覧(アイテムウインドウ)を広げ、過去に蒐集したコレクションを一つ一つじっくりと観賞する。

			「全く我ながらよく、これほど集めたものだ……」

			　つい自画自賛してしまうほどの『量』と『質』に、自然と頬も緩まる。

			　俺が一人喜びにひたっていると、突如背後から声をかけられた。

			「すまない、少し尋ねたいことがあるんだが」

			　鎧に身を包んだ見知らぬ男だ。髪は茶色く、目鼻立ちがくっきりとした非常に整った顔立ちをしている。装備から察するに前衛職……戦士か騎士辺りであろうか。

			「ん、どうした？」

			　見ると男の背後には、二人の女が立っている。赤髪の気がきつそうな、少し背が高い女と、おっとりとした黒髪の女だ。三人組のパーティだろうか？

			　全くの初対面であるにもかかわらず、どういう訳か男は鋭い目付きでこちらを睨みつけている。

			「さっきの血濡れの少女、彼女は君のパーティメンバーか？」

			　血濡れの少女？　……あぁ、ソフィのことか。

			「そうだが、それがどうかしたか？」

			「……君には血の一滴さえついていないというのに、どうして彼女はあんなに血塗れだったんだ？」

			「そりゃ、さっきまでソフィが一人で頑張っていたからな」

			　男の眉(まゆ)根(ね)がピクリと動いた。というか俺は何故さきほどから、これほど睨まれているのだろうか。

			「『一人で頑張って』……？　彼女にいったい何をさせていたんだ？」

			「ん？　ただモンスターの首を切らせていただけだ。そうだな、だいたい五十匹ぐらいはやったかな……」

			「ごじゅ……っぴき……!?」

			（じょ、常識的に考えて、さっきのあの小さな娘(こ)が五十匹ものモンスターを倒せるはずがない……。つまり、彼女が切った首とはすなわち――『死んだモンスターの首』っ！）

			　何を驚いているのか、男は急に大きく後ろへのけぞった。見れば、奥の二人の女も青い顔をしている。ソフィ然り、彼ら然り、この世界の住人はやけにリアクションが大きい気がする。しかし、これもまた異世界文化の醍醐味の一つだ。大いに楽しませてもらおう。

			「それは……君がやらせたのか……？」

			（もしそうだとしたら、明らかな少女虐待……、いや、もはや虐待なんてレベルじゃないっ！）

			「そりゃもちろん。しかし、まだ若いな。血と死に対して、少し抵抗があったみたいだ。まぁ……これからじっくりと慣らしていけばいいか」

			　将来、立派になったソフィの姿を想像し、自然と顔が綻ぶ。あそこで出会ったのも何かの縁だ。このまま彼女を育て上げ、いつかは俺を殺せるぐらいの立派な魔法使い(ウイザード)になってもらうつもりだ。

			「なっ、慣らし……て……？　――ッこの外道めっ！」

			「えー……」

			　外道とはまたまた大袈裟な。養殖はれっきとした由緒正しきパワーレベリングだ。

			　この程度で『外道』認定を受けていたら、ヴァルナの世界の住人は全員が外道ということになってしまう。

			「僕はセフィーヌ家が長子――セフィーヌ＝アベル。誇り高き騎士として、君に決闘を申し込む！」

			　そういうと彼は俺の足元目掛けて手袋を投げ捨てた。

			「僕が勝てばあの娘をうちのメンバーに加えさせてもらう！」

			　決闘――つまりは果たし合い。お互いの誇りをかけた一対一の真剣勝負だ。

			「それは別に構わないが……、俺が勝ったら？」

			「僕の持ち物ならば、何でも好きな物をくれてやる」

			「ほほう？」

			　絶妙にコレクター魂を刺激することを言ってくれるじゃないか。俺はアベルの持ち物を調べるために、こっそりと鑑定魔法を使用する。

			（――〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉）

			　これは下位魔法の一つであり、対象の『価値』を大まかに判定してくれる優れものだ。

			　どれどれっと――鎧……ハズレ。肩当て(シヨルダーアーマー)……ハズレ。籠(こ)手(て)……ハズレ。刀……ほぅ、悪くない。

			　しっかりと賞品たり得るものを見つけた俺は、決闘の申し入れを快く受諾する。

			「よし、受けて立とう」

			　決闘受託の印にアベルの投げた手袋を執(しつ)拗(よう)に踏みにじる。これは『お前の汚ねぇ手袋なんざいるか』という意思表示であり、ヴァルナにおける『決闘受託』を意味する。まぁ、一種の儀礼的な行為だ。

			「なっ!?　人をそこまで侮辱するとは……。覚悟はできているんだろうなっ！」

			　……何故かアベルのやる気が音を立てて上がっていった。解せぬ。

			「それで勝敗の基じゅ――」

			　俺が互いの勝利条件を確認しようとしたところで――突如横やりが入った。

			「……だめ。やめよう」

			　アベルのパーティメンバーの一人、黒髪の女がアベルに決闘の中止を提案していた。女は小柄であり、顔立ちは非常に整っているが、どこか不思議な雰囲気を漂わせ、正直何を考えているのかわからない。上下ともに緑を基調としたジャージを着ているが、サイズが合っておらず、袖が手の甲を覆ってしまっている。

			　手のあたりにある飾り気のないシンプルな杖から、かろうじて後衛職であることが窺える。

			「急に何を言っているんだ、リュー!?」

			　なんだなんだ、内輪もめか？　決闘前だと言うのに……全く、勘弁して欲しいものだ。

			「ねぇアベル、あの人……変(へん)。普通じゃない、本当に人間……？」

			「見ての通り人間だ――ただし人の道から外れた外道だけどな」

			　ふう、俺の評価がとんでもないことになっているな。

			「多分、とっても強い。関わらない方がいい」

			「大丈夫だ。相手がどれほど強くとも、いつものように僕は必ず勝つ。……それに少女を虐待するような外道を見過ごすことはできない」

			「……そう。なら、応援する。頑張って」

			「あぁ、頑張る」

			　互い微笑み合う、アベルとリュー。うんうん、仲間思いの良いパーティだ。しかし、俺もそろそろ蚊帳(かや)の外にいるのが辛くなってきた。

			「そろそろいいか？」

			「あぁ、すまない、待たせてしまったな」

			　そういうとアベルは刀を抜き放ち、鋭い眼光をこちらに向ける。俺もそれに倣(なら)い、自身の鋭い審美眼を、抜刀され刀身の露(あらわ)になったアベルの刀に向ける。

			（Ｄランク……いや、付随している効果によればＣランクに届くか？）

			　いずれにせよ、指定番号(ナンバーズ)カードなのは間違いない。この決闘、何が何でも負けられな……おっとっと、危ない危ない。決闘のルールを確認するのを忘れていた。ここは異世界、ヴァルナのような『決闘＝どちらかが死ぬまで』の方程式が成り立つ保証はどこにもない。レアアイテムに目が眩み、正常な思考能力を失うようなことはあってはならない。

			「おい、アベル。勝敗の基準はどうなっているんだ？」

			「『勝敗の基準』だと……？　変なことを聞く奴だな。これは決闘――互いの誇りをかけた一騎打ちだ。どちらかが『参った』というか、戦闘不能になるまで続けるさ」

			「ん？　あ、あぁ……そうか。了解した」

			　俺は平然を装ってはいるが内心では驚愕を隠し得なかった。

			（『参った』が通じる決闘……って、何だそれは!?　そんなのはただの子どもの遊びではないか!?）

			　この世界は、今まで転移したどの異世界よりもぶっ飛んだところかもしれない……。俺は思わず、天を仰ぎ見る。そのとき、視界の端に人だかりを捉えた。

			（おや？）

			　周りを見渡すといつの間にやら、俺とアベルを囲うように人だかりができていた。

			『おい、あのセフィーヌ家の麒麟児アベルが決闘をやるみたいだぞ!?』

			『おいおい、あの冒険者の男……ただじゃすまねぇぞ……？』

			『はっはっは。手ぇ抜いてやれよー、アベルー！』

			　さて、ギャラリーも集まったところで、そろそろやるか。

			　俺がアベルに向けて、一歩踏み出しとところで――。

			「待て、武器はどうした？」

			　突如アベルから制止の声がかかったかと思うと、続けてよくわからないことを問うてきた。

			「ん？　あぁ、素手でいい」

			　正確には『素手でいい』ではなく、『素手がいい』。アベルの持つ刀は確かに悪くはない。悪くはないが、せいぜいＤ～Ｃランク止まりだ。神器である【ＥＸ－０：破滅の剣(エクスカリバー)】とは比べるべくもない。下手に高ランクの武器を使用した場合、アベルの刀を刃こぼれさせてしまったり、最悪の場合ぽっきりと折ってしまうかもしれない。あれはほぼ間違いなく、希少な指定番号(ナンバーズ)カード。そういった不測の事態を避けるためにも、ここは素手で臨まなければならない。

			「素手だと？　……君は格闘家(モンク)系統の職を修めているのかい？」

			　俺のこの装備を見て、どうやって格闘家という結論に辿り着くのだろうか……。動きやすさを重視し、鎧一つ装備せず、手元に剣や杖などの武器一つおかないという軽装。――どこからどう見ても蒐集家(コレクター)のそれだ。

			「いいや。ただ（刀の）安全のためにも、素手じゃないとな」

			　俺の発言に何故か外野であるギャラリーが色めき立つ。

			『おいおい、舐められたもんだなぁ、アベルぅ！』

			『やっちまぇー！』

			『兄ちゃん、あのアベル相手にいい度胸してんじゃねぇか！　気に入ったぁ！』

			『盛り上がってきたぜぇぇえええ！』

			　ギャラリーの酒飲みたちが、決闘の場を温めてくれる。こういうのは、なんというか……とても嬉しい。

			　例えばヴァルナで俺が親しい友人と決闘をするとなった場合、こうはいかない。人々は我先にと逃げ出し、ギャラリーどころかネズミ一匹さえ近寄らない。

			「ふ……ふふふ……。ここまで虚(こ)仮(け)にされるとかえって一層清々しいね。――すぐにその大口を後悔することになるだろう」

			「ん」

			　アベルとの視線が交差する。同時に痺れを切らしたかのように、ギャラリーから声があがった。ある者は野次を飛ばし、またある者は指笛を鳴らす。場の雰囲気――ボルテージは最高潮に達する。

			　推定Ｄ～Ｃランクの刀を中段に構えたアベルは、真っ直ぐこちらを見据える。ふむ、隙の無い良い構えだ。

			「先手はもらうよ――はぁっ！」

			　アベルは剣を振りかぶり、一呼吸の内に間合いを詰めた。振り下ろされた一撃は、肩口を狙った袈裟斬り。

			　狙いは悪くない。しかし――圧倒的に速度が足りない。

			「もらったぁ――がはっ!?」

			　俺はアベルの手首を強めに叩き、刀を落とすと同時に腹を軽く蹴り飛ばした。

			『ぐちゃり』というか『べちゃり』というか……とにかく小気味よい快音と共にアベルの体は『く』の字のまま水平に飛び、石造りの家に激しくぶつかった。

			『『『……え？』』』

			　先ほど盛り上がってくれていたギャラリーの反応は、何故か冷たいものだった。みな一様に目を丸くし、口を噤(つぐ)んでしまっている。せっかく有効打が一本入ったのだ。歓声の一つぐらいあってもいいのではなかろうか？

			　ついギャラリーへの不満が漏れそうになったその瞬間――俺の脳裏に電撃が走った。

			「……なるほどな、そういうことか」

			　街に着いてたかだか十分も経たない内に、既に決闘を申し込まれたところから察するに、この世界で決闘とは、ごくありふれたものなのだ。つまるところ有効打なんてものは、とうの昔に見飽きており、望むところはその一歩先――『血と死』。

			「ふっ……全く、欲張りなギャラリーだな……」

			　異世界人と言っても血の通った人間であることに変わりはない。つまりこの世界の人々の感性もヴァルナの人々の感性も大きく違いはないのだ。

			　俺は地に落ちたアベルの剣を拾い、軽く品定めする。

			「特にこれといった追加効果は無さそうだな……。Ｄランクといったところか」

			　さて。期待に胸を膨らませているギャラリーをこれ以上待たせるのも気の毒だ。どれ試し切りも兼ねて――殺(や)ろうか。

			　俺は新たに手に入れた刀を一度振るい、アベルの元へと足を向ける。

			『……いやいやいや。……え？』

			『おい、やべぇぞ……。アベルの奴、あれ死んだんじゃねぇか……？』

			『つうか、何が起きたんだ？　速過ぎて、全然見えなかったんだけど……』

			　俺がようやく殺(や)ろうと動いたからか、ギャラリーも少しずつざわつき始めた。

			「さて、どこいったのやら……」

			　瓦礫を掻き分け、アベルの姿を探していると――。

			「おっ、いたいた」

			　瓦礫の下敷きとなり、ぐったりとしたまま動かなくなった彼を見つけた。どうやら失神しているようだ。

			「え……あんなので失神……？」

			　よくもまぁ、自信満々に決闘を吹っ掛けてこれたものだ。まぁ世に言う『若気の至り』のようなものであろう。

			　瓦礫をひっぺ返した俺は、アベルの頭を掴み、ギャラリーにもよく見えるように天高くかざしてやる。

			『え……あれ以上やるの……？　……え？』

			『おいおい、頭おかしいだろ、あいつ!?』

			『あいつ、何でちょっと笑ってるんだ!?』

			　やはり、これを待っていたのだろう。ここにきてギャラリーが大きく騒ぎだした。

			（ここは景気よく、派手に掻っ切るか！）

			　少し大袈裟に刀を振りかぶり、アベルの首をはねようとしたその瞬間――。

			「やめて！」

			「やめなさいよっ！」

			　――突如二人の女が俺の腕にまとわりついてきた。見れば、アベルのパーティメンバーである。黒髪のリューという少女と、赤髪の気の強そうな女だ。

			「えーっと、どうしたんだ？」

			　俺の質問に答えたのは、赤髪の女だった。すらっとしたスレンダーな体型に、ワンピースを自己流でアレンジしたような服を着ており、肩口や脇腹のあたりが露出している。髪は長く、胸には銀の十字架のネックレスが存在感を主張していた。これといった防具や武器を装備していないことから、後衛職であることが窺える。

			「あんた……、今何するつもりだったの!?」

			　女は射殺さんばかりの目力で俺を睨みつけながら、棘のある言い草で質問を投げかけてきた。

			　何と言われても……見てわからなかったのだろうか？

			「首をはねようとしただけだが？」

			「っ!?　なっ、なんでそこまでするのよ！　この決闘は、もうあんたの勝ちじゃない！」

			「？　まだ俺とアベルのケリはついてないぞ？」

			「何を言っているの？　アベルがこれ以上闘えない――戦闘不能なのは、どう見ても明らかでしょ！」

			「戦闘不能？　何を馬鹿なことを言っている、こいつはまだ生きているじゃないか」

			「んなっ……!?」

			　あまりの正論さ故に反論すべき点が見つからなかったのか、赤髪の女は押し黙ってしまった。戦闘不能――それすなわち死を意味する。現状アベルはただ意識を失っているだけだ。戦闘不能にはほど遠い。

			「あ、あんた、頭おかしいんじゃないの!?」

			　この世界に来てからというもの、本当にひどい言われようだな。さすがの俺も少し悲しくなるぞ。

			「そう言われてもな……」

			　これは男同士の決闘。ここで俺がとどめを刺さなくては――しっかりとしたケジメをつけなくては、アベルの名誉を傷つけることになる。

			　加えてせっかく集まってくれたギャラリーにも申し訳が立たない。

			「これで終わるわけがないだろう？　なぁ、みんな？」

			　ギャラリーに向けて呼びかける。彼らなら、きっと俺の側に立ってるくれることだろう。

			『『『……』』』

			　果たして、帰ってきたのは沈黙だった。『当たり前のことをわざわざ聞くな』という無言の意思表示であることは、あえて言うまでもない。

			「な？」

			「何が『な？』よ！　誰も何も言ってないじゃない！」

			　相手が何も言わなくても察する――奥ゆかしさ。目の前の彼女には決定的にそれが欠けていると思いました。何やら作文のようになってしまったが、とにかくアベルの息の音を止めることだけは譲れない。短いながらも刃を合わせた仲だ。彼に生き恥を晒させるわけにはいかない。

			「とにかく殺(や)るったら殺(や)る。そこをどけ」

			　赤髪の女とリューは首を振る。

			「嫌よ！」

			「だめ、どけない」

			　なんとまぁ強情な……。それならばもう仕方あるまい。

			「そうか、それならばもうどかなくていい。――先にお前たちからだ」

			　俺はアベルの頭から手を放し、彼女たちに向き直る。

			「う、うそでしょ？」

			　先ほどまでの威勢はどこへやら……。赤髪の女、震えた声で一歩後ろへと下がった。

			「すまない、俺は冗談や嘘が得意じゃないんだ」

			　俺が二人の元へにじり寄ると――余興が長引いてしまったためか、ギャラリーからも不満の声のようなものが漏れ出した。

			『……おい、誰か止めてやれよ。このままじゃあの二人、マジで殺されちまうぞ？』

			『やだよ、まだ死にたくねぇ……』

			『いやいや、流石に女に手をあげ……そうだな。うん、普通に殺しそうだ』

			『誰も好き好んであんな危ねぇのに関わる奴なんざいねぇよ……』

			　まずいな……早く殺(や)ってしまおう。

			　すると何を思ったのか赤髪の女は突如飛びのき、俺との距離をとった。

			「こうなったら……っ！」

			　女は首元にかけてある銀の十字架を握り締めた。やはり後衛職――呪術師(シヤーマン)あたりだろうか？

			「これでも喰らいなさいっ！　〈炎の(フレイム)――」

			　魔法の発動前に首を落とそう。俺が両の足に力を込めたそのとき――。

			「める、だめ」

			　リューが赤髪の女の魔法を遮った。あの女の名前はメルというらしい。しかし、見かけとそのきつい性格に似合わず、可愛い名前だ。

			「リュー、何をするの!?」

			「あべるでも手も足も出ない相手に勝てるわけがない」

			「でも、だったらどうしろって言うのよ！」

			「……任せて」

			　いったい二人で何を話し込んでいるのやら……。面倒くさいからこのまま後ろから切ってしまおうか。そんなことを考えていると、リューが俺の方へ向き直り、その口を開いた。

			「あなた、あべるの刀が欲しかったの？」

		

	
		
			６　交渉と煽り

			　

			「ん？　あぁ、よくわかったな、その通りだ。あれはランクこそ低いが、間違いなく指定番号(ナンバーズ)カード！　蒐集家(コレクター)としての長年の経験がそう告げている！」

			　自分の好きな話題のため、つい熱が入ってしまう。

			「ランク？　指定番号(ナンバーズ)カード？　……よくわからないけど、私の持ち物で欲しい物……ある？」

			　何を言い出すのかと思えば……こんな時に品定めをしろと？　――全く、仕方ないな！

			　どのような状況でもアイテムへの飽くなき執着心はとどまるところをしらない――蒐集家(コレクター)の悲しい性(さが)である。

			「〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉」

			　今度は堂々と魔法を発動し、リューの持ち物を調べあげる。

			　杖……ハズレ。ジャージ……ハズレ。靴……ハズレ。

			（なんだ、つまらないアイテムばかりじゃない……んなっ!?）

			　ため息をつきかけたそのとき――〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉が一際大きな反応を示した。対象はリューのジャージの右ポケット内にある『何か』。この反応から見るに、Ｃランク以上は確定だ。

			「ちょ、ちょちょちょ……ちょっと。そのジャージの右ポケット……な、何が入ってるんだ？　み、見せてくれないかっ!?」

			　俺は動揺を悟られないように、努めてポーカーフェイスで、また普段と変わらぬ声音で尋ねる。

			「右ポッケ……。これのこと？」

			　リューはジャージの右ポケットから、掌サイズの小箱を取り出した。色は黒く、中に何が入っているかを外側から窺い知ることはできない。

			「あ、ああ開けてみてくれないか？　べ、別にそんなに興味があるって訳じゃないんだがな。なんというかほら、少し気になっただけだ、うん！」

			　Be, Cool！　落ち着け、落ち着くんだ俺！　足元を見られないためにも、こちらの希望を相手に悟られてはならない。俺は必死に高鳴る鼓動を押さえつける。

			「あけるね」

			　リューが小箱を開けるとそこには――。

			「こ、これは……!?」

			　鈍い輝きを放つ銀色の指輪があった。

			　Ｃランク……いや、Ｂランクに届くぞ！　それも指定番号(ナンバーズ)カードだっ！

			（欲しい。なんというかその……すごく欲しいっ！）

			　語彙(ボキヤブラリー)が貧困になるほどの強い衝撃を受けた。

			「ほしい？」

			「欲しいっ！」

			「……あっ」

			　やられた。このような若き見た目ながら、何という策士……。しかし、これほどの――超極上の人参をぶら下げられて飛びつかないものが蒐集家(コレクター)と呼べるだろうか？　いや、呼べない。そんな誰にしているかわからない言い訳をしていると――。

			「いいよ」

			「な、何っ、本当か!?」

			　俺が食い入るようにリューを見ていると、その横から邪魔者(メル)が茶々を入れてきた。

			「ちょっとリュー、それあんたの家に伝わる家宝じゃない!?」

			「そだね」

			「『そだね』ってあんた!?」

			　未だに食い下がるメルには取り合わず、リューは真っ直ぐ俺を見る。

			「これ、ほしい？」

			「欲しいっ！」

			　最早隠す必要などない――即答だ。

			「いいよ。でも、あべるの命と交換ね」

			「どうぞ」

			　俺は即座に彼女の要求を飲んだ。

			『アベルの命＋誇り』と『ランクＢ相当の指輪（それも指定番号(ナンバーズ)カード）』。こんなもの天秤にかけるまでもない。アベルと言ったか？　会ってそこらの冒険者の命や誇りなんぞ、レアアイテムの前では塵芥に等しい。

			「ちょっと待ちなっ！」

			　交渉成立かに思われた取引だが、そこへ再び赤髪の女――メルが水を差す。

			「なんだ？」

			　せっかく取引が成立するかに思われたのに……。声にも自然と苛立ちの色が混じってしまう。

			「あんた、私の持ち物で欲しいものはないか？　装備品でも消耗品でも、なんでもくれてやる！」

			「なに？」

			「アベルほどじゃないが、私だってこの街じゃ名の売れた冒険者だ。それなりの物を持っているつもりだよ」

			　そこまで言うからには自信があるのだろう。

			「そうか、では少し失礼して――〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉」

			　さてさて――服……ハズレ。靴……ハズレ。銀の十字架のネックレス……ハズレ。……その他にも特に目ぼしいものはない。

			「お前のは、なんというか……いいや」

			「なっ!?　それはいったいどういう意味だ!?」

			「非常に申し上げにくいんだが……装備の質が悪い。これといって欲しい物はない、以上だ」

			　残念ながら今は冷やかし(メル)に構っている暇はない。目の前に黄金にも勝る宝があるのだ。

			「ところでリュー。先ほどの話なんだが……」

			「うん、交換……してくれる？」

			「いいですとも！」

			　交渉成立。

			　どこぞの馬の骨の命と引き換えに、リューから黒い小箱を受け取った。

			「うん……、うん……いいっ！」

			　銀の指輪は鈍い光を放っており、大人の渋味のようなものを出している。三百六十度、全方向からたっぷり観賞した後、道具一覧(アイテムウインドウ)に丁重に保存した。

			「どれどれ」

			　大きな期待と少しの緊張。恐る恐る道具一覧(アイテムウインドウ)を見るとそこには――【Ｂ－41：解呪の指輪】と表示されていた。

			「よしきたっ！」

			　異世界転移初日に指定番号(ナンバーズ)カード。それもＢランクのものをゲットしてしまった。……怖い。自分の豪運が怖い。

			「さてこちらは……」

			　続いてもう一つの戦利品であるアベルの剣も道具一覧(アイテムウインドウ)に収納する。すると道具一覧(アイテムウインドウ)には、【Ｄ－98：古(いにしえ)の剣】と表示された。

			「Ｄランクか」

			　先ほどの解呪の指輪に比べれば大きく見劣りするが、それでも指定番号(ナンバーズ)カード。価値ある一枚だ。

			「ごめん、リュー。……でも家宝の指輪(あれ)本当によかったのか？」

			「別にいい。それであべるが助かるなら」

			「そっか……、全くアベル(こいつ)は幸せものだな。なぁアベ……っ!?　おい、アベル……お前っ、腕が!?」

			　コレクションの観賞タイムという至福の一時を、冷やかしの大声がぶち壊した。

			　少しの苛立ちが混じった視線をメルに飛ばす。

			（今いいところなのに、静かにしてほしいものだ）

			　一方、メルは俺の視線には全く気付くこともなく、信じられないものを見るような目でアベルの右腕を見ていた。

			「な、なんなのよ……これ……？」

			　俺もつられるようにして、アベルの右腕を見ると――なんとアベルの手首から先が無くなっていた。まるで鋭利な刃物で切られたような綺麗な断面から、今もドクドクと真紅の血が流れ出ている。

			（もしかして……あのときか？）

			　僅かに思い当たる節があったので、チラリと後ろの方を振り返ると――やはりあった。俺がついさっきアベルを迎え撃った位置あたりに、彼の手首がポロリしていた。

			　そういえば刀の安全を確保するため強めに手首を叩いたっけか。

			（しかし、あんなので取れるか？　常識的に考えて……）

			　確かに強めに叩いた。叩きはしたが、それは握っているものを手放させる程度の力で、だ。誰も手首から先がポロリする程の力で叩いてなどいない。

			「どうして……あべる、やだよ……」

			　リューが眼尻に涙を浮かべている。そんな今も彼の手首から血が溢れ、その顔から生気が抜け落ちていっている。

			（いやいや、早く助けてあげなよ……）

			　俺のそんな思いが届いたのか、ようやくメルが動き出した。

			「リュー、下がってて！」

			　彼女は首元にある銀の十字架を握り締め、数度深呼吸を行い、魔法を発動する。

			「――〈回復／ヒール〉！」

			　淡い光がアベルの手首を包み込み、見事に血が止まった――かと思われたが……。

			「くっ、傷が深い……。血が、止まらない……っ！」

			　額に脂汗を流しながら、悲痛な面持ちで〈回復／ヒール〉を発動し続けるメル。

			（え……うそだろ？）

			　あの程度の傷が治らない〈回復／ヒール〉など存在しない。そんなものは〈回復／ヒール〉と呼んでいい代物ではない。

			　第一、腕の一本や二本が飛ぶことなんて、冒険者にとっては日常茶飯事だ。彼らは一体今までどうやって冒険してきたというのか。というか、そもそも彼らは本当に冒険者なのだろうか？

			　俺が唖然と口を開けていると、リューが立ち上がり、周囲の人々に助けを求めた。

			「だ、だれか！　だれか司教(ビシヨツプ)の方はいませんか!?」

			　今にも泣きだしそうな顔で、大声をあげている。

			（幸いなことにここは、冒険者ギルドの真ん前だ。司教(ビシヨツプ)の一人や二人ぐらいすぐに名乗りをあげるだろう）

			　――という俺の淡い期待は見事に裏切られた。

			　誰も彼もが伏し目がちに、リューから遠ざかり、名乗りをあげる親切なものは一人としていなかった。

			「だれか、だれかお願いします――あべるを助けてくださいっ！」

			　ついに大粒の涙を流し始めたリュー。

			（さすがに少し可哀想になってきたな……）

			　俺は仕方なく背後に落ちてあった手を拾い上げて、返してやった。新たに手を再生することはできなくとも、くっつけることぐらいならできるだろう。

			「ほら、さっさとくっつけてやれ」

			　全く、我ながら呆(あき)れかえる程の親切さだ。

			　果たして俺の温情を受け取ったメルは――なぜか鬼の形相でこちらを睨(にら)んできた。

			「ふざけるのも大概にしてっ！　こんなのくっつくわけないじゃない！」

			「……えー」

			　手を再生するどころか、くっつけることすらできない……だと？

			（何？　それじゃ君が今やっている魔法(それ)に何の意味があるんだ？　ただ光りで照らしてるだけじゃないか！　それならもうただの懐中電灯で十分だろ!?）

			　いくつものツッコミが脳内を駆け巡るが、まぁ今はおいておこう。どうやらこの女(メル)とは巡り合わせが悪い、何をしても噛み合わない。

			「はぁ……、もういい。ちょっとそこをどけ」

			　かしましく騒ぐメルを押しのけて、俺はアベルの前に立つ。

			「ちょ、あんたこれ以上アベルに何をするって言うの!?」

			「わかったから、少し大人しくしていてくれ――〈回復／ヒール〉」

			　瞬間、まばゆい光りがアベルの全身を包み込む。するとみるみるうちにアベルの表情は血の気を帯び、これもまた当然のことながら手首から先もしっかりとくっついた。
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			「ん、終わったぞ」

			「終わったって……。う、うそ……っ!?」

			　メルがアベルの腕を見て絶句する。

			「そんな……手が……くっついてる!?　それに顔色もこんなによく……。いったいどうやって……っ!?」

			（どうやってって……。ただの〈回復／ヒール〉なんだよなぁ……）

			　すると騒ぎを聞きつけたリューが、こちらへ駆け寄ってきた。

			「める、どうしたの……っ!?　あべる、手、くっついてる!?　……よかったぁ」

			　今にも壊れてしまいそうな表情から一転、今度は嬉しそうに大粒の涙を流し始めた。

			　めでたし、めでたし――としたいところだが、先輩冒険者としてさすがに一言言ってやらなければならない。

			「これはお節介かもしれないが、駆け出しのパーティとお見受けする。今すぐにでも回復役の司教(ビシヨツプ)職をパーティに加えた方がいい。それでは命がいくらあっても足りないぞ？」

			「～～くっ！」

			　明らかに本職のそれではない、治癒魔法と称することさえ憚られる微弱な〈回復／ヒール〉を使っていたメルが、鋭い目付きで俺を睨んできた。

			（うーん、この世界のことを何も知らないくせに、少しお節介が過ぎたか？　もしかすると司教(ビシヨツプ)などに代表される回復系の職業は、レアな職業という可能性もある）

			　パーティの職業バランスの悪さ・前衛職であるアベルの貧弱さから、彼らが駆け出しの冒険者であることにもはや疑いの余地はない。それに先ほど、リューが助けを求めたときの人々の冷たい態度。

			（これはもしや、必死に司教(ビシヨツプ)をメンバーに加えようとしたが、誰にも相手にされなかった、という線も十分に考えられるのではないか？）

			　もしそうであったならば、大変に失礼なことを言ってしまったことになる。

			「失礼なことを言ってしまったようだ。すまない」

			　謝罪の意味も込めて、道具一覧(アイテムウインドウ)から三枚の【Ｅ：回復の水】を取り出す。俺にとってはそこまで価値のないカードだが、回復手段の無い彼らにとっては非常に有用だろう。

			「すまなかったな。これは回復用のアイテムだ。司教がいない間は、つらいと思うが、頑張れよ」

			　正真正銘、純度１００％の善意による行動だ。

			　それを受けたメルは――いったいどうしたというのか、眼尻に涙を浮かべ、拳を強く握り締めていた。

			「そこまで……そこまで私を侮辱して何が楽しいのよっ！」

			　甲高い声でそう言い放ったメルは、俺の手にある三枚のカード――回復の水を振り払い、人混みを掻き分けて走り去った。

			（うーん、ずいぶんと嫌われてしまったものだな……）

			　とりあえず、せっかく出した回復の水を再び道具一覧(アイテムウインドウ)にしまうのもなんだか決まりが悪い。これはリューにプレゼントでもするとしよう。

			　地に落ちたカードを拾い上げ、付着した砂(すな)埃(ぼこり)を手で軽く払う。

			（さっきの取引は、あまりに俺の方が有利過ぎたことだし、これで少しの穴埋めぐらいにはなるだろう）

			「リュー、聞いていたと思うが、これは回復用のアイテムだ。回復の水と言って、腕が千切れるぐらいの軽症ならすぐに治る。お守りとして持っておくといい」

			「ありがと」

			　よかったよかった。メルと違い、リューは素直に受け取ってくれた。

			「それにしてもどうしてメルは、急に怒り出したんだ？　何か変なことを言ってしまったか？」

			　俺はこの世界の作法・文化・常識・礼儀・挨拶に至るまで、何も知らない。もしかすると気がつかないだけで、彼女に失礼なことを言ってしまっていたのかもしれない。

			　するとリューは躊躇(ためら)いがちに口を開いた。

			「……多分、プライドを傷つけられたんだと思う」

			「プライド？　どういうことだ？」

			　頭を捻って記憶を掘り起こしてみるも、メルのプライドを刺激するようなことを言った覚えはない。

			「あのね。めるは、この街でも有名な司教(ビシヨツプ)。小さい頃から、ずっと努力してた」

			「……え？」

			　俺は自身の耳を疑った。

			「すまない、もう一度言ってくれないか？」

			「あのね。めるは、この街でも有名な司教(ビシヨツプ)。小さい頃から、ずっと努力してた」

			　リューは親切にも一言一句全く違わずに復唱してくれた。どうやら俺の聞き間違いという線はないらしい。

			「え……司教(ビシヨツプ)……？　え……あの〈回復／ヒール〉でか……？」

			「めるは、司教(ビシヨツプ)としてとても優秀。〈回復／ヒール〉の腕も一級品」

			「そ、そんな馬鹿な!?　腕も生やせない〈回復／ヒール〉なんて聞いたこともないぞ!?」

			　俺の当然といえば当然の主張に対し、彼女は無慈悲にも首を横に振った。

			「腕の生える〈回復／ヒール〉なんて、聞いたこともない。あなたのそれは〈回復／ヒール〉じゃない、もはや別の何か」

			　俺の脳内にメルと話した先ほどまでの会話が蘇る。

			【すまなかったな。これは回復用のアイテムだ。司教がいない間は、つらいと思うが、頑張れよ】

			【これは回復用のアイテムだ。司教がいない間は、つらいと思うが、頑張れよ】

			【司教がいない間は、つらいと思うが、頑張れよ】

			【司教がいない間は】

			「……なんてこった」

			　俺は自分のした残虐非道な行いに耐え切れず、地に膝をつけてしまった。

			　つまり、俺は司教(ビシヨツプ)職の前で「司教(ビシヨツプ)職がいない間は大変だねー（ニヤニヤ）」と煽(あお)りに煽りまくっていたというわけだ。

			（いったいどこのド畜生だ……）

			　これではヴァルナの友人たちと同じではないか……。

			　

			　

			【Ｂ－41：解呪の指輪】一度だけどのような呪いでさえも無効化することができる古の指輪。使用後は自(じ)壊(かい)する。

			【Ｄ－98：古の剣】遥か昔に滅亡したとある王家の紋章が刻まれた剣。考古学的に価値ある一品。

			【Ｅ：回復の水】飲めば傷が回復する不思議な水。様々な場所で湧き出るため、安価で取引されている。

		

	
		
			７　冒険者ギルドと職業

			　

			　突如頭を抱え出した俺を心配したのか、リューが優しく声をかけてくれた。

			「どうしたの？　大丈夫？」

			（人として全く大丈夫じゃない。これではアベルの言う通り、真実外道だ……）

			「……悪気はなかった。……本当に……ただ知らなかっただけなんだ」

			　懺(ざん)悔(げ)のような、醜い言い訳のようなものをつい口からこぼしてしまう。

			「何を？」

			「……いや、何でもない」

			　こんなところでリューに言い訳を並べても何もならない。

			（また今度会ったときにでも謝るか……）

			　それまでに何としてもこの世界の常識を知ることが急がれる。このままでは、謝りに行ったのにまた無意識の内に煽りたおしてしまうかもしれない。

			「はぁ……」

			　俺が頭を抱えていると、リューは気を失ったままのアベルの隣で魔法を唱えた。

			「〈浮遊／フローティング〉」

			　魔法によりアベルの身体を宙に浮かせた彼女は、こちらを振り返りその小さい手を振った。

			「それじゃ。わたし、めるを探してくる」

			「……あぁ、すまないな」

			　そういうとリューは、〈浮遊／フローティング〉で浮かせたアベルを連れて、雑踏の中へと消えていった。

			　

			■

			　

			　リューと別れた数分後、ソフィが早足に帰ってきた。

			「お待たせしました」

			　血に濡れてギトギトになった髪も今は昔。出会ったときのように、美しい黒髪に戻っていた。

			　シャワーを浴びて気分もリフレッシュしたのか、既に養殖による精神的ダメージからは立ち直ったように見える。

			「って、どうしたんですか？　少し元気がないみたいですが……」

			「……大丈夫だ、問題ない」

			「そ、そうでしょうか？　私の気のせいなら、いいんですけど」

			　心配そうに俺の顔を覗き込んでくるソフィ。

			「なぁ、ソフィ。俺は……外道なのか……？」

			「げ、外道!?　そんなことはないですよ！　ドラさんは、私なんかを気にかけてくれるとっても優しい人です！　……多分、人の道からは外れてますけど」

			　フォローをしているようで絶妙にフォローになっていない。外道ではないが、人の道から外れてるとは、どういうことだ？　もはや『俺』とは何なのか？　まるで思春期の少年のように自我(アイデンテイテイ)の確立に苦悩していると、ソフィが強引に話題を変えてくれた。

			「え、えーっと……そうだ、ドラさん！　冒険者ギルドで何をする予定なんでしたっけ？」

			　せっかくの好意を無駄にするわけにはいかない。俺は自分の頬をパシンと叩き、気合を入れ直す。

			「あぁ、情報収集と金稼ぎが目的だ」

			　そういえば、この世界の通貨単位はいったい何だろうか？　ヴァルナと違うことはわかるのだが。

			「その前にソフィ、この世界のお金について教えてくれないか？」

			「お金ですか？　えーっとですね……、あっ！　ちょっと待ってくださいね」

			　ソフィはそういうとゴソゴソと懐を探り、ガマ口の財布を取り出した。

			「可愛らしい財布じゃないか」

			「えへへ、私が小さい頃にお母さんが編んでくれたんですよ。……でもよかったぁ、モンスターの血で汚れなくて」

			　愛おしそうにガマ口を撫でるソフィ。思い出の品というやつであろう。蒐集家(コレクター)である俺にもそういう気持ちは痛いほどにわかる。

			「少し貸してもらってもいいか？」

			「えっと、構いませんけど。どうするんですか？」

			「ん、少しな――〈保存／プリザベイション〉」

			　俺の手から発生した淡い光がガマ口に吸い込まれていく。

			「これでよしっと」

			「ドラさん、今のは？」

			「〈保存／プリザベイション〉の魔法だ。これでこの財布は、俺の魔法が解けない限り、この綺麗な状態が維持されるぞ」

			「本当ですか!?　ありがとうございます！」

			　ソフィが嬉しそうにガマ財布に頬(ほお)擦(ず)りする。この程度のことで、こんなに喜ばれてしまっては、少しこそばゆい。

			「ふふ、これで心置きなくモンスターを殺せるな」

			「……あ、はい。……頑張ります」

			　養殖時(あのとき)の記憶がフラッシュバックしたのか、ソフィの目に暗い影が宿る。……『血と死』に慣れるまでにはまだ少し時間がかかりそうだ。

			　少し話が脇道にそれてしまったため、軌道修正をはかる。

			「それでだな。この世界のお金について説明してくれないか？」

			「あっ、はい、そうでしたね」

			　正気を取り戻したソフィは、いそいそとガマ口を開き、中から硬貨と紙幣を取り出した。

			「この世界には一ギル・十ギル・百ギル・五百ギルの硬貨と千ギル・五千ギル・一万ギルの紙幣があります」

			　硬貨や紙幣を一つ一つ見せながら、ソフィは説明してくれた。

			「五千ギル紙幣と一万ギル紙幣は、ちょっと手持ちにはないですね……すみません」

			「いや、助かった。ありがとう」

			　お金についての知識のインプットは完了した。――いざ、冒険者ギルドへ。

			「それじゃ、冒険者になって日銭を稼ぐとしようか」

			「はい、私もご一緒しますね！」

			　俺はソフィと共に、冒険者ギルドの扉をくぐった。

			　

			■

			　

			　冒険者ギルドの中は外観通りに広く、酒場も併(へい)設(せつ)されていた。さっきの大通り同様にここでも真っ昼間から、酒を飲んでいるものの姿が散見される。しかもこの酒場は、冒険者専用というわけではなく、一般にも開放されているようだった。明らかに冒険者とは思えない層の人々も飲んだくれている。

			「ここがこの世界の冒険者ギルドか……綺麗だな」

			　率直な感想がポロリと漏れ出た。

			「そ、そうでしょうか？　あ、あれとか……」

			　ソフィがちょいちょいと床に無造作に脱ぎ捨てられた衣類を指し示す。元は白いシャツだったのだろうが、泥にまみれているのか生地のほとんどが黒ずんでいた。おそらく冒険者が脱ぎ捨てたものだろう。

			「あまり衛生的とは……。ほら、あっちにも――」

			　彼女が指さした先には、蜘蛛の巣が張っていた。その中心には握りこぶし程度の小さな蜘蛛がおり、巣に引っかかった獲物を美味しそうに食べている。

			「そうか、これで汚いのか……」

			　この世界の住人の美意識の高さに驚愕する。冒険者ギルドとはその名の通り、荒くれ者である冒険者たちの憩(いこ)いの場。そんなところにまで、清潔さを求めるとは恐るべし、異世界人。

			（どれどれ……）

			　俺は近くにあったテーブルに指をサッと走らせてみた。

			（……血が付かない。全く、ヴァルナでは考えられないな）

			　埃(ほこり)のみが指に不着する程度の可愛らしい汚れ具合だ。

			　あそこの冒険者ギルドは、あちらこちらに腐敗した冒険者の死体が転がっており、テーブルや机、窓に至るまで血で真紅に染まっている。比較的に短気なものが多く、また死んでもすぐに復活(リスポーン)地点で蘇るためにちょっとした小競り合いがすぐさま全力の殺し合いに発展するためだ。

			「さっ、ドラさん。まずは冒険者カードを作りましょう。受付はこっちです」

			　ソフィの案内を受けて、受付の方へと歩いていく。

			　しかし、やはり俺が余(よ)所(そ)者(もの)ということは、冒険者たちに既にばれてしまっているようだ。周囲から注目を受けていることが、わざわざそちらを見るまでもなくわかった。

			『おい、あいつ!?』

			『あぁ？　どうしたよ？』

			『ついさっき、あのアベルの腕をぶった切ったいかれた男だ！』

			『アベルって、あの大貴族セフィーヌ家のとこの長男坊か？』

			『あぁ、そのアベルだ』

			『はっはっは、飲み過ぎだぜ、お前？　セフィーヌ家は代々優秀な騎士を輩出する名家で、アベルは歴代でも屈指の実力者って評判だ。そんな奴の腕をぶった切るって――ないないないっ！』

			　周囲の様子がおかしいことに、さすがのソフィも気付いたようだ。

			「あの……ドラさん。私たち、何か見られてないですか？」

			「あー……、おそらく俺が異世界人だからだろう。立ち居振る舞いなどで、何となく余所者感のようなものが出てしまうみたいなんだ。だから、そう気にしなくていい。彼らは、ただ少し珍しがっているだけだ」

			「なるほど、確かに私から見てもドラさんは、少し変わっていますからね！」

			　ソフィは何か納得したように、『うんうん』と一人首を縦に振った。

			『あ、あの娘(こ)!?　さっき今にも死にそうな目をして、血塗れで歩いてたのを見たぞ!?』

			『はっ？　死にそうで、血塗れっ!?』

			『噂じゃ、あの男の奴隷って話だ……。ひでぇ扱いを受けてんだろ……可哀想に。まだあんなに若いのにな……』

			『お、おいおい冗談だろ？　奴隷なんて思いっ切りバース憲法違反じゃねぇか!?』

			『他にもこんな話があるぞ――ほら、アベルんとこの司教(ビシヨツプ)の姉ちゃんがいたろ？』

			『あー、いたな！　あの気の強い赤髪の姉ちゃん、それがどうした？』

			『ついさっきのことだ。あの男に、ギルドの前で散々煽られて、泣いてどこかに行っちまったんだよ』

			『とんだド畜生野郎だな……、人の道を踏み外してやがる……っ！』

			『しっ、聞こえるぞ！』

			　俺は背にむず痒(がゆ)い視線を受けながら、全く気にしていないような素振りで、堂々と受付まで歩く。

			　受付には一人の受付嬢が立っていた。肩につくかつかないか程度に切り揃えられた銀色の髪。それにこの冒険者ギルドの制服だろうか？　黒を基調とした少し露出の多い、体の線がはっきりと表れるスーツのようなものを着ていた。

			「ぼ、ぼぼ冒険者ギルドへようこそ。い、いかがいた……いたしましましたか？」

			　その綺麗な営業スマイルからは想像もつかない、噛み噛みの歓迎を受けた。新人さんだろうか？

			「すまない、冒険者カードというものを作りたいんだが」

			「は、はい。それではこちらへどうぞっ！」

			　そういうと受付嬢はカウンターから出て、ギルドの中心部まで歩いて行った。当然、俺とソフィも彼女に付いていく。

			　すると急にソフィが足を止め、俺の服の袖を引っ張った。

			「どうした、ソフィ？」

			　ソフィは、少し躊躇いがちになりながら、一度『コホン』と咳払いをする。

			「す、すみませんドラさん。……その、ちょっとお花を摘みに行ってきますね」

			「ん、あぁ、わかった」

			「失礼します」

			　そういうとソフィは、そそくさと冒険者ギルドの角の方へと歩いて行った。あそこにトイレがあるのだろう。しかし、ここでも確信してしまう。やはり俺はヴァルナの友人たちに比べて、圧倒的に常識人だ。

			　これがルシファーだったら、間違いなくこうなるだろう。

			【す、すみませんルシファーさん。……その、ちょっとお花を摘みに行ってきますね】

			【え、何々、ソフィちゃんおしっこ？　ちょっと待って、俺も一緒に行く！】

			（ふっ……、控えめに言って最低だ）

			　この世界に転移したのが奴(ルシフアー)じゃなくて、本当によかった。そんな益体のないことを考えていると、受付嬢が困った顔をしていた。

			「す、すみません、こちらへ来ていただいても……よろしいでしょうか？」

			「っと、すまない。少し考え事をしてしまっていた」

			　俺は思考を打ち切り、少し早足で受付嬢の立つ場所へと向かった。

			「こちらが冒険者カード発行用の魔道具となります」

			「ほぅ……これはおもしろいな」

			　そこには粗末な台座の上に、チェス盤のような正方形の一枚の板が載っていた。この板が彼女の言う魔道具なのであろう。板は規則的な白黒模様をしており、少し強めに叩けば真っ二つに折れそうな程度の薄さである。

			「この上に手を乗せていただくと、この魔道具が自動で冒険者様の情報を読み取って、冒険者カードが生成されます。他にもですね――」

			　……まずい、頭に入らない。彼女の説明を聞いていないわけではないが、俺の脳内は冒険者カード(それ)とは別の方角(ベクトル)を向いてしまう。

			（何だこれは、超欲しい……）

			　自動で対象の情報を読み取るということは、鑑定(アプレーザル)系統の魔法が内蔵されたアイテム……という線が濃厚だ。

			　しかし、不思議だ。先ほどから〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉を発動しているのだが、この板に全く反応していない。いや、正確にはこの板をアイテムとして認識していない。

			（ということは……アレか）

			「はぁ……」

			　思わずため息がこぼれ出る。

			　ヴァルナも含め、『世界』にはこういう『異物』が稀に存在する。異物とは、その世界の法則のような、謎の強制力によって保護されたアイテムだ。

			　今までにもいくつかあったし、何度も回収しようとしたが……不可能だった。不思議なことに道具一覧(アイテムウインドウ)に放り入れようとしても、すり抜けてしまう。

			（くそったれが……）

			　嫌なことを思い出した。以前、どうしても欲しい珍妙な『異物』を発見したことがあったのだ。頭を悩ませた俺は、そこで一つの画期的なアイディアを思いついた。「そうだ。異物が世界に保護されているなら、世界を司(つかさど)る神を殺せばいいじゃないか」と。

			　思い立ったが吉日。その夜、その世界の神を抹殺した後に、異物の回収を試みたが、駄目だった。おそらく異物(これ)を創造したのは、神よりももっと巨大な何か。言ってみれば、世界そのものであろう。

			（しかし……世界そのものか……）

			「……いつか絶対に殺してやる」

			「ひっ!?　す、すみませんすみませんっ！　何か気に障ったのでしたら、謝ります！　ですから、命は――命だけは何(なに)卒(とぞ)……っ！」

			　顔を上げると受付嬢が床にめり込んでいく勢いで、土下座を敢(かん)行(こう)していた。

			「えー……」

			　考えていたことを無意識に口にした俺も悪いが、その反応はあんまりにもあんまりじゃないだろうか？

			『おい、あのいかれ野郎、ついに受付嬢のメアちゃんにも手を出しやがったぞ!?』

			『噂通りのいかれ具合だぜ……』

			『許せねぇ……、せいぜい夜道に気を付けるこったな！』

			『それ、もうちょい大声で言えよ……』

			　冒険者たちからひそひそと密談の声が聞こえる。これはまずい。あらぬ誤解を受けている。とりあえず、すぐにでもこの土下座をやめさせなければ。

			「待て待て、殺したり(そんなこと)はしないから、立ってく――」

			　俺が誤解を解こうと、一歩踏み出したその時。

			「――ど、ドラさん!?　いったいどうしたんですか、この状況は!?」

			　お花摘みから帰還したソフィが現れた。

			　嗚呼……ソフィよ、なんてタイミングが悪い子なんだ。

			「誤解だ、ソフィ。これはちょっとした行き違いがあっただけだ」

			「あっ、なんだ、そうだったんですね！　もう、びっくりしちゃいましたよ」

			（……ちょっろ）

			　まだ会って間もない俺のことを信じ過ぎではないだろうか……。いや実際、無駄に騒がれずに助かった。助かったんだが……。あまりにちょろすぎる。正直、この将来(さき)が心配でたまらない。この話はまた今度ソフィと、じっくりした方がよさそうだ。

			「ともかく、土下座なんてしてないで立ってくれ。余計な誤解を生んでしまう」

			　いまだに頭を床に擦り付けている受付嬢の肩を揺する。しかし、彼女はなかなか顔を上げてはくれず、搾り出すような声で問いかけてきた。

			「……ほ、本当でしょうか？」

			「何がだ？」

			「ほ、本当に……私は殺されないのですか？」

			「殺さない殺さない。だからほら、もう早く立ってくれ」

			　この受付嬢の目には俺の姿がどう映っているのだろうか。ヴァルナの友人にも人相が悪いと言われたことはないんだが……。

			「そ、そうですか。それは大変失礼いたしました」

			　そういうと受付嬢は膝をパンパンと払い、ようやく立ち上がってくれた。

			「え、えっと……それでは説明の続き……ということでよろしいでしょうか？」

			「あぁ、頼む」

			　受付嬢はコホンと一つ咳払いをし、説明を再開する。

			「えっと、どこまで話しましたかね……。あっそうでした。こちらが冒険者カードのサンプルになります」

			　受付嬢から手渡されたカードを見る。

			　それは先ほどソフィに見せてもらったものと全く同じ様式だった。掌サイズの長方形のプラスチック製のカードであり、左上には氏名や顔などの個人情報。右側にステータスを表示する六項目からなるレーダーチャートがあった。

			　六項目はそれぞれ上から時計回りに『体力』『筋力』『敏捷性』『耐久』『知力』『魔力』と並んでおり、その中にある赤く塗りつぶされた部分がステータスを示している。

			「冒険者カードについての説明は、先ほどお話しさせていただいた通りです。何かご質問はありませんか？」

			　先ほどお話しいただいた内容は、申し訳ないが別のことを考えていて全く聞いていない。しかし、「聞いてなかったから、最初からもう一度」なんて失礼なことを言える訳がない。

			（まぁ、大丈夫だろう。何かあればソフィに聞けばいい）

			　そう考えた俺は首を縦に振る。

			「大丈夫だ、問題ない」

			「そうですか、それはよかったです……本当に。それではそろそろ、冒険者カードの発行に移りましょうか」

			　

			■

			　

			「はい、それではこちらの板の上に手を置いてください」

			　受付嬢の言う通り、チェス盤のような板に自分の右手を乗せた。

			　その瞬間、右手を包み込むように、チェス盤から魔法陣が浮かび上がった。

			　魔法陣は刻一刻とその紋様を変化させ、そして数秒もしない内に消滅する。

			「お疲れ様です。冒険者カードの発行が完了いたしました。右手を上げてみてください」

			　俺がチェス盤から手を放すと、なんとそこには一枚のプラスチック製のカード――冒険者カードがあった。

			「ほぅ、おもしろいものだな――どれ」

			　俺はチェス盤上にある自分の冒険者カードを手に取り――首を傾げた。

			「……真っ赤なんだが？」

			　俺の冒険者カードは何故か一面が真紅に染まっていた。右側にあるステータス欄なんて、赤く潰れてしまって完全に読めない。左側にある顔写真も顔全体が血塗れになっているようにしか見えない。

			「あ、あれ!?　そんなはずは……ほ、本当だ」

			　受付嬢は不思議そうに、俺の冒険者カードを様々な角度から食い入るように凝視する。

			「お、おかしいな……。今までこんなこと……。あっ！　た、大変申し訳ありません。今すぐ再発行しますので、もう一度魔道具の上に手を置いていただいてもよろしいでしょうか？」

			「了解した」

			　誰だって完璧じゃないし、魔道具とて正常に動作しないこともある。

			　俺は再びチェス盤のような板の上に手を置く。すると先ほどと同様に魔法陣が俺の手を包み込み、その数秒後に消滅した。

			「はい、これで再発行は完了です。……いかがでしょうか？」

			　俺は板から手を放し、自身の冒険者カードを確認する。

			「……やはり赤いな」

			　先ほどと全く同じく、赤一面の冒険者カードだ。

			（これはもしかすると俺が異世界人だからか……？）

			　可能性としては、十分にあり得る。過去の例から見ても、『異物』は主にその『世界』においてのみ正常な効力を発揮する。この異物も前例に漏れず、そういうものなのだろう。

			「えと、あ、あの、その……これはどうすれば……」

			　こういう事態はマニュアルに載っていなかったのか、突然の異常(イレギユラー)に一人パニック状態に陥る受付嬢。

			（個人的にはこの冒険者カードでも全然問題ないんだがな……色みもいい感じだ）

			　血の色は、ヴァルナにおいてぶっちぎりの人気Ｎｏ．１カラーである。ぼーっと眺めているだけで落ち着く、他の追随を許さぬリラックス効果。その他、食欲増進に殺意の増加などそのメリットを上げ出すとキリがない。

			「この冒険者カードでは、何か手続きなどで差し障りはあるか？」

			「い、いえ。顔と氏名のところはギリギリ読める程度の赤さなので、身分証明書としては使用可能です。私共としましては、今のままでも大丈夫なのですが……」

			　俺は首を縦に振り、続きを促す。

			「冒険者の方にとって、ステータスもレベルもわからないこの冒険者カードは、はっきり言って使い物になりません」

			「ほう、それはどうしてだ？」

			「冒険者ギルドで受けられる依頼(クエスト)には、依頼(クエスト)内容と共に推奨レベル・ステータスが表示されています。これは過去の冒険者様の実績に基づいて作成された指標ですので、多くの冒険者の方がその依頼(クエスト)を受託するかどうかの参考としています」

			「……なるほど、ステータスやレベルがわからない冒険者カード(これ)では、その指標とやらを使えないということか」

			「はい、その通りです」

			　受付嬢はコクリと頷く。

			「そんなことなら、問題ない。この冒険者カードを使わせてもらおう」

			「……えっ!?　そ、それはおやめになった方が……」

			「ちょ、ドラさん!?　本当に今の話、聞いていましたかっ!?　ステータスもレベルもわからない冒険者カードを持つような冒険者なんて私、聞いたこともありませんよ!?」

			　受付嬢は控えめに、ソフィは激しく反対してきた。しかし、俺の答えは変わらない。

			「これでいい。いや、これがいい」

			　推奨レベル？　推奨ステータス？　そんなものを頼りに冒険をする者など、冒険者とは呼ばない――いや、呼んでいいはずがない。

			　ヴァルナの格言にこういうものがある――『冒険者は冒険をしなければならない』。

			　これは『罠があれば飛び込み、あからさまな宝には飛び付き、未知のモンスターには正面突破』という冒険者の基本的な心構えを端的に示した格言だ。

			　俺はこの格言が大好きだ。自身の座右の銘でもある。

			「ほ、本当にそれでよろしいのでしょうか？」

			　受付嬢が恐る恐る再確認をしてくる。

			「あぁ」

			「そ、そうですか……かしこまりました。それでは続きまして、職業選択を行っていただきます」

			　その後、受付嬢は『職業』というものを簡単に説明し始めた。

			「まず冒険者の方は、それぞれ一つの職業に就くことになります。職業には初級職と上級職があり、基本的には皆初級職からスタートします」

			「ふむ」

			　俺は一つ頷き、続きを促す。

			「そして選択した職業により、レベルアップ時のステータスの上昇に補正がかかります。例えば戦士(フアイター)の方は、『体力』と『筋力』が上昇しやすいですが、その反面『知力』と『魔力』の伸びは芳しくありません。その他、魔法使い(ウイザード)の方は『知力』と『魔力』が上昇しやすいですが、『体力』と『筋力』はあまり成長しません」

			　なるほど、基本的には全てヴァルナの職業と同じだな……。そう思っていたところに、受付嬢がとんでもない爆弾を投下した。

			「そして職業とは、誰もが自由に選べるわけではありません」

			「……はっ!?」

			　俺は自身の耳を疑った。

			（職業が自由に選べない……だと!?　いや、待て待て待て。そんな馬鹿な話があるか。きっと俺の聞き間違いだろう）

			　突如、間抜けな大声を出した俺に、ソフィが心配そうな声をかけてくれる。

			「ど、どうしたんですか、ドラさん!?」

			　続けて、何を勘違いしたのか受付嬢が再び深々と頭を下げた。

			「え……あの、す、すみません！　私、何かしてしまいましたか!?」

			「いや、こちらこそ、急に変な声をあげて悪かった。『職業が自由に選べない』と聞こえたものだから、ついな」

			　俺の発言を受けた、受付嬢は何故か気まずそうに目を向けた。

			「えっと……その通りなんですが……」

			「……え？」

			「その……職業は自由に選ぶことができないんです。各人の天性の素質――『職業適性』を冒険者カードを発行したあの魔道具が分析し、『適性あり』とされた職業にしか就くことはできません」

			「そんな……馬鹿な……」

			　にわかに信じられない。それでは魔法使い(ウイザード)を希望していた人が、魔法使い(ウイザード)の『職業適性』を持っていなかった場合、どうすればいいんだ？　自分の希望する職を曲げて、戦士(フアイター)や格闘家(モンク)などの別の職業に就けとでも言うのか？　なんと残酷な……。

			　ヴァルナでは職業選択は、完全に個々人の自由だ。自分のなりたい職業を選び、やりたいことをする。

			（なんとつらく、なんと生きにくい世界なんだ……。いっそのことみんな、ヴァルナに移住すればいいのに……）

			　ヴァルナと比べて、あまりに不自由な異世界の住人に同情の念を抱きつつ、受付嬢に先を促す。

			「……了解した。続けてくれ」

			「は、はぁ……。それでは最後に『転職』についてご説明しますね。転職――ある職業から別の職業へ移ることは、基本的には不可能なものとお考えください」

			（え……この世界の住人は何だ？　縛りプレイでもしながら、生きているのか？）

			　いや、実際ヴァルナにも『水分は一切取らず、雨のみで生きる（貯水禁止）』『会話を全て五・七・五で成立させる（字余り字足らず禁止）』など、地味かつ過酷な制限を課して生きている変人は少なくない。

			　しかし、それは彼らが好んでやっていること――言ってみれば趣味の一種。ただの変態だ。『職業の自由選択不可』『転職不可』など、ヴァルナ全体に課された縛り(ルール)は皆無といっていい。

			「それで『基本的』にというのは？」

			「はい、例えば戦士(フアイター)から司教(ビシヨツプ)へ、司教(ビシヨツプ)から魔法使い(ウイザード)へなど全く別種の職業への転職は一切できません。しかし、騎士(ナイト)から聖騎士(パラデイン)へ、魔法使い(ウイザード)から大魔法使い(アークウイザード)へといった初級職から、上級職への転職のみが例外的に可能となっております」

			「なるほど……つまり、最初に選ぶ職業によって将来が確定するということか」

			「はい、その通りです。『職業』についてのご説明は以上となります。何かご質問などはございますか？」

			　俺は首を横に振る。もはや何も言うことはあるまい。

			「それでは早速『職業適性』の判定に移りましょう。先ほどと同じように、こちらの魔道具の上に手を置いてください」

			　俺は再びチェス盤のような正方形の板の上に右手を乗せる。すると今度は俺の全身を包むように大きな魔法陣が発生した。

			「現在この魔道具が職業適性を解析中ですので、そのままの状態でもう少々お待ちください」

			　その後一分程度経った後に魔法陣が消え、その代わりにチェス盤のような板の上に、長方形の立体映像が浮かび上がった。

			　そこには箇条書きでいくつもの職業名が羅列されていた。これらが『適性あり』と判断された俺の就ける職業なのだろう。

			（さて、あの職業(アレ)を探さなければ……）

			　俺がまじまじと職業名を見ていると――同様に立体映像を眺めていた受付嬢が突如大声をあげた。

			「し、信じられません！　こんなこと、前例がありませんよ！」

			　いったい突然どうしたというのだろうか。

			「『前例がない』とは、どういうことだ？」

			「あっ、はい。あなた様は、信じられないことに初級職も上級職も含めて、全ての職業に適性があります！　ですから、戦士(フアイター)や魔法使い(ウイザード)からではなく、いきなり、大戦士(グレイトフアイター)や大魔法使い(アークウイザード)から始めることだってできるんです！」

			　ふむ、『全ての職業』に適性があるとはありがたいことだ。これならば、この世界にもあの職業(アレ)が存在しさえすれば、就くことができる。

			「す、すごいですね……流石はドラさんです！」

			　ソフィが尊敬の眼差しを送ってくる。大勢の人がいる前でそれほど褒められると、少し恥ずかしいので正直やめてほしい。

			「ありがとう。それじゃ今から、選ぶから少しだけ時間をくれ」

			　ソフィにそう告げ、再び立体映像に視線を移す。

			「ドラさん、これは今すぐ決めなくてはいけない訳ではないので、また後日でも大丈夫ですよ？　普通はだいたい二、三個の職業の中から選ぶのですが、これだけ候補があるなら、数日かけてじっくり考えた方がきっといいですよ」

			「いや、その心配には及ばない」

			「え……？」

			　既に心に決めた職業が存在する。俺が就く職業などこれ以外考えられない。ヴァルナにいたころから、ずっとこの職業(みち)一筋なのだから。

			　立体映像に羅列された膨大な数の職業を見落としが無いように、一つ一つ順に見ていく。

			（……あった！　まさか一番下に表示されているとは……無駄にヒヤヒヤさせてくれる。一瞬、この世界にはないのかと不安になってしまったではないか）

			　ほっと胸をなでおろした俺は、立体映像の一番下に記された職業を指差す。

			「よし、俺はこの――『蒐集家(コレクター)』になるぞ」

			　やはり生粋の蒐(しゆう)集(しゆう)家(か)たるもの職業も蒐集家(コレクター)でなくてはな！

			「え？」

			「は？」

			　何故かソフィも受付嬢も未知の物体を見るような、冷ややかな視線をこちらに向けていた。

			「いや、だから蒐集家(コレクター)に――」

			「冒険者様……失礼ですが、正気ですか？」

			「ドラさん！　これだけいろんな職業を選びたい放題なのに、どうして全職業中最弱の蒐集家(コレクター)なんですか!?　もうなんかいろいろ尖り過ぎですよ！　もう少し丸く生きましょうよ!?」

			　まさかの全否定だった。しかもソフィに至っては、軽く俺の人格すら否定している節がある。しかし、一つ聞き捨てならないことがあった。

			「蒐集家(コレクター)が最弱職……？　それはいったいどういうことだ？」

			　蒐集家(コレクター)といえば、ヴァルナでも比較的優良な職業の一つである。大きく偏ることのない平均的なステータス。多くの魔法とスキルを習得可能な柔軟性の高さ。非の打ちどころのない、当たり職業である。

			　受付嬢は一つ咳払いをし、蒐集家(コレクター)が最弱職たる理由の説明を始めた。

			「まず初めに蒐集家(コレクター)は、ステータスに大きな問題を抱えています。戦士(フアイター)や魔法使い(ウイザード)のように、上昇補正がかかるステータスがないどころか、なんと全てのステータスに下降補正がかかってしまいます」

			「ふむ、なるほど」

			　俺は首肯し、続きを促す。

			「さらに蒐集家(コレクター)専用の魔法やスキルなども一切存在しません。――つまり、戦士(フアイター)や魔法使い(ウイザード)のような魅力的な職業を選択可能な状況で、蒐集家(コレクター)を選ぶメリットは一切ありません」

			「……そうか」

			「もう一押し」と思ったのか、受付嬢が続けざまに蒐集家(コレクター)の短所をあげていく。

			「その他にも『競争が激しい』という問題があります」

			「ん、競争？」

			　蒐集家(コレクター)という職業を選ぶことと、『競争』にいったい何の関連性があるんだ？

			「はい。蒐集家(コレクター)は全職業の中で唯一、『職業適性』を必要としない職業――つまり誰でもなれるため、希少性がありません。そのため他のパーティに加入する際に、大勢の蒐集家(コレクター)職の冒険者と競争しなければならず、とても大変なんですよ」

			「なるほど、そういう意味か……」

			「ちなみにほぼ全ての冒険者は、複数人が集まり一つのパーティを構成します。冒険者の間では『単独(ソロ)で活動する命知らずは、友人が全くいないか、能力が低すぎるか、人格に大きな問題を抱えているかのどれかだ』と、言われているそうです」

			「はぅっ!?」

			　なぜか隣でソフィが胸を押さえて、うずくまってしまった。いったいどうしたというのだろうか？

			「どうしたソフィ？　大丈夫か？」

			「い、いえいえ、大丈夫ですよ？　私には故郷にたくさんの友人がいますから、ええ！　全く大丈夫ですよ！」

			「？　そうか、それはよかったな」

			　何故か友人がたくさんいる宣言を受けた。……いったい何の意味が？

			　一旦ソフィの奇行は、よそに置いておき、先ほど受けた説明を反(はん)芻(すう)する。すると変にテンションの上がったソフィが受付嬢の提案を後押ししてきた。

			「ほら、ドラさん。こんなにデメリットばかりの蒐集家(コレクター)はやめて、別の上級職にしましょうよ！」

			　彼女たちに俺を貶めてやろうといった邪な心は一切見受けられない。おそらく、心の底から心配し、忠告してくれているのだろう。しかし――。

			（――見解の相違だな）

			　職業なんてものは、自分の就きたいものに就けばいい。やれメリットだ、やれデメリットだと難しいことを考える必要なんてない。やりたいようにやればいいのだ。

			　それに俺は、他の冒険者とパーティを組む予定もない。ヴァルナにいたころから、誰かとずっと固定でパーティを組んだことはない。仲の良かったエミヤやルシファーなどの『天災』メンバーと一時的にパーティを組むぐらいだ。

			（基本的な考え方がこの世界とヴァルナでは違い過ぎる。説得は難しいだろうな。――ならば）

			　俺は大きく話を転換し、受付嬢へ新たな質問を投げかける。

			「ところで職業を決定するにはどういう手続きを踏めばいいんだ？」

			「……え？　あっ、はい。それは簡単です。こちらの立体映像に表示されている職業を指でタッチしていただくと、自動的に冒険者カードに記載され、職業が決定されます」

			「そうか、ありがとう」

			　お礼と同時に、俺は問答無用で蒐集家(コレクター)と表示された部分を指でタッチした。

			「「[image: gaiji-a.png]っ!?」」

			　俺の突然の行動に、二人は目を丸くし、口をパクパクと魚のように動かしている。

			「も、もったいないっ！」

			「ドラさん、あれだけ言ったじゃないですかっ!?」

			　二人の叱責を華麗にスルーし、俺は自身の冒険者カードを見る。

			　赤くて非常に読みにくいが、その左側にはきちんと『職業：蒐集家(コレクター)』と表示されていた。

			「よし」

			「『よし』、じゃないですよぉ……もう……。本当に蒐集家(それ)でよかったんですか？　もう転職はできないんですよ？」

			「大丈夫だ、問題ない」

			　強く、きっぱりと断言した。

			「うっ……そ、そうですか……。ドラさんが良いというなら、きっとそうなんでしょう……」

			　現地人であるソフィや受付嬢の言うことは、概(おおむ)ね正しい。しかし、俺が蒐集家(コレクター)を選ぶことは、『正しい』とか『正しくない』とかそう言った次元を超えた問題であり、蒐集家(コレクター)でない自分の存在など、考えることができない。

			「冒険者カードの発行手続きは、これで終わりか？」

			　しなければならないことはまだまだ山積みだ。とりあえず、今日中にしておきたいことは二つ。一つは、依頼(クエスト)を成功させて、資金調達。それと今晩泊まる宿の確保だ。冒険者カードの発行が済んだならば、すぐにどの依頼(クエスト)を受けるかの選定作業に入らねばならない。

			「はい。冒険者カードの発行手続きは、これにて全て無事に終了いたしました。最後にこちらをどうぞ」

			　受付嬢はそういうと、懐から一つのペンダントを取り出した。ペンダントトップに長方形の鉄製プレートが付いていることを除けば、どこにでもあるような特徴のないものだ。

			「これは……？」

			「冒険者様のランクを示すペンダントです。ランクは下から『鉄(てつ)級(きゆう)』『銅(どう)級(きゆう)』『銀(ぎん)級(きゆう)』『金(きん)級(きゆう)』『クリスタル級』、そして最上位の『オレイカルコス級』の六段階に分かれています」

			　俺のペンダントについているプレートは、『鉄』。

			（つまり俺は、『鉄級』冒険者ということか）

			「初めは皆さん『鉄級』から始まります。そしてその後の依頼(クエスト)の達成量やその成功した依頼(クエスト)の難易度を考慮し、顕著な実績を示された方に昇級テストが実施されます。それに見事合格された方が一ランクずつ昇給していく仕組みです」

			（……めんどくさ）

			　率直な感想である。

			「そんなに細かくランク分けをする意味はあるのか？」

			「はい、もちろんです。冒険者ギルドでは先の説明の通り、冒険者保護の観点から、推奨レベル・推奨ステータスの他にランクによる依頼(クエスト)受注制限が存在します」

			「『依頼(クエスト)受注制限』……？」

			　おいおい、また新しい制限事項が出てきたぞ……。全くそろそろ勘弁してほしいものだ。

			「はい。各依頼(クエスト)には、それを受注するための『最低ランク』が存在します。例えば、『薬草採取』のような簡単な依頼(クエスト)は『鉄級』冒険者以上から――冒険者ランクの最低は『鉄級』ですので、この場合は全ての冒険者が受注可能です。しかし、『オーク十頭の討伐』のような危険度の高い依頼(クエスト)は、『銀級』冒険者以上から、といった受注制限が存在します」

			（……ふーっ。もうお腹いっぱいだぞ……）

			　やはりこの世界の住人は、頭がおかしい。なぜそんな複雑な制度を決めたがるのか、わけが分からない。冒険者なんてものは、未知の探求第一の特攻野郎でなくてはならない。そんな手厚く保護してどうするというのだ……。

			「了解した。いろいろと説明、感謝する」

			　

			■

			　

			　途中いくつかのトラブルがあったものの、無事に冒険者カードは発行できたし、何となくだが、この世界の『冒険者』というつまらない職業も理解した。とりあえずはよしとしておこう。

			　俺の礼を受けた、受付嬢はホッと安堵の表情を見せた。

			「冒険者様の今後に幸多からんことを」

			　そういうと受付嬢は心底安心したように受付カウンターへと戻って行った。

			（やはり俺の予想通り、彼女は新人だったのだろう）

			　簡単な台詞(セリフ)を噛みに噛みまくったり、突然土下座を始めたり――新人という点を考慮しても中々にクレイジーな奴だった。

			（そういえばさっきから、ソフィがえらく静かだな……）

			　チラリと横目でソフィの方を見ると、彼女は何やら小さな声でブツブツと呟いていた。少し興味を引かれたので、そっと耳を傾けてみる。

			「『鉄(てつ)級(きゆう)』『銅(どう)級(きゆう)』『銀(ぎん)級(きゆう)』『金(きん)級(きゆう)』『クリスタル級』『オレイカルコス級』、ランクは六段階。『依頼(クエスト)受注制限』……」

			（ソフィ……なんて真面目な子なんだ……）

			　ソフィは信じられないことに、先ほどの説明で重要な点を暗(あん)誦(しよう)し、復習していた。しかも、この説明はソフィが冒険者登録をした際にも聞いたはず……。つまりは二周目ということになる。

			（まぁ、真面目で勤勉なことは良いことだよな）

			　しかし、このままソフィを放置するわけにはいかない。この後は依頼(クエスト)を受けて、宿を探さなければならない。それほど時間的に余裕があるわけではないのだ。

			「ソフィ？」

			「――『鉄(てつ)級(きゆう)』『銅(どう)級(きゆう)』『銀(ぎん)級(きゆう)』」

			「おーい、ソフィ？」

			「――わっ!?　あっ、はい！　ど、どうしました、ドラさん!?」

			　その慌てふためく様子がおもしろく、ついクスリと笑ってしまう。

			「いや、冒険者カードの発行も終わったし、そろそろ依頼(クエスト)を受けようと思うんだが」

			「早速ですか？　さすがドラさん、何でも早いですね！　それでは依頼板(クエストボード)を見に行きましょうか！　こっちです、付いてきてください」

			　ソフィの案内を受け、俺は依頼板(クエストボード)へと向かう。

			「ここが依頼板(クエストボード)です」

			「ほぅ……悪くない量だ」

			　冒険者ギルドの建物の右側――その壁一面が依頼板(クエストボード)だった。そこには大量の依頼(クエスト)が張り出されていた。依頼書(クエストカード)には、大きく分けて『依頼主』『依頼(クエスト)の内容』『報酬』の三つが記載されており、今も多くの冒険者が思い思いの依頼書(クエストカード)と睨み合いをしている。

			（ふふっ、胸が高鳴るな……）

			　冒険とはいいものだ。冒険中は当然として、その前――どんな依頼(クエスト)を受けるか選ぶ時もまた、気分が高揚する。

			　俺が吸い込まれるように依頼板(クエストボード)に張り出されている依頼(クエスト)を見ようとしたとき、ハッと気付いた。

			（っと、依頼(クエスト)を見る前にまずは目標金額を知らないとな）

			　俺は隣で依頼(クエスト)をぼんやりと眺めるソフィに問いかけた。

			「なぁ、ソフィ。この世界では、宿で一泊するのにだいたいどれぐらいの資金が必要なんだ？」

			「そうですね……。宿の豪華さにもよるんですが、私が泊まっている平凡な宿――『お魚パラダイス』は一人一泊千ギル。食事がついていない分、少しお安めな価格です」

			「千ギルか……」

			　高いのか安いのかさっぱりわからん。この世界の物価についても早いところ情報を仕入れなくてはならないな。

			（……まぁ、そのあたりの『常識』は、追い追いソフィに聞くとしよう）

			　そんなことよりも、たった今彼女から良い情報を得た。

			「それじゃ、俺もその宿にしようかな」

			「……ふぇ？」

			　俺の発言を受けてか、ソフィが間抜けな声をあげた。

			「ん？」

			　チラリとソフィの方を見ると、頬が赤く染まっており、若干挙動不審な動きをしている。
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			「どうした、ソフィ？」

			「そ、その一緒……ですかっ!?」

			「『悪くない宿』なんだろう？」

			「え、えぇ、その悪くはないんですが……。その……男女が一つの部屋でというのは……」

			　ソフィは『ごにょごにょ』と消え入りそうな声で話すため、最後の方が少し聞き取れなかった。

			「嫌か？　それなら別のところにするが……？」

			　確かに師匠である俺と同じ宿というのは、弟子の立場からすると少し嫌かもしれない。肩の気も休まらないだろう。やや軽率な発言だったかもしれない。

			「い、いえいえ！　そんな全然、嫌とかではなくてですね！　その……もう少しだけ時間をかけてと言いますか……段階を踏んでと言いますか……」

			　ソフィはもじもじと下を向き、何やらブツブツと言っている。ソフィが嫌でないのなら、探す手間もはぶけることだし、その宿にお邪魔するとしよう。しかし、それも――。

			「まぁ、空室があればの話だけどな」

			「『空室があれば』……？」

			　ソフィはキョトンとして、小首を傾げた。

			「そりゃ、空いている部屋もないのに泊まることはできないだろう？」

			「……あっ、そういう意味だったんですね……あはは。……はぁ」

			　相変わらずテンションの上がり下がりが激しい子だ。疲れないのだろうか？

			「それじゃ、ソフィ。報酬額千ギル以上の依頼(クエスト)を探してくれないか？」

			「はい、わかりました」

			　俺はソフィと共に依頼板(クエストボード)に張り出されている依頼(クエスト)をじっくりと眺めていく。

			（えーっと、報酬千ギル超え、千ギル超え、千ギル超え……おっ！）

			　俺の目に一枚の依頼(クエスト)が飛び込んできた。

			「なぁソフィ、これなんてどうだろうか？」

			　俺は依頼板(クエストボード)に張られた一枚の依頼書(クエストカード)を指さした。

			「えーっと――『キングトロール一頭の討伐。報酬――百万ギル』!?　……って、ドラさん。これ私たちじゃ受けられないじゃないですか……」

			「ん？　どうしてだ？」

			「ほら、ここをよく見てください」

			　ソフィは依頼書(クエストカード)の右下を指し示す。

			（何々……『金級冒険者以上』……だと!?）

			「ほら、さっき受付嬢の方が説明されていた『依頼(クエスト)受注制限』ですよ」

			「あー……、何かそういうのがあったような、無かったような……」

			「ということでこの依頼(クエスト)は、受けられません。……というより、ドラさん。初っ端から飛ばし過ぎじゃないですか？　報酬額百万ギルって、とんでもない依頼(クエスト)ですよ……」

			「そうか？」

			　パッと見で最高額の報酬であることと『キング』という強そうな響きの名前から、選んだんだが……。この異世界において、記念すべき一つ目の依頼(クエスト)だ。ド派手にモンスターを血(ち)祭(まつ)りにあげたいと思うのが、冒険者の性(さが)というものだろう。

			　その後、依頼板(クエストボード)を眺めること数分。

			「……ないな」

			「……ないですね」

			　これだけの依頼(クエスト)があるにもかかわらず、報酬額千ギルを超える依頼(クエスト)は見つからなかった。いや、実際にはあるにはある。むしろ千ギルを下回る依頼(クエスト)の方が少ないぐらいだ。――しかし、報酬額千ギルを上回る依頼(クエスト)の右下には漏れなく『銅級冒険者以上』『銀級冒険者以上』と書かれていた。

			（『依頼(クエスト)受注制限』……。なんてくだらない制度だ……）

			　思わず、ため息をついてしまう。

			（しかし、冒険者ギルド(そつち)がその気なら、こっちだって別の手段(アプローチ)をとらせてもらおう）

			「なぁ、ソフィ。ここにある依頼主の中で、一番金に執着の強い奴はどいつだ？」

			「お、お金に執着の強い依頼主ですか……？」

			「あぁ、そうだ。誰か知っている人物はいないか？」

			　ソフィは、少し考える素振りをした後にペコリと頭を下げた。

			「すみません、ドラさん。私もこのバースに来て、それほど日が経っているわけではないので、あんまり詳しくないんですよ。……ですが、この『グリード商会』は、お金にちょっと貪欲だって、耳にしたことがあります」

			（ほぅ、グリード商会か……どれどれ）

			　俺はソフィが指さした依頼書(クエストカード)を読み込む。

			「『一本角オーク三十頭の討伐、及びその角三十本の回収。報酬額五万ギル』か……悪くないな」

			「でもドラさん、この依頼(クエスト)は『銀級冒険者以上』しか受けられませんよ？」

			「ふむ、まぁそこは気にするな。ちゃんと策はある」

			「策、ですか……？」

			　俺はコクリと頷き、それ以上は説明することはしなかった。これからすることは、この超生(き)真(ま)面(じ)目(め)優等生のソフィに止められるという確信があったからだ。

			「あぁ、俺の考えた策についてはひとまず置いておくとして――この『一本角オーク』というモンスターは、どのあたりに出現するんだ？」

			　ソフィは記憶をたどるように、額に指をあて考え込む。

			「えっとですね……確か……生息地はここバースから南へ少し行った先にある森だったはずです。でも、それがどうかしましたか？」

			（この街の近くか……好都合だな。よし、この依頼(クエスト)に決めたぞ）

			「いや、なんでもない。そうだ、ソフィ。そろそろもう一度修業をやろう」

			「[image: gaiji-e.png]……」

			　その一言により、ソフィはまるで彫(ちよう)像(ぞう)のように固まってしまった。

			「おーい、ソフィ？　おーい？」

			　俺の呼びかけにワンテンポ遅れて、ソフィが応答した。

			「修業って……もしかして養殖(あれ)ですか……？」

			「安心しろ、もしかしなくても養(よう)殖(しよく)だ」

			「あ、あぁ……」

			　するとソフィの表情は、みるみるうちに泣きだしそうになってしまった。

			　しかし、彼女には一刻も早く『血と死』に慣れてもらわないと困る。たかが五十一匹のモンスターを殺した程度で動揺されていては、進むものも進まない。

			（仕方がない。ここは師匠として、少し発(はつ)破(ぱ)をかけてやるかな）

			「おいおい、どうしたソフィ。『根性だけなら誰にも負けない』んじゃなかったのか？　それともあれは嘘か？」

			「う……そ、それはその……」

			　過去に自分が切った啖(たん)呵(か)を持ち出されたため反論できず、ソフィは下を向いてしまった。俺は、『鞭』で打たれ、揺らぐ彼女に対して甘い『飴(あめ)』を与えてあげる。

			「大丈夫だソフィ、俺が横についてしっかりとサポートしてやる。ソフィならきっとできるさ！　それにこの修業に耐え切れば、間違いなくとても強くなるぞ！」

			（そう、耐え切ることさえできれば……）

			『鞭』の後の『飴』がさぞかし甘美だったのであろうか。ソフィは何度か頷き、こちらへ真っ直ぐな視線を向けた。

			「……そうですね！　ごめんなさい、ドラさん。少し弱音を吐いてしまいました。……私、頑張ります！」

			「そうだ、その意気だぞ！」

			「はい！」

			　

			■

			　

			　その後、冒険者ギルドを後にした俺とソフィは、バースの南方にある森へと続く道を歩いていた。温かく優しいそよ風が頬を撫で、植物特有の新鮮な青々しいにおいが鼻(び)腔(こう)をくすぐる。

			（しかし、この世界の気候は、穏やかで優しい……なんというかこう……『味』があっていい感じだ）

			『ヴァルナ』は広く、地域ごとによって大きく気候が変化する。昼夜を問わず、酸性雨が降り続ける街。数時間おきに隕石が降る草原。大地から雷が登る砂漠。主に刺激的な気候が多く、こういった穏やかなものは、かえって新鮮に感じられた。

			　鼻歌交じりに森へ向かって歩いていると、ソフィが話を振ってきた。

			「ドラさんは、『ヴァルナ』という異世界から来たんですよね？」

			「あぁ、友人の内の誰かに殺されてな、気付いたらここに立っていたんだ」

			　最も怪しいのはルシファー、次点でエミヤである。しかし、一つ確実なのは、犯人は間違いなく俺の友人であるということだ。服に付着した煤(すす)と新品同然になった衣服から、焼(しよう)殺(さつ)されたことに疑いの余地はない。そして俺を死に至らしめるレベルの炎を使える者など、我が友人――『天災』認定を受けたものしか、考えられない。

			「ヴァルナはなんというかな……とにかく賑やかで、いいところだぞ」

			「そ、その『賑やか』という表現は、何故かとても怖いですね……」

			　ソフィは、どういうわけか引き気味にそう答えた。

			「ところでドラさんは、この先どうするおつもりなんですか？　……やっぱりヴァルナに帰っちゃうんでしょうか？」

			「この先か……。いつかはもちろん帰ることになるが、それはこの世界の指定番号(ナンバーズ)カードを全て集め終わってからだな」

			　せっかく異世界に来たのだ。その世界のカード――特に指定番号(ナンバーズ)カードは、なんとしても集めなければならない。それが蒐集家(コレクター)というものだ。

			「指定番号(ナンバーズ)カード……？　何ですか、それは？」

			　ふむ、ソフィが知らないのも無理はない。何せ、この『道具一覧(アイテムウインドウ)』や『カード』という概念がヴァルナ固有のものだからだ。俺は過去何度も異世界転移を経験し、このことを知った。

			「どこから説明すればいいか……。そうだな、まずはこれを見てほしい」

			　俺はわかりやすさを重視するために、あえて『道具一覧(アイテムウインドウ)』と声に出す。すると長方形の立体映像のようなものが眼前に浮かび上がった。

			「うーん、何度見ても不思議です……。その未知の魔法、いったいどういう仕組みなんですか？」

			「道具一覧(これ)か？　これはだな――」

			（……ん？　そういえば、俺はいったいどうやって、この魔法を使っているんだ？）

			　ヴァルナでは、道具一覧(アイテムウインドウ)を使えないものなどいないし、誰も使い方など教えてくれない。なぜなら感覚的にできるからだ。道具一覧(これ)は使えて当然――もはや体の一部のようなものだ。

			「すまない、ソフィ。これはもう感覚としか言いようがないな……」

			「か、感覚ですか……。もしよければ、今度教えてもらってもいいですか？」

			「あぁ、もちろんだ」

			「ありがとうございます！」

			　ソフィは、嬉しそうに良い返事をした。

			（そういえば、以前も確かこんなことがあったな……）

			　すっかり忘れていたが、道具一覧(アイテムウインドウ)の使い方を人に教えるのは初めてではなかった。過去に一度異世界の人々に請われて、教えたことがあった。……習得できたものは一人もいなかったが。

			（まぁ、ソフィが習得者第一号になる可能性もあるしな）

			「おっと、話が脇に逸れてしまったな。えーっと……、そうだ指定番号(ナンバーズ)カードについてだったな。指定番号(ナンバーズ)カードは、文字通り番号の振られたカードのことだ」

			「番号を振られた『カード』……？」

			　そういえば、ソフィはそもそも『カード』が何かさえ知らないんだったな……。

			「えーっと、簡単に言うとだな……。この道具一覧(アイテムウインドウ)に放り込まれた物質は、どんなものでも一枚の『カード』になるんだ。カードは自由に出し入れが可能で、カードに魔力を通すことによって実体化する――こんな感じにな」

			　俺は【Ｄ：知力の草】のカードを取り出し、それに魔力を込める。すると知力の草はすぐさま実体化し、かぐわしい臭いを放ちだした。

			「な、なるほど……。信じられないぐらいに便利な魔法ですね……」

			「まぁ、そうだな。はい、ソフィ」

			　俺はソフィに今しがた取り出した知力の草を手渡す。

			「……え？　今……ですか……？」

			「当然だ。さぁ召し上がれ」

			「う、うぅ……、わかりました……」

			　ソフィは半べそをかきながら、『むしゃむしゃ』と知力の草を食べ始めた。

			「うっぷ……食べ終わりました……」

			「んじゃ、説明続けるぞー」

			「……ふぁい」

			　彼女は若干不服そうな顔を続けるが、努めてスルーする。

			「それでだな。『各(かく)世(せ)界(かい)毎(ごと)』に、希少な物質には予(あらかじ)め番号が振られているんだ。それが指定番号(ナンバーズ)カード。反対にどこにでもあるような、平凡な物質には番号が振られていない。これをフリーカードと呼ぶ」

			「……なるほど。ドラさんは、その希少な指定番号(ナンバーズ)カードを集めているんですね」

			「あぁ、そういうことだ」

			　やはりソフィは頭がいい、教えたことをスポンジのようにどんどん吸収していってくれる。

			「でも、ドラさん。その指定番号(ナンバーズ)カードって言うのは、全部で何枚ぐらいあるんですか？」

			「それは世界によってバラバラだな。それに時間経過によって増えたりもする。……そうだな、ほらここを見てくれ」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)の右端を指さす。

			「――『１００』って書いてますね」

			「その通り。そしてこの画面は、この世界のカードを表示している」

			「……ということは、この世界の指定番号(ナンバーズ)カードは、１００枚あるということですか？」

			「そういうことだ――っと、見えてきたな。あれが『一本角オーク』が生息している森……でいいのか？」

			「はい、そうです。――ドラさん、気を付けてくださいね？　一本角オークは、今朝方に倒した『オーク』の上位種。腕力も耐久も高く、とても手強い……と図鑑に記されていました」

			「了解した。――ときにソフィ、レベルは今いくつになった？　養殖をしてから、まだ見てなかっただろ？」

			「あっ、そうでした。ちょっと待ってくださいね……」

			　ソフィは懐をゴソゴソと漁り、冒険者カードを取り出した。

			「えーっと、レベルは５ですね。……って、ご、『５』!?」

			　ソフィは自身の冒険者カードを見つめたまま、震えている。

			「あ、あわわわわわっ!?　ど、どどどドラさん、どうしましょう!?　いきなり３レベルも上がってますよ!?　す、ステータスもこんなにっ!!」

			「ほぅ、どれどれ――」

			　俺はソフィに冒険者カードを見せてもらった。

			　

			『氏名：マヌー＝ソフィリア』

			『職業：魔法使い(ウイザード)』

			『レベル：２[image: yaji.png]５』

			『体力：９[image: yaji.png]34』

			『筋力：５[image: yaji.png]27』

			『敏捷性：８[image: yaji.png]30』

			『耐久：５[image: yaji.png]24』

			『知力：14[image: yaji.png]40』

			『魔力：17[image: yaji.png]43』

			　

			「おぉ、よかったじゃないかソフィ」

			「はい！　ありがとうございます、ドラさん！」

			　ソフィはまるで誕生日プレゼントをもらった子供のように大はしゃぎしている。今も目を輝かせて、成長した自身の『レベル』と『ステータス』を本当に嬉しそうに見ていた。

			　しかし――。

			（――確かソフィの話によると『適性ステータス』は、レベル×10だったよな）

			「ソフィ、もう一度冒険者カードを見せてもらってもいいか？」

			「えへへ、もちろんです。はい、どうぞ」

			「ありがとう」

			　俺はもう一度上から順に、ソフィのステータスを確認する。

			（……一つも適正ステータスに届いていない。しかもソフィは魔法使い(ウイザード)だ――上昇補正のかかるはずの『知力』『魔力』さえ適正以下とは……。全く……素晴らしいな！）

			　なんと育て甲斐のある弟子だろうか。才能ある弟子を育てることなんて誰にもできるし、何よりおもしろくない。その点ソフィはどうだ。この才能の無さ、伸びしろしかないじゃないか！

			（ふふっ、昔を思い出すな……あのどうしようもなく弱く、いつも死んでばかりいた昔の自分を）

			　ソフィの才能の無さには、つい昔の自分を重ねてしまう。

			（――っと、いかんいかん。早く養殖をしなければ）

			「さぁ、ソフィ。そろそろ始めるか！」

			「はいっ！」

			　俺とソフィは意気揚々と森の中へと入って行った。

		

	
		
			８　血濡れのソフィ

			　

			　その後、無事に『一本角オーク』の養殖を終えた俺とソフィは、現在『はじまりの街バース』の大通りを歩いていた。

			「……ドラさん、……いますか？」

			「あぁ、いるよ」

			「……よかった」

			　短くソフィと会話を交わし、またしばし無言で歩く。

			　後ろをトボトボと歩くソフィの足取りは、どこか覚(おぼ)束(つか)ない。やはり堪(こた)えたのだろう……。

			　しばらく、そのまま歩いていると見慣れた大きな建物が目に入った。

			「っと、ソフィ、冒険者ギルドに着いたぞ。ここから『グリード商会』へは、どう行けばいいんだ？」

			「……このまま道沿いに真っ直ぐ進むと、『アスフィア宮殿』という大きな建物に着きます。……そこを右に曲がって、少し行った先に『グリード商会』という大きな看板が見えるはずです」

			　ソフィは俯きながら、答えてくれた。

			「そうか、わかった。それじゃ歩くぞ、ソフィ？」

			「……はい、お願いします」

			　その後しばし歩くと、また不安に襲われたのか、再びソフィがか細い声で問いかけてきた。

			「……ドラさん、……いますか？」

			「あぁ、いるぞ」

			「……よかった」

			　俺の返答に、少し安心したように安堵の息を吐くソフィ。

			（うーん……。まさかここまで、弱ってしまうとは……）

			　養殖により重度の心的外傷(トラウマ)を負ったソフィは、俺の左腕に掴まって、トボトボと歩いている。頭から足に至るまで既に乾燥してカピカピになった血を纏(まと)い、黒い布で目隠しをしている状況だ。

		

	
		
			[image: p_137.jpg]
		

	
		
			『酷い……。あんな小さい子が血塗れ……その上、目隠しまでされて……』

			『あぁ、もう見てらんねぇよ……。噂じゃ、あの男の奴隷って話だ』

			『おい、あんまりジロジロ見るんじゃねぇ――殺されんぞ!?』

			『あれって、確か昼頃に騒ぎになっていた人じゃないの……？』

			『アベルの腕をぶった切って、手首から先を弄(もてあそ)んでたらしいぞ……あぁ、おぞましい……』

			『ついでにメルちゃんとリューちゃんも、イジメてたみたいよ？　何でもメルちゃんの努力を嘲(あざ)笑(わら)って、リューちゃんの家宝の指輪を奪ったんですって……。可哀想にねぇ……』

			　ヴァルナにおいては、血塗れで目隠しなど珍しくも何でもない――ごくありふれた日常の一コマだ。しかし、この世界ではどうやらそうではないらしい。先ほどから、道行く人が一度は立ち止まり、こちらに視線を向けている。

			『くそ、もう我慢ならねぇ！　俺にはあの娘(こ)と同じぐらいの年の娘がいるんだっ！　あのクソ外道野郎――俺がぶん殴ってやる！』

			『やめとけやめとけ、命を無駄にすんじゃねぇよ』

			『あぁ!?　そんなもんやってみなきゃ、わかんねぇだろうが!?　この腰抜け野郎が！』

			『馬鹿。おらぁ、この目で見たんだよ……。奴とアベルの闘いを。――あのアベルがまるで子ども扱いだ。勝てるわけがねぇ。大人しく女神、アスフィア様の神罰を待つこったな』

			（うーん。やはり、目隠しが目立っているのだろうな、これは）

			　何となくだが、そんな気がする。

			「……なぁ、ソフィ。やっぱり目隠しはやめないか？」

			「いやです！　無理です――もう視線はコリゴリなんです！」

			　即答だった。これほど強く何かを拒否するソフィは、はじめて見る。

			「そうか……。いや、すまない」

			　また養殖(あのとき)のことを思い出してしまったのだろう。ソフィの身体が再びカタカタと震え出す。

			（まさか『一本角オーク』の生命力があんなに強かったとはな……）

			　ソフィのような『血と死』に耐性の無さ過ぎるものには、厳しい養殖になってしまった。俺は少しの後悔と共にあのときのことを思い返す。

			　

			■

			　

			　ソフィと共に意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と森に入った後、俺は養殖に適した少し開けた場所を探していた。木々が密集した場所だと、瀕(ひん)死(し)になって倒れたモンスターを探すのに一々無駄な手間がかかるためだ。

			　獣(けもの)道(みち)をかきわけて、進むこと数分。木々と木々の間隔の広い、ちょうどいい空間(スペース)を見つけた。

			（よし、ここにするか）

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から【Ｆ：モンスターの餌】を取り出し、実体化させる。すると、なんとも言えない独特なかおりが周囲に立ち込め始めた。

			　続けて前回の養殖時にも使用した【Ｆ：短刀】をソフィに手渡す。

			「つ……ついに始まるんですね……」

			　緊張しているのだろう、ソフィが唾を飲む音が聞こえた。

			「よし――ソフィ、準備はいいか？」

			「は、はひっ！」

			（……なんと頼りない返事だ）

			　チラリと横目でソフィの状態を窺う。

			　彼女は震える両手で短剣を握り締め、「大丈夫。大丈夫」と一人呟いていた。

			　……全身に無駄な力が入り過ぎている。もっとリラックスをして自然体でなければ、充実した養殖は行えまい……。

			（ふぅ……、弟子のコンディション調整も師匠の役目……か……。仕方あるまい）

			　俺は実体化させたモンスターの餌を収納し、震えるソフィの手を優しく両手で包み込んだ。

			「ど、ドラさん……？」

			　俺はできる限り優しい声で、ソフィを安心させるように言った。

			「大丈夫だ。ソフィが気に病むことなんて何もない。――前にも言ったがこれは『救い』なんだ」

			「すく……い……？」

			「そう、『救い』だ。ほら一緒に言ってみよう。――『これは救い。これは救い』」

			「こ、これは救い……これは救い……」

			　自己暗示をかけるように何度も同じことをソフィに呟かせた。すると不思議、徐々にソフィの顔から不安の色が薄れていった。

			「どうだ、落ち着いたか？」

			「はい、なんだか。今なら頑張れそうです」

			「よく言った。――それじゃ、始めるぞ」

			　俺は再びモンスターの餌を取り出し、自分の足元に置いた。そしてそのにおいがより広範囲に広まるようにと、足でグリグリと地面に塗りたくる。周囲にかぐわしいにおいが立ち込めてからおよそ十秒――遥か遠方から地鳴りのような低い音と共にけたたましい雄叫びがあがる。

			「ブモォォオオオオオオオオオオオッ！」

			「グモォオオオオオオオオオオオオッ！」

			「ブッヒヒヒヒヒヒヒヒイィィィンッ！」

			　一直線にこっちへと向かっているのだろう。毎秒毎(ごと)にその音と雄叫びは、より鮮明により大きく聞こえる。

			「ひっ!?」

			　ソフィが、あまりの迫力に短い悲鳴をあげる。

			（……さて、俺も準備をしなくては）

			　前回の反省を活かし、俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から【Ｆ：錆びた刀】を取り出す。

			（そう、前回の失敗は武器の選択ミス……！　神器である【ＥＸ－０：破滅の剣(エクスカリバー)】は、切れ味が良すぎたのだ）

			　しかし、この錆びた刀ならその心配はない。俺は自信満々で一本角オークを待つ。

			　すると――。

			「ブモォオオオオオオオオッ！」

			　ちょうど俺の目の前から一匹目の餌(オーク)が飛び出してきた。流石はオークの上位種といったところか、手に持つ槍が『木製の槍』から『青銅製の槍』へとランクアップしている。

			　俺は呼吸を整え、静かにオークを迎え撃つ。

			（落ち着け、気を和(なご)やかに、安らかに。そう……斬るんじゃない――そっと優しく撫でるんだ）

			「いざっ！」

			　俺と一本角オークが、一呼吸の内に交錯する。

			（結果は如何に!?）

			　後ろを振り返ると――無残にも頭部を粉砕された一本角オークがちょうど倒れるところだった。

			　慌てて、駆け寄りその胸に耳を当てる。

			（鼓動が……ない。息も……。これは、即死か……）

			　死因はショック死だろうか……そんなどうでもいいことを考えながら、俺は気を取り直して二匹目の獲物(ターゲツト)へと視線を移す。

			　そして通算五匹目のオークの顔面を粉砕したところで、ようやく気付いた。

			（これは……駄目だ）

			　錆びた刀の切れ味はあまりにも悪く、何より軽過ぎた。日ごろから、かなりの重量を誇る神器破滅の剣(エクスカリバー)を振り回していたせいか、この羽のように軽い錆びた刀では、つい力を込め過ぎてしまう。

			（仕方がない、戻すか）

			　俺は錆びた刀を道具一覧(アイテムウインドウ)に収納し、代わりに破滅の剣(エクスカリバー)を取り出す。

			「ブモォオオオオオオオオッ！」

			　無茶苦茶に青銅製の槍を振り回すオークの横を、サッと通り過ぎる。

			（……ふむ、やはり手によく馴染むな）

			　するとオークは空中できりもみ回転した後、トマトを潰したときのような軽妙な音と共に地に叩きつけられた。

			（手ごたえありだ……！）

			　俺は背後で横たわるオークに目をやる。もはや胸に耳を当て、生死を確認する必要もない。

			「ぐ……グモォッ……」

			　オークは全身から血を吹き出しながらも、元気に苦悶の声をあげていた。

			（――よしよしよし！　ついに半殺しの感覚を掴んだぞ！）

			　俺は成長の喜びを噛みしめた。どんな些細な進歩であれ、『成長する』というのは嬉しいものだ。

			「待たせたな、ソフィ。記念すべき一匹目の一本角オークだ！」

			「は、はい！」

			　俺が上機嫌に手招きすると、ソフィは少しうわずった声で返事をした。

			　彼女は短刀を両手でギュッと握り締め、緊張した面持ちでこちらへと歩いてくる。

			「さぁ、殺(や)るんだ」

			　俺はソフィに話しながらも二匹、三匹と瀕死のオーク(ソフイのエサ)を量産していく。我、『半殺しの法』を会得したり。

			　彼女は短刀とオークを交互に見つめ、そして決心したかのように振りかぶった。

			「ごめんなさいっ！」

			　短刀は鋭(えい)角(かく)にオークの首へと入り、その肉と骨を断ち切る。オークの頭部は長年苦楽を共にした体(ボデイ)にさよならを告げた。

			　同時に鮮血が噴水のように溢れ出し、ソフィの全身を真紅に染め上げる。

			（……見事な一刀両断。コングラッチュレーション、ソフィ）

			　俺は心の中で万(ばん)雷(らい)の拍手を彼女へと送った。

			「はぁ、はぁ、はぁ……んっ――大丈夫……大丈夫っ！　……これは救い。これは救い。これは救いっ！」

			　俺が教えたことをただただ愚直に復唱し、必死に精神の平穏を保とうとするソフィ。

			　その後も「ごめんなさい」と謝りながらではあるが、手際よくオークにとどめを刺していく。

			（……いいテンポだ。これならばソフィは、どんどん強くなれるぞ）

			　本日二度目の養殖も無事に成功するかと思われたそのとき――予想だにしない出来事(アクシデント)が発生してしまった。

			「……ごめんなさいっ！」

			　それはとある一匹のオークにとどめを刺したときのことだった。しっかりと首を断ち切り、次の獲物(ターゲツト)のところへ向かおうとソフィが足を向けた瞬間――。

			「グゥ……モ[image: gaiji-o2.png]オ[image: gaiji-o.png][image: gaiji-tsu.png]……！」

			　――なんと今しがた断ち切ったオークの頭部が憎悪の声をあげ、血の涙を流しながらソフィを睨みつけた。

			「……えっ」

			　しかも間の悪いことにその憎悪の声に反応してしまったソフィは、ばっちりとオークと目が合ってしまった。

			（これはいけない……っ！）

			　いまだ『血と死』に慣れていないソフィには、いささか刺激が強過ぎる。俺は慌てて、その頭部を踏み潰した。

			「……ソフィ？」

			　俺が恐る恐るソフィの方を振り返ると――。

			「い、いやぁぁぁああああああああああ！」

			　――森中にソフィの悲鳴が木霊(こだま)した。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい――」

			　その場で崩れ落ち、ひたすらに謝罪の弁を述べるソフィ。

			「落ち着け、ソフィ！」

			「ど、どどどドラさん……っ！　私、私っ……！」

			　ソフィは大粒の涙をこぼし、俺の胸に飛びついてきた。

			（うーん……これは日を改めた方がいいな）

			「よし、ソフィ。今日はもう帰ろう」

			　泣きじゃくるソフィの背を優しく撫ぜてやる。

			「うぅ、ドラさん……ドラさぁん……」

			「よしよし、頑張った頑張った」

			　――しかし、帰ると言っても手ぶらで帰るわけにはいかない。せめて目的のブツを回収しなくては。

			「悪い、ソフィ。そこで少しだけ待っていてくれ」

			　俺はソフィの頭にポンと手を置き、そっと離れた。

			（えーっと、確か『一本角オークの角三十本の回収』だったよな）

			　俺はこれ以上ソフィに刺激を与えないよう、声を出す暇すら与えずに残りのオークを細(こま)切(ぎ)れにした。当然、角には一切傷がつかないように細心の注意を払っている。

			「一、二、三……五十一、五十二、五十三っと」

			　合計で五十三本の角を手に入れた俺は、それらを道具一覧(アイテムウインドウ)へときっちり収納する。

			　

			■

			　

			　その後、「周囲の視線が怖い」と言い出したソフィに仕方なく、黒い布で目隠しをしてやり、現在に至る。

			（うーむ、次から養殖の相手と一日にやる回数を考えなければな……）

			　今回の事故は無駄に生命力の高いオークを相手にした故に起きた悲劇だ。今後はスライム種やゴブリン種などを獲(え)物(もの)としよう。それに一日に二度の養殖は、おそらくソフィの精神がもたない。一日に一度が限界ギリギリだ。

			（養殖は用法・用量を守って正しく……だな）

			　そんなことを考えながら、しばらく大通りを歩く。すると目の前に他の建物を圧倒するほど大きな邸宅が現れた。

			（これがソフィの言っていたアスフィア宮殿か……。女神の住居なだけあって、ずいぶんと豪(ごう)奢(しや)だな……）

			　アスフィア宮殿の周囲には水(みず)堀(ぼり)が巡らされ、立派な城門には跳ね橋が架けられていた。もはや『城』と表現しても差(さし)支(つか)えの無いほどの豪邸だ。

			（でも――やっぱりこういう『城』とか『城塞』とか見ると……壊したくなるよなぁ……）

			　あの塔のような建物の先端に流星群(メテオ)を一つだけ落とすと……あぁ、想像するだけで背筋がゾクゾクするじゃないか！

			　あー、駄目だ駄目だ。今はそんな愉悦に浸っている場合じゃない。さっさとグリード商会でことを済ませ、ソフィを宿で休ませてやらねば……。

			「ソフィ、アスフィア宮殿に着いたぞ。ここを右に行けばいいんだな？」

			「……はい」

			　アスフィア宮殿に向かって右に曲がり、しばらく歩いたところで『グリード商会』と書かれた大きな看板が目に留まった。

			（『グリード商会』……ここか）

			　冒険者ギルドとは対照的に建物は真(ま)新(あたら)しく、一階建てだが非常に大きな面積を有しており、決して小ささを感じさせない。

			「着いたぞ、ソフィ」

			「……そうですか、ありがとうございます」

			　ソフィは依然目隠しをしたままである。

			（まさか今日一日ずっとこのままなんじゃ……おっと）

			「そこ段差があるから、気を付けろ」

			「……あっ、ありがとうございます」

			　ソフィをところどころでエスコートしつつ、建物の中へと入っていった。

			　

			　

			【Ｆ：錆びた刀】風雨にさらされ錆びてしまった切れ味の悪い刀。

			【Ｆ：一本角オークの角】一本角オークの額(ひたい)に生えた角。長く太い角を持つ個体ほど、集団内での地位は高い。

		

	
		
			９　グリード商会

			　

			（ずいぶんと賑(にぎ)わっているな……）

			　グリード商会の中では、大勢の買い物客が様々な商品に目を光らせていた。一口に買い物客と言っても、その『属性』は多種多様である。見るからに『冒険者』をしている重装備の者もいれば、何やら真剣な表情で酒を選んでいる老人、果てには子連れの主婦もいた。

			（資金に余裕ができたら、是非とも参加したいものだな……）

			　異世界のアイテム収集は、異世界転移の醍(だい)醐(ご)味(み)の一つ――いや、もはや最大の楽しみと言っても過言ではないだろう。

			「……ドラさん、中はどんな感じですか？」

			「ん？　あぁ、すごい人だな。活気もあって、いい感じの店だ」

			　俺とソフィが雑談を交わしていると、買い物客たちがこちらに視線を向けたまま、にわかにざわめき始めた。

			『目隠しされた血塗れの少女……人質――まさか強盗!?』

			『ちょっと、店員さん！　強盗よ、強盗！　早くなんとかしなさいよ！』

			『しーっ、静かに！　犯人を無暗に刺激するな！』

			（やはり、ソフィが悪目立ちしてしまっているようだ。少し強引にでも宿に置いてくるべきだったか？）

			　実際、ソフィに「宿で休んではどうか？」と提案したのだが、「嫌です、無理です……。一人にしないでください……」っと泣きつかれてしまったのだ。

			（今さら言っても仕方がないか……。さて、店員は……と）

			　周囲を見渡すと、胸に『グリード商会』と書かれたＴシャツを着ている男の姿を発見した。何やらあたふたとしており、落ち着きがないが、店員であることには間違いない。

			「そういえば、ソフィ。グリード商会のトップは誰だ？」

			「……トーマス＝グリードさんです。一代でこのグリード商会を打ち立てた敏腕経営者ですね」

			「なるほど、助かる」

			「少しは物知りだ」と言っていた通りに、ソフィはいろいろなことをよく知っている。こういう困ったときに、すぐさま情報を提供してくれるのは本当に助かる。

			　店員の許へと向かい、問いかける。

			「すまない。トーマス＝グリード氏に会いたいんだが、今ここにいるか？」

			「は、はい。確認して参りますので、しょ、少々お待ちをっ！」

			　その後、待つこと数分。

			「ぐ、グリードさんがお会いになるそうです。ご案内いたしますので、どうぞこちらへ」

			　店員の案内を受けて『スタッフオンリー』と書かれた扉をくぐり、建物の奥へ奥へと進んでいく。

			「ずいぶんと広い建物だな……しかし、二階建てなどにはしないのか？　土地がもったいないようにも思えるが……」

			「き、聞いた話によりますとグリードさんは、『お客様に威圧感を与えてしまうから』という理由で、建物は平(ひら)屋(や)建(だ)てを選択したそうです」

			「ほぅ……」

			（そんなところまで気にするのか……。確かに『お客様は神様』とはいうが、少し崇(あが)め奉(たてまつ)り過ぎではないだろうか？）

			　そう思わなくもないが、ソフィの話によればグリード氏は一代でグリード商会を築き上げたそうだ。『顧客第一』がグリード氏の経営方針なのだろう。

			　そのまま、しばらく歩くと正面に一際豪奢な扉が見えてきた。

			「こちらが応接室となっております。――少々お待ちください」

			　そういうと店員は、『コンコン』と扉をノックした。

			「グリードさん、お連れ致しました」

			「おぉ、ご苦労。開けてもいいぞ」

			「はい、失礼します」

			　

			■

			　

			「おぉ、よくぞいらっしゃいました（ちっ、なんでこの忙しい時間に強盗の応対なんぞしなくてはならんのか……）。さっ、こちらへ座ってくれ（……って、おいおいほんとに血塗れだよ）」

			　トーマス＝グリード氏は、俺達を温かく出迎えてくれた。

			　氏(し)は腹に豊かな贅(ぜい)肉(にく)を抱えており、顔も丸々としていた。身に付けた紺色のスーツは、今にもはちきれんばかりに膨(ぼう)脹(ちよう)している。……苦しくないのだろうか？

			　そんな氏だが、髭(ひげ)はきちんとそられ、頭部はツルツルのスキンヘッドであるため、どこか凛々しい印象を受ける。

			「突然の訪問にもかかわらず、時間を割いていただき感謝する。俺はテオール＝ドラ、冒険者だ。こちらは――」

			　ちらりとソフィの方を窺い見る。彼女に自己紹介を行うだけの余力はあるのだろうか？　しかし、俺の心配は杞(き)憂(ゆう)に終わった。

			　ソフィはいまだに俯(うつむ)き、目隠しをしたままではあるが、自分の口で努めて明るく振る舞った。

			「……マヌー＝ソフィリアです。ドラさんと同じく、冒険者をしております。……よろしくお願いします」

			「お、おぉ。こ、これはご丁寧に……（なんで目隠し？）」

			「――ゴホン。私はトーマス＝グリード。既にご存知とは思われるが、このグリード商会で支配人を務めております（丁寧に丁寧に……相手は強盗。何をしでかすかわかったもんではない……）」

			　お互いにしっかりと握手を交わした後、俺とソフィは氏の対面に備え付けられたソファーへと座った。

			（ふむ……、中々に興味深い部屋だ……）

			　室内には北側――グリード氏の座っている側の壁にそれぞれ『風』『林』と書かれた二枚の掛け軸。反対に南側――俺の座っている側に『火』『山』と書かれたものが掛けられていた。

			　加えて、その他の調度品もただ豪奢なものばかりを置くのではなく、全体のバランスを崩さないようによく考えられていた。

			（悪くないセンスだ……。趣(おもむき)を感じられる）

			　内心でグリード氏への評価をググっと高める。

			「さて今、紅茶を淹(い)れさせよう――おい（わかっているな？　事前の打ち合わせ通りにするんだぞ？）」

			　グリード氏が手を二、三度打ち鳴らすと、その背後で控えていたメイドがテキパキと紅茶の準備を始めた。

			「――それでテオールさん。本日はいったいどうなされましたかな？（さて後は準備が整うまで自然に場を繋がなくては……）」

			「いや、何。少し困ったことがあってな」

			「困ったこと……？（っ！　くるか――金の要求!?）」

			　グリード氏は顎(あご)に手をやり、考える素振りを見せた。

			「あぁ、まぁ端的に言えば、冒険者ギルドで依頼(クエスト)を受けられなかったんだ」

			「冒険者の方が依頼(クエスト)を受けられないとなると……『依頼(クエスト)受注制限』ですかな？（……あれ、そんなこと？　それはギルド管轄だろうが……）」

			　さすがは敏腕経営者といったところか。グリード氏は、冒険者についても明るいらしい。

			「ご明察。そう、そのふざけた制度により、グリード氏の依頼(クエスト)を受けることができなかったんだ」

			「私の出した依頼(クエスト)ですか……（そんなの全部覚えているわけないだろうが……）。申し訳ない、ギルドには今も数多くの依頼(クエスト)を出していましてな、具体的な依頼(クエスト)内容を教えてもらっても構いませんか？」

			「あぁ、確か――『一本角オーク三十頭の討伐、及びその角三十本の回収。報酬額五万ギル』だったかな……？」

			　確認の意味を込めてチラリとソフィの方を窺う。彼女は目隠しをしているのに、なんとなく俺の語調(イントネーシヨン)で察したのかコクリと首を縦に振った。

			「なるほど、それで――おっと」

			　グリード氏が何かを発しようとしたそのとき、紅茶を淹れ終えたメイドがこちらへやって来た。

			「大変お待たせいたしました――どうぞ」

			　メイドは、グリード氏と俺たちの前に紅茶の入ったカップを優雅な所作で静かに並べていく。

			「おぉ、待っていたぞ！（よくやった！）　ささっテオール殿、どうぞどうぞ。彼女の淹れる紅茶はまさしく『天にも昇る味』なんですよ！（文字通りな！）」

			『天にも昇る味』……か。期待させてくれるじゃないか。

			「ほぅ……。しかし、俺はこう見えても『味』には煩(うるさ)いぞ？」

			　様々な異世界を渡り歩き、珍味からゲテモノに至るまで食べ尽くした俺の舌は、我ながら肥えている。

			「ははは、そうですか（ふっ、冒険者風情が……。大した高級品(もの)も食べたことないくせに何を言うか……）。それでは、少しお手柔らかに頼みますよ」

			　グリード氏と共に和やかに笑いあった後、俺はカップを手に取った。

			「では、まずは香りから……んん？」

			（この鼻腔を刺激する臭い……まさか……）

			　チラリとグリード氏とメイドの方に目を向ける。

			（……気付かれたか!?　い、いや、あり得ん！　アレは無味無臭だっ！）

			　俺は意を決して紅茶を飲む。――するとなんと体が燃えるような『何か』を訴えた。

			（ぐっ……やはりっ！）

			「くっ……これは麻痺毒『テトロドトキシン』か……っ！」

			　するとグリード氏がニヤリと顔を歪(ゆが)めた。

			「ふっ、ははははっ！　今更気付いたところで――もう遅いっ！」

			「――好物だ」

			　俺はそのまま一息に残りの紅茶全てを飲み干した。

			「「……え？」」

			　テトロドトキシン入りの紅茶を飲み切った俺は、内心で強くこのトーマス＝グリードという男を警戒した。

			（このグリードとかいう男――できる）

			　この短い時間で、数ある毒の中でも俺の最も好きなテトロドトキシンを見抜いた。その上俺に一切悟らせぬようメイドに伝えるとは……。ハンドサインを使ったのだろうか？　それとも何らかの暗号によるものか？

			（ともかく、とんでもない切れ者であることは間違いない……！）

			「グリード氏よ、感謝する。――まさに雷に撃たれたような刺激的な一杯だった」

			「い、いやはや！　さすがはテオールさん！　まさか当家秘伝の隠し味をよもや一口で見抜くとは――まさに天晴でございます！（おい、どうなっている!?　ちゃんと適量を混ぜたんだろうな!?）」

			　グリード氏の言葉に対し、メイドもコクコクと何度も首を縦に振った。

			「お、お体の方はいかがですか？（なら、なぜ倒れない!?　……まさか、麻痺耐性のある防具を装備しているのかっ!?　……まずいな、だとすると最低でも『銀級冒険者』。いや、あの量の麻痺毒を無効化するほどの防具……もしや『金級冒険者』以上か!?）」

			「お陰様で、ポカポカしているよ」

			「さ、左様でございますか！（何にしても侮(あなど)れん男だ……）それは何よりでございます（何を考えているのか、全くわからん！）」

			　この美味しい紅茶の話題で、お互いの距離がグッと近づいたような気がする。

			（これもグリード氏の交渉術の一つなのだろうか？）

			　さすがは一代で商会を築き上げた敏腕経営者だ。この俺が手玉にとられるとはな……。

			「ところで、さっきの話の続きなんだが……」

			「あっ、はい（あー、なんだったっけか……そうだ！）。確か私の出した『一本角オーク』の依頼(クエスト)が受けられなかった、という話でよろしかったですかな？（いや……でもあれは『銀級冒険者以上』の設定にしてあったはず……）」

			「あぁ、そうなんだ。なんというか……俺はまだ『鉄級冒険者』でな。恥ずかしながら、依頼(クエスト)受注制限に引っかかってしまうんだ」

			「なんと、左様でございましたか（馬鹿な!?　この堂々とした立ち居振る舞いで『鉄級冒険者』だと!?）。その立派な体(たい)躯(く)に、鋭い眼光――てっきり私は『金級冒険者』以上の方かと（ますます、わけがわからん……）」

			「ははは、耳が痛いな……。それで話はここからなんだが……」

			「はい、なんでしょうか？（くっ、何がくる!?　読めん、全くもって読めんぞ!?）」

			「そうだな……まずはコイツを見てくれ」

			　俺は先ほど仕入れた一本角オークの角三十本を道具一覧(アイテムウインドウ)から取り出し、目の前のテーブルに並べた。

			　するとグリード氏が突如大きく目を見開いた。

			「なっ!?　い、今のはいったい!?」

			「ん？　あぁ、道具一覧(アイテムウインドウ)のことか？　物の出し入れが自由にできるちょっと便利な魔法だ」

			「さ、左様ですか……（おいおいおい、『ちょっと便利』どころ話じゃないぞ、それ！　その魔法一つでどれだけのビジネスができるかっ！）」

			「それでだな……できれば、グリード商会でコイツを買い取って欲しいんだが」

			　俺は目の前に山積みとなっている角の一つを、グリード氏の元へと滑らせる。

			「おぉ、これはまさに一本角オークの角ですな？（……本物か？　えらく小綺麗だが……）」

			　グリード氏はそれを手に取り、しげしげと眺めた。

			「あぁ、そうだ」

			「少し詳しく調べさせてもらってもよろしいですかな？（質感はまさしく『一本角オークの角』……それに傷一つない……）」

			「どうぞ」

			　俺は快く了承した。

			「では失礼して――〈道具鑑定／アプレーザル・アイテム〉（ふむ……偽物ではないようだな）」

			　魔法で調べた後、グリード氏は続けて単(たん)眼(がん)鏡(きよう)のようなもので、細部まで状態を確認する。

			「ふむふむ……なるほど……（しかし……これはいったいどういうことだ？）」

			　一通り調べ終えたのであろう。グリード氏は顔をあげ、手に持った角をテーブルに置いた。

			「ありがとうございました。――いやはや、素晴らしい一本角オークの角でございますな！」

			「ん？　どういうことだ？」

			　俺は首傾げ、テーブルに置かれた角を一本手に取る。白くて長いが……どう見ても普通の角だ。

			「いえいえ、これほど状態の良い角(もの)は珍しいんですよ。一本角オークは、それほど弱いモンスターではありません。普通は戦いの跡(あと)――まぁ、早い話が角にいくつもの『傷』があるはずなんですよ」

			「なるほど、そんなことか。ふっ、聡明なグリード氏のことだ。既に勘付いてはいるだろうが俺は蒐集家(コレクター)だからな。アイテムの回収はもちろん、保存にまでしっかりと気を配っている」

			　あのときは緊急事態ということもあり、急いでオーク共を皆殺しにした。――しかし、殺す前にきっちりと額の角を丁寧に繰り抜いていたのだ。

			「やはり蒐集家(コレクター)でしたか！（はっ!?　蒐集家(コレクター)!?）角の取扱いが非常に優しく、保存状態もいいので、もしやとは思っておりましたよ（そんなのわかるか、馬鹿！）」

			「ははは、世(せ)辞(じ)を言っても何も出ないぞ？」

			「いえいえ、世辞などとんでもない！　私の純粋な感想でございます故」

			「そうかそうか。いや照れるな……はははははっ！」

			「左様でございますよ、ふふふふふっ！」

			　俺とグリード氏の間に和やかな空気が流れる。

			「して、テオールさん――いったいどうやってこれほどの美品を手に入れたのですか……？」

			　はて。そういえばまだ言ってなかったっけか？

			「ついさっき俺が獲って来たんだよ。まさに獲れたてほやほやと言う奴だな」

			　何故か俺の発言に対し、グリード氏は神妙な面持ちとなる。

			「獲ってきた……というのは、ご自身で一本角オークを仕留めたということでしょうか？（最弱職の蒐集家(コレクター)が一本角オークを仕留めた……だとっ!?）」

			「あぁ、そうだが……それがどうした？」

			「い、いえ、蒐集家(コレクター)は比較的に戦闘向きではない職業ですので、少し驚いたのですよ（そうか、他にもパーティメンバーがいるんだなっ！　それなら確かに納得が――）」

			「ははは、大袈裟だな。この程度のモンスターなら、一人で何匹でも狩れるぞ？」

			「一人で……一本角オークを三十匹も殺してみせたのですか……？（……はっ？　蒐集家(コレクター)がっ！　それも『鉄級冒険者』が！　一人でっ!?）」

			　先ほどからグリード氏の表情は、焦ったように汗を流したり、突然大きく目を見開いたりと忙しかった。

			（そういえば昔どこかで読んだ本に、『コミュニケーションを円滑にするためには、表情とリアクションが大切』と書いてあったな……）

			　今まさしく、グリード氏がごく自然に実践していることだ。

			（交渉術・コミュニケーション能力・会社の経営手腕……どれをとっても一流だな……）

			　力こそが『唯一至上の正義』であるヴァルナにおいては、どれも紙切れ以下の価値も持たない能力ばかりだ。しかし、そんな不遇なステータスと真摯に向き合ってきたグリード氏に――俺は強い敬意を覚えた。

			「必要ならばいくらでも獲ってくるぞ？」

			「い、いえいえ。既にこれだけの量――十分ですよ（もう何が何だかわからない……）」

			「そうか、それは良かった」

			　会話が一段落し、しばしの沈黙が訪れた。しかし、窮屈なものではない。お互いがお互いの情報を整理するための――相手を理解するための優しい沈黙だ。

			（グリード氏とは良い友人になれるかもしれないな……。幸運にもできたこの良(りよう)縁(えん)を大切にしていきたいものだ……）

			（こんな訳のわからない男と関わり合いを持つわけにはいかない……。不運にもできてしまったこの悪(あく)縁(えん)を断ち切らねば……）

			　お互いの沈黙は、グリード氏によって破られた。

			「……いや、こちらとしてもこれほどの美品。是非とも買い取りたい。ですが……ときにテオールさん。ギルド協定というものをご存知ですか？」

			　聞きなれない言葉に、俺は首をかしげる。

			「ギルド協定……？　なんだそれは？」

			　今日この世界に降り立った俺が知るはずもない。

			「ギルド協定――私共のような一定規模以上の商会などが結ばされる冒険者ギルドとの協定です。その中にこのような条文がございます。『一度ギルドで発注した依頼(クエスト)は、以後全ての取引においてギルドを通すものとし、私的に第三者に融通することを禁ず』」

			「ほぅ……つまり？」

			　俺の催促に対し、グリード氏は沈(ちん)痛(つう)な表情を浮かべた。

			「今回の例ですと私は既に『一本角オーク三十頭の討伐、及びその角三十本の回収』という依頼(クエスト)をギルドに発注しております。ですので、今テオールさんから、この角を受け取り、対価として報酬を渡すことはギルド協定に反してしまうのです……」

			「ふっ、ならば内密に行えばいい。……そちらにも得があるはずだぞ？」

			　グリード氏の言(げん)によれば、この角はかなりの美品だという。しかし、この程度で美品というならば、今後俺が提供する品は、全てが美品となるだろう。つまり、グリード商会の仕入れるアイテムの品質は、他社と比べて大きく向上する。

			　それに報酬額の節約にも繋がるだろう。どうせ冒険者ギルドのことだ。『手数料』や『利用料』『登録料』といった名目で商会から小金をせしめているのは間違いない。過去どの異世界においても『ギルド』と名のつく組織は、こういうことをやっていた。

			「い、いや、しかし冒険者ギルドを敵に回すのは……（な……何か……、何かもっと完璧な断る理由はないかっ!?）」

			　グリード氏は、困った顔のまま黙りこくってしまった。その額には玉のような大粒の汗が浮かんでいる。

			（ふむ……残念だが厳しいようだな……）

			『金に執着の強いもの』ならば、ギルドを通さずに直(じか)に買い取ってくれると思ったんだがな……。残念ながら、目論見が外れてしまったようだ。

			　俺はチラリとグリード氏の表情を窺いみる。氏は今も苦しそうに「ぐっ……」「何か……」などと、一人つぶやいている。

			（人の好(い)いグリード氏のことだ……。必死になんとかして、俺の要望を応えるような妙案を模索しているのだろう……）

			　正直初めは、もし俺の要望を断るようなら脅しの一つでも入れてやろう、と考えていたんだがな……。

			（ここは大人しく引き下がるか……）

			　これまでの対応でわかる通りに、グリード氏は超やり手の経営者。何より氏の人の好さには脱(だつ)帽(ぼう)だ。商談は失敗したが、不思議と嫌な気持ちはない。

			「グリード氏、ありがとう」

			「……はっ？（こいつ、今度はいきなり何を!?）」

			「しかし、もう十分だ。――今回は引かせていただこう」

			「さ、左様でございますか！（よしっ！　何かよくわからんが、とにかくよしっ！）　いや、こちらもせっかくのお話でしたのに、大変申し訳ございません（落ち着け落ち着け、今は『申し訳なさそうな顔』を作るんだ！）」

			　グリード氏が申し訳なさそうな顔で謝罪をしてきた。本当に人を思いやる気持ちのある人なんだろう。しかし、氏の謝罪により、少しだけ場が暗いものとなってしまった。

			（これはいけないな……）

			　とある異世界の諺(ことわざ)にこんなものがある――『終わり良ければ総(すべ)て良し』。せっかく良き隣人に出会うことができたのだ、最後は明るく締めなくてはならない。ここは軽い冗談の一つでもはさみ、場を和やかにしてから去るとしよう。

			「取引が成立しなかったのは残念だが……。ふふっ、今回ばかりは氏の美味しい紅茶に免じて、俺は退散するとしよう」

			「なっ!?（くそがっ！　ここでその手札(カード)を切るかっ!?）」

			　そう言って席を立とうとした俺を、グリード氏が慌てて呼び止めた。

			「お、お待ちください、テオールさんっ！（まずい、客に毒入りの茶をだしたこと(そんなこと)をバラサレたら……うちの信頼がっ！）」

			「ん、どうかしたか？」

			「……っ（やむを得ん！）　先ほどの話、謹(つつし)んでお受けさせていただきます！」

			「おぉ、そうか！　それはありがたいな」

			　こちらとしては願ったり叶ったりなのだが……突然どうしたのであろうか？

			「そ、その代わりと言っては何なのですが……。もしよろしければ、先の当家の『隠し味』については内密にしていただけませんか？」

			「……んん？」

			　俺はグリード氏の意図することを解すことができず、首を傾げる。

			（『隠し味』――テトロドトキシンのことか……？　わからんな、それほど隠したいものだったのだろうか？）

			「ぐっ……。（わざとらしく、首なんぞ傾げよって！　話を飲む(これ)だけでは足りんということか！）。そ、そうだ！　今日は良縁が結ばれた記念すべき日！　今回は特別に報酬額の三倍――十五万ギルを出そうではありませんか！　……いかがでしょうっ!?」

			「ふむ……」

			『いかがでしょうっ!?』と言われても……三倍もの報酬額を出せば、グリード氏は今回の依頼(クエスト)で赤字になってしまうのではないか？　よほどあの『隠し味』は、秘密にしたいものと見える。しかし、そんなことよりも――。

			「先ほど口にしていた『ギルド協定』とやらは、大丈夫なのか？」

			「あっ、あぁ……そこはその……。め、名案を思い付いたのですよ！　ギルド協定を遵(じゆん)守(しゆ)しながら、テオールさんの申し出を受ける名案が！」

			「そうか、それなら良かった」

			　その『名案』について詳しく掘り下げることはしなかった。そもそも俺は『ギルド協定』の詳細を知らない。そんな状態で氏の名案を聞いたとしても、おそらく意味がわからないだろう。

			「と、ところでその……先のお話なのですが……」

			「あぁ、三倍払う代わりに『隠し味』を口外しないというやつか……」

			「は、はい！　考えていただけないでしょうか!?」

			「ふむ……」

			　考えるも何も……俺はそういうつもりで『隠し味』を見抜いたのではないし、急に三倍もの額を提示されても困る。ここは今後の良好な関係を構築していくためにも――断ろう。

			「いや、そのような気遣いは無用だ。報酬額は元の五万ギルのままでいい。グリード商会とは今後も末永く付き合っていきたいからな」

			「あ……はい……（『末永く』……だとぉっ!?　借りを清算させず、骨の髄までしゃぶり尽くすつもりかっ！）」

			「それに『隠し味』についても心配する必要はない。ちゃんと俺の胸の内に閉まっておくさ」

			「そ、そうです……か（『胸の内』――その気になればいつでも暴露するという脅し……か。この悪魔めっ！）」

			　何故かグリード氏は下唇を噛みしめ、プルプルと小刻みに震え出した。

			「……グリード氏？　顔色が悪いようだが、大丈夫か？」

			「あ、い、いえ何でもありません！（この……誰のせいだと思ってる！）　お気遣いありがとうございます。……私共としましてもテオールさんとは、長く良い付き合いができそうで嬉しい限りです（はぁ……もう何か疲れた）」

			　そうかそうか、それは良かった。

			「それでは取引成立だ。依頼(クエスト)の品は、このままここに置いておくが構わないか？」

			「はい、問題ありません」

			　そういうとグリード氏は、その背後に控えているメイドへと目配せをした。

			　メイドは一度頭を下げると室内に備え付けられている戸棚から、五枚の紙幣を取り出した。

			「こちらが報酬額の五万ギルとなります。どうぞ、ご確認ください」

			「ふむ、ありがとう」

			　俺はメイドから五枚の紙幣を受け取り、それとなく確認している素振りをとる。

			（これが一万ギル紙幣か……）

			　あのとき――ソフィからこの世界のお金について教えてもらったときは、あいにく彼女の手持ちに五千ギル紙幣と一万ギル紙幣が無かったためにこれが初見である。

			「確かに頂戴した。――グリード氏、迷惑をかけることもあるかもしれないが、今後ともよろしく頼むぞ」

			　俺は友好の印として右手を差し出すと――グリード氏もそれに応じてくれた。

			「はい、是非ともグリード商会を御(ご)贔(ひい)屓(き)にお願い致します」

			　俺とグリード氏はがっちりと固く握手を交わした。

			「――さて用も済んだことだし、帰るかソフィ……ソフィ？」

			　そういえば先ほどからソフィが一切口を挟んでこなかったな……。

			　ちらりと横を見るとソフィは眠ってしまっていた。今も「すーっ。すーっ」と可愛らしい寝息を立てている。

			（今日は不運な出来事(アクシデント)もあったし、疲れたんだろうな……起こすのも忍びないし……仕方がない。おぶって帰るか）

			「よっと……ずいぶんと軽いな」

			　ソフィはまだ子どもということもあり、羽のように軽かった。それに本当に良く眠っている。こうして背負っても全く起きる素振りを見せない。……もう少し警戒心というものを身に付けた方がいい気もするが……まぁ今はいいだろう。

			「――ところでグリード氏、出口まで案内を頼みたいのだが……」

			「おぉ、これはこれは大変失礼いたしました！　ささっ、こちらへ付いてきてください」

			　俺はその後、グリード氏の案内を受けて『グリード商会』を後にした。

		

	
		
			10　お魚パラダイス

			　

			　グリード商会を後にした俺は、ソフィの宿泊している宿へと向かった。

			（確かソフィが泊まっている宿は……『お魚パラダイス』と言ったかな……？）

			　昼頃に冒険者ギルドの前でソフィと交わした会話を思い出す。

			（ちゃんと場所まで聞いておくんだったな……）

			　宿の金額や雰囲気など聞いてはいたが、肝心の場所を聞き忘れていた。

			　でも、確かあのとき――冒険者ギルドの前でソフィと別れたとき、彼女はシャワーを浴びに北の方角へと歩いて行った。つまり目的の宿は、冒険者ギルドから北へ少し行った先にあるはずだ。

			（まぁ、『お魚パラダイス』なんて変わった名前の宿だ。だいたいの位置と方角があれば見つけられるだろう）

			　その後、宿を探し歩くこと十数分――俺はようやくお魚パラダイスという表札の掛けられた建物を発見した。

			（これか……なんというか趣味全開の宿だな……）

			　宿屋『お魚パラダイス』――名は体(たい)を表すというやつだろうか。正面玄関を除く、建物前面の全てが一つの巨大な水槽だった。その中では大小様々・色とりどりの魚たちが気持ちよさそうに泳いでいる。

			（明らかに周囲の建物との調和を乱している――いいセンスだ。こういう自分の趣味に振り切ったものは、嫌いじゃない）

			　俺は正面玄関を開き、宿屋お魚パラダイスへ足を踏み入れる。

			　予想通りというべきか、建物の中にはいくつもの水槽があり、こちらには比較的小さな魚が多かった。

			　前方にある受付カウンターには、五十代ぐらいの二人の男女が椅子に腰かけていた。

			（ずいぶんと親し気だな……夫婦だろうか？）

			　二人は入店した俺に気付くこともなく、手元の金魚鉢に入っている金魚をニコニコと見つめていた。

			「すまない。一晩泊まりたいのだが、空室はあるだろうか？」

			「あぁ、いらっしゃいま……せぇぇええっ!?」

			　ゆっくりと立ち上がった老年の男は、俺の背中で「すーっ。すーっ」と寝息を立てるソフィを見て大声をあげた。

			「おやおやお爺さん、どうしまし――っそ、ソフィちゃん!?」

			　どうやらこの二人はソフィのことを知っているようだ。しかし、あまり大声を出さないでほしい。

			「静かに。ちょっとした事情があって、ソフィは疲れている。このまま静かに寝かせてやってくれ」

			「「あっ、はい……（（血塗れになるなんて、どんな事情だよ……））」」

			「それで空室はあるのだろうか？」

			　俺の問いに老年の男がコクリと頷く。

			「あ、あぁ……部屋は空いておるが……」

			「そうかそれは助かる。ここは一晩千ギルだと聞いていたんだが、違いないか？」

			「は、はい……」

			　俺は懐から先にグリード氏より受けた一万ギル紙幣一枚を取り出す。

			「た、確かにいただきました。お返しの九千ギルと――こちらが２０３号室の鍵となります。お部屋は二階にございますので、どうぞごゆっくり」

			「ありがとう――それとついでにソフィの部屋の鍵もいただけると助かるんだが？」

			　年端のいかない少女を俺の――男の部屋で寝かしつけるのは、あまり褒められた行為ではない。

			「いや、それはさすがに――」

			「――はい、こちらになります」

			　俺は男から『２０４号室』と数字の彫(ほ)られた鍵を受け取った。２０４号室ということは――番号順的に俺の隣の部屋であろうか？

			「ちょっとお爺さんっ!?」

			「婆さんは、黙っとれ！」

			　俺がそんなことを考えていると何故か二人が険悪な表情で睨み合いを始めた。全く……夫婦喧嘩であろうか？

			「それじゃ、失礼する」

			　俺は面倒事に巻き込まれる前に、二階に続く階段へ向かった。

			「お爺さん！　どうしてソフィちゃんの部屋の鍵を渡すんですかっ!?」

			「……婆さんも知っての通り、儂はこの年まで冒険者一筋じゃった」

			「それがどうしたというんですかっ!?」

			「そこで培(つちか)った『勘』が告げているんじゃ……。アレに逆らうな……と」

			「はぁっ……うちの大(だい)黒(こく)柱(ばしら)が何て頼りないことを！　――とにかく『アスフィアクラスタ』に連絡だけはしますからねっ！」

			　

			■

			　

			　二階に着いた俺は、自分とソフィの部屋を探す。

			（２０１号室……２０２号室……ふむ、２０３号室ここか）

			　予想通りというか番号順通りというか、俺の隣の部屋は２０４号室――ソフィの部屋だった。

			（まずは、ソフィを寝かしつけてやらないとな……）

			　俺は鍵を使い、彼女の部屋へと踏み入る。

			（……ずいぶんと整頓されているな）

			　ソフィの部屋は私物が散らばっていることもなく、なんというか非常にまとまっていた。部屋の隅には、彼女の私物のようなものがまとめて置かれている。

			「よっこらしょっと……」

			　おぶっていたソフィをベッドの上に降ろしてやる。

			「しかし、本当によく寝ているな」

			　今は寒くもなく、どちらかというと暖かい気温だが、深夜になると冷えるかもしれない。俺は念には念をと、ソフィのお腹の辺りに備え付けのタオルケットをかけてやった。

			「これでよし」

			　こうしておけば風邪を引くこともないだろう。

			　やることをやった俺が自分の部屋へ戻ろうとしたそのとき――ソフィが寝言を呟いた。

			「うぅ……不味い……苦い……」

			　ふふっ、夢の中でまで強化用の草を食べているのか。まさしく飽くなき強さへの渇望……貪欲なやつめ。この高い志を維持することができれば、ソフィは俺と肩を並べることだってできるだろう。

			「おやすみ、ソフィ」

			　俺はソフィの頭を優しく撫ぜ、２０４号室を後にした。

			　

			■

			　

			「ふぅー、すっきりした」

			　２０３号室――自室に着いた俺はすぐさま風呂に入り、心身共にリフレッシュを果たした。

			　壁に掛けられた時計を確認すると、針は既に十九時を指していた。

			「もうこんな時間か……どうりで腹が鳴るわけだ」

			　先ほどから腹の虫が悲鳴を上げている。そろそろ何かを入れてやらねばなるまい。

			「今日のメニューは……っと」

			　昨晩ヴァルナで食べた夕飯は確か……そうだそうだ『筋力と耐久の草の胡(ご)麻(ま)和(あ)え』だったな。

			「それじゃ今日は……俊敏性と魔力の草を食うか。調理方法はそうだな……今日は少し疲れたことだし、生のままドレッシングでいただくとしよう」

			　道具一覧(アイテムウインドウ)から合計十数枚の【Ｄ：俊敏性の草】と【Ｄ：魔力の草】を取り出し、皿に盛りつけていく。ドレッシングは……そうだな【Ｃ：鬼(オーガ)の涙】あたりでいいか。

			　俺は基本的に家で一人で食事をとるときは、こういった強化系の草しか食べない。

			（確かこういう男のことを『草食系男子』というんだったっけか……）

			　ヴァルナでは流行に疎かった俺に、エミヤが根気よくいろいろと教えてくれたものだ。……彼には大変申し訳ないが、既にそのほとんどを忘れてしまっているが……。

			　俺は部屋に備え付けられていたテーブルの上に、たった今盛りつけたばかりのサラダが入った皿を置く。その上に黒色の鬼(オーガ)の涙をたっぷりとかけて――。

			「よし、完成だ」

			　準備も終わり席に着こうとしたときにハッと気づいた。

			（――っと、いけない。飲み物を忘れていた）

			　再び道具一覧(アイテムウインドウ)を表示し、今の気分に合った飲み物を物色する。

			（うーん……【Ｆ：酒(しゆ)精(せい)山(ざん)の湧き水】も悪くはないが……。今日の気分は……やはりこれだな！）

			　俺は今の気分に最も適した至高の飲料(ドリンク)――【Ｄ：謎の液体】を取り出し、ワイングラスへと注いだ。

			「それでは今度こそ――いただきます」

			　いわゆる『食通』である俺は、いきなりがっついて食べるような真似はしない。まずは目で見て楽しむのだ。

			（青色の俊敏性の草と紫色の魔力の草――そこに真っ黒なオーガの涙が加わることにより、食欲を根こそぎ奪い取るような絶望的な調和(ハーモニー)が成り立っているっ！）

			「それでは――実食といこうか」

			　俺は箸(はし)でサラダをつまみ、そのまま一思いに口へと放り込んだ。

			「くうぅっ！　まっっっずいっ！」

			　俊敏性の草の強烈な苦みと魔力の草の純粋な不味さ。そこへ鬼の涙の副作用である全身の痛みが加わる。

			「さらに畳みかけるように――っ！」

			　俺は一気に本日の飲み物(ドリンク)――謎の液体を口に流し込んだ。

			　するといつものように謎の液体は口の中で必死に飲み込まれまいと大いに暴れ回った。そう、この液体は生きているのだ。

			　謎の液体を口内でしっかりと噛み切り、殺し切った上でようやく飲み込む。

			「っぷはぁ～～っ！」

			　たまらない――実に癖になる不味さだ。

			　その後も食っては飲み、飲んでは食うを繰り返していると、気付けばあれだけあったサラダはあっという間になくなっていた。

			「ふぅ……食った食った――ごちそうさまでしたっ！」

			　俺は自分の食べた食器類を流し台で綺麗に洗い、乾燥させるために食器置き場へと立てかけた。

			（風呂にも入ったし、夕飯も終えた――さて、ここからが『お楽しみ』の時間だ）

			　さて、まずは今日の戦利品の観賞だ。

			　俺は今日手に入れたばかりの【Ｄ－98：古の剣】を道具一覧(アイテムウインドウ)から、取り出す。まだ実体化はさせずに、カード化したままの状態だ。

			「『98』……ふふふ、『98』……っ！　――指定番号(ナンバーズ)カード！」

			　少しランクは低いが、それでも希少な指定番号(ナンバーズ)カードであることに変わりない。俺の頬が緩んでしまうのもやむないことだ。

			「さてテキストは……と」

			『カード』は上部にそのアイテムの絵が、そして下部に説明書きが表示されている。

			「なになに――『遥か昔に滅亡したとある王家の紋章が刻まれた剣。考古学的に価値ある一品』か……遥か昔に滅亡したとある王家？」

			　これはまた芳(こう)ばしい香りのするフレーズだ。

			（廃墟となった『王家の遺跡』みたいなのがありそうだな……）

			　俺は過去多くの遺跡から宝物(アイテム)を収集してきた。

			　天(てん)井(じよう)が落下してくる吊り天井。壁から放たれるボウガン。毒の塗られた竹やりが敷き詰められた落とし穴。定番の罠(トラツプ)であるそれらを掻(か)い潜(くぐ)り、遺跡の最奥で宝物(アイテム)を発見した喜びといったら……それはもう筆舌に尽くしがたいものがある。

			「さてと」

			　妄想に耽(ふけ)るのもほどほどに、古の剣を実体化させた。

			「ふむ……これが『王家の紋章』か……」

			　紋章は古の剣の柄(つか)の部分に彫られていた。六(ろく)芒(ぼう)星(せい)があり、その中心に鬣(たてがみ)の立派な獣が立っている。非常に独特なデザインだ。

			（この剣の元持ち主、名は確か……あべ……アベ……。――そう、アベオ。彼はいったいどこでこの一振りを手に入れたのだろうか？）

			　今度機会があれば、それとなく聞いてみよう。

			「さて、お次は本日の主役――【Ｂ－41：解呪の指輪】だ！」

			　道具一覧(アイテムウインドウ)から解呪の指輪を取り出し、テキストを読み上げる。

			「どれ――『一度だけどのような呪いでさえも無効化することができる古の指輪。使用後は自(じ)壊(かい)する』、か」

			『どのような呪いでさえも』……って、すごくないか？　ちょっと試しに解呪の指輪(これ)を装備したまま、自分に呪いをかけてみようかな……。いやいや、でも『使用後は自壊する』みたいだし、さすがにもったいないか……。

			「それでは実体化っ！」

			　俺はカードに魔力を流し込み、解呪の指輪を実体化させる。

			「はふぅ……」

			　鈍い輝きを放つ銀色の指輪――眺めているだけでつい、息が漏れてしまう。

			「つけるなら、小指か？　人差し指……いや、中指か？　薬指は……少しまずいか」

			　どの指が最も似合うのか、指輪を付け替えて試してみる――うむ、つけるなら右手の人差し指だな。

			「っふー……堪能した……」

			　本日の戦利品である彼らとの対話を十分に終えた俺は次の――毎晩恒例となっているあの作業へと移る。

			「磨くか」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から、今まで収集してきた様々なアイテムの一部を取り出し、一つ一つ丹念に磨いていく。

			　カード化している状態のアイテムは、劣化しない。――しかし、しばらく陽の光を浴びていないアイテムは人々の記憶から褪(あ)せ、寂しそうな表情をつくる……気がする。

			　だからその所有者たる俺は、彼ら彼女らと対話を重ね、しっかりと愛情を注ぎ込むという義務がある。

			「ふふっ、【Ｂ－３５０Ｖ：欲望の仮面】なんて手に入れるのに何回死んだことやら……」

			　理由は不明だがヴァルナで取得した指定番号(ナンバーズ)カードには、番号の後に『Ｖ』が付く。

			「次は【Ａ－１１４Ｖ：血濡れのサボテン】……か。これは確かエミヤとルシファーと協力して取ったんだっけか……」

			　アイテムを磨いていると、友人たちとの懐かしい記憶がつい昨日のことのように思い出された。みんないったい今頃何をしているのやら……。

			　整備され、ピカピカになったアイテムを俺はベッドの周囲に円を描くように並べていく。

			「ふむ……今日はこのあたりでいいだろう」

			　ベッドの周りが多種多様なアイテムで埋め尽くされたあたりで、俺のお楽しみ時間(タイム)は終了を迎える。

			　時計を見れば時刻は既に早朝の五時三十分となっていた。

			「おっといけない。そろそろ寝なくては……」

			　十分な睡眠時間を確保することは、冒険者にとっての優先事項の一つだ。

			「その前に――〈権利の楔／ライト・ウェッジ〉」

			　盗難防止のために円形に並べたアイテム全てに〈権利の楔／ライト・ウェッジ〉をかけておく。これで今から二十四時間の間は、このアイテムの位置を把握することができる。万が一盗まれた場合でも、一日もあれば犯人を八つ裂きにして取り返せるから安心安全だ。

			「ふぁぁ……」

			　そろそろ寝るか。

			　俺は部屋の電気を消し、床に就いた。

			「――ふふ……ふふふふふっ！」

			　宝物(アイテム)に囲まれながらの睡眠――あまりに幸せな一(ひと)時(とき)に自然と笑いが込み上げてくる。

			（今日もいい夢が見られそうだ）

			　そのまま俺は眠りについた。

			　

			■

			　

			　窓から注ぐ穏やかで暖かい太陽の光により、俺は目を覚ます。

			「うーん……ふわぁ……」

			　大きく伸びをし、現在時刻を確認する。

			「ん……もう六時か……」

			　ベッドの周りを見ると、寝る前にセットしておいた宝物(アイテム)たちが「おはよう」と朝の挨拶をしている……気がする。

			「ふふっ、おはよう」

			　だらしなく緩みそうになる頬を、鋼の理性で押さえつけ、凛とした表情で彼らに挨拶を返す。

			「さて、今日は何をしようか……」

			　乱れた寝具を整えながら、俺は今日の予定を思案する。

			（何でもいいからこの世界のアイテムを集めたい……特に指定番号(ナンバーズ)カード）

			　異世界転移、初日に二枚もの指定番号(ナンバーズ)カードを手に入れたことにより、俺の気持ちは非常に高ぶっていた。

			（――いや、少し急ぎ過ぎか。幸いなことにまだまだ金はあるし）

			　懐にはグリード氏から貰い受けた五万ギルから宿泊費千ギルを差し引いた四万九千ギルがある。

			（よし、今日は街に繰り出してこの世界の情報を集めよう）

			　おそらくそっちの方がアイテム集めもスムーズに進むだろう。

			　俺が今後の行動方針を定めたところで――。

			「き、きゃぁぁぁあああああああっ!?」

			　お隣さんから、けたたましい悲鳴が聞こえてきた。短い時間だが、もはや聞き慣れたこの声。聞き間違うはずもない。

			「ソフィ!?」

			　俺はすぐさま自室を飛び出し、隣室の――２０４号室の扉を開けた。鍵がかかっていたために、扉の蝶(ちよう)番(つがい)の部分が破裂する。

			（……建(たて)付(つ)けが悪い）

			　壊れてしまった扉本体を捨て置き、ソフィの部屋へと踏み入る。

			　見ると、ソフィは独立洗面台に設置された鏡の前で呆然と立ち尽くしていた。

			「どうした、ソフィ!?」

			　俺の表情を認めたソフィは、消え入りそうな声でつぶやいた。

			「ち、血が……」

			「血……？　血がどうかしたか？」

			「――私、なんでこんな血塗れなんですか？」

			「……ん？」

			　彼女は何を言っているんだ？　その血(それ)は一本角オークの生き血であり、昨日の養殖で頭から盛大にかぶったものだ。

			　俺が現状を説明しようと口を開いたその時、ソフィが信じられないことを口にした。

			「あれ？　……そういえばどうして、ドラさんが私の部屋に？　……というか私はどうやって私の部屋に？」

			（……まさか、これは。……いや、まだ断定はできない）

			　俺は一(いち)縷(る)の望みをかけ、ソフィに問いかける。

			「ソフィ……？　もしかして、覚えてないのか……？」

			「え、えっと……何がですか……？」

			　弱ったな、これが噂に聞く『記憶喪失』というやつなのか……？　いや、まだ断定するのは早計だ。何より、ソフィには記憶喪失となる原因がない。どこかで頭をぶつけたわけでもあるまいし。

			（とにかく、この単語を並べれば答えがわかるはずだ！）

			　俺は今も小首を傾げて「あれー？」と呑気なことを言っているソフィに、ある質問を投げかけた。

			「ソフィ――『一本角オーク』『首』『視線』。……どうだ、何か思い出さないか？」

			「『一本角オーク』に『首』に『視線』……？　それがどうかしたんですか……？」

			　ソフィはキョトンとした顔でそう返事をした。

			（これはもう疑いようもない――はっきりくっきりばっちりと記憶喪失だ）

			　二度目の養殖で起きたあの不幸な事件(アクシデント)が、よほど堪(こた)えたのだろう。ソフィの防衛本能が、自己を守るために『忘却』を選択したのだ。

			（さて、どうしたものか……）

			　こうなってしまっては、記憶の『つじつま合わせ』が大変だ。

			　率直に「一本角オークの首を切った後にグリード商会へ向かい、そこで眠ってしまったソフィを俺がおぶって宿に寝かせた」と、真実を詳(つまび)らかに説明するのは至極簡単だ。しかし、それはせっかく彼女が記憶喪失というウルトラＣで癒やした傷を徒(いたずら)に広げることを意味する。

			（とにかく、ソフィがどこまで覚えているかを聞き出さなくては……）

			　そこから適当に嘘のストーリーをでっち上げて、今のこの状況――血塗れで宿に寝ていた状況に結び付けてやればいい。

			「――なぁ、ソフィ。覚えている中で、一番記憶に新しい出来事は何だ？」

			　

			■

			　

			　その後の検証の結果、ソフィの記憶は一度目の養殖が終わり、冒険者カードでレベルアップを確認したところまで残っていることが判明した。つまりその後の出来事――二度目の養殖はもちろん、グリード氏との商談に至るまで、一切の記憶が消えていた。

			　そこで俺は『記憶のつじつま合わせ』のために、嘘の話を紡ぎ始める。

			「最終確認だが――養殖が終わった後、レベルアップを一緒に喜んだところで、記憶が途切れている。……間違いないか？」

			「はい、すみません……」

			　ソフィはしょんぼりと頷いた。

			「ふむ、その後なんだか……」

			「はい」

			「えーっと……その後は……」

			「はい」

			（……まずい。……『いい感じ』のストーリーが何も思い浮かばない）

			　自分で言うのも何だが、俺はそれほど口が上手くない。いや正確には『俺は』というよりも『ヴァルナの住人は』である。

			　基本的にヴァルナにおいては『強さ』こそが、至上にして至高のステータス。話がかみ合わなくなったり、お互いの要求がぶつかったりしたときは『なんだ？』『あ？』『ぶっ殺す！』が最も基本的な解決手段である。

			（いや、落ち着け。相手は何もグリード氏のようなやり手ではない。――純(じゆん)真(しん)無(む)垢(く)にして、無(む)菌(きん)培(ばい)養(よう)で育てられたようなあのソフィだ）

			　前後が完璧に繋がっており、全く違和感を覚えさせないような完璧なストーリーを紡ぐ必要などない。『何となくあり得そうな話』をでっち上げればいいんだ。

			（よし……いくぞ）

			　俺は覚悟を決め、一度深呼吸をし、精神を整える。

			「えーっとだな……。あの後、レベルアップに歓喜したソフィは……。あー……、そう。何を思ったのかバク転を始めたんだ」

			「ば、バク転ですか!?　私、そんなことできませんよ!?」

			「あ、あぁ……相当に浮かれていたからな。その後、不運なことに頭上から地面に落下したんだ。それで気を失ってしまい、俺がここの宿まで運んできた」

			（……我ながら、なんて酷いストーリーだ）

			　これではさすがのソフィといえども騙されないだろう……。俺が恐る恐る彼女の表情を窺うと――

			「な、なるほど……。それはまた大変なご迷惑を……すみませんでした」

			　――ソフィは本当に申し訳なさそうに、頭を下げた。

			（騙している側の俺が言うのもなんだが、この子はもう少し人を疑った方がいい）

			　将来悪い男に騙され、ヒモを養うことになる未来がありありと想像できた。今後はそういった方面も少しは教えてやらねば、非常にまずい気がする。

			「あ、あぁ。次から気を付けてくれれば問題ない」

			「はい、ありがとうございます。――でも、あれ？　頭を強く打った割には、たんこぶができていないような……」

			　ソフィは自分の頭をぺたぺたと触りながら、首を傾げる。

			「それはその……あれだ。人間興奮状態になるとアドレナリン的なホルモンが出ると言うだろう？」

			「なるほど！」

			　ソフィが納得してくれたところで、俺は強引に話題を転換する。これ以上何かを突(つつ)かれては、ボロが出てしまう。

			「よし、それじゃソフィ。そろそろ朝ごはんにしようか」

			「あっ、そうですね。わかりました。――ですが、その……シャワーを浴びてきますので、少し待っててもらえますか？」

			「わかった。それじゃ俺は支度をしておくから、準備が済んだら呼んでくれ。部屋は隣の２０３号室だ」

			「わかりました、急ぎますね！」

			「ゆっくりでいいぞ」

			　パタパタと風呂場にかけていくソフィを見送り、俺は自室へと戻った。

			「さて、朝食だが……何を作ろうか」

			　ソフィは魔法使い(ウイザード)。本来ならば、【Ｄ：魔力の草】や【Ｄ：知力の草】を使った料理を出すところなのだが……。

			（ソフィは精神面に少し難があるからな……）

			　強くなるためには、これからも養殖を続けていかなければならない。

			（昨日はちょっと不運な出来事(アクシデント)があったけど、日に一度や二度の養殖で記憶喪失になられていては一向に修業が進まないからな……）

			　ソフィの精神面の――『血と死』への順応は目下のところ急務である。

			（今日は――肉体(フイジカル)面を鍛えようか）

			　とある異世界にはこういう言葉がある――『健全な精神は健全な肉体に宿る』。意味は、何事も体が資本……だったかな？

			「肉体を鍛えるためには……これかな」

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から【Ｄ：体力の草】と【Ｄ：筋力の草】と【Ｄ：耐久の草】をそれぞれ二枚ずつ取り出した。

			　それらを包丁で千切りにし、皿に盛りつける。ドレッシングには、昨晩同様【Ｃ：鬼(オーガ)の涙】を振りかけた。

			「ふむ、こんなところか」

			　強化系の草は栄養価が非常に高く、腹持ちがいい。一人あたり三枚分もの量の草があれば、朝食としては十分に足りるだろう。

			　俺が本日の朝食を完成させるとほぼ同時に、部屋の外から甲高いソフィの声が聞こえてきた。

			「と、扉がっ!?」

			　……『扉』？　あぁー、そういえば壊した後そのままにしておいたっけか。

			　その後すぐに、自室の扉がコンコンとノックされた。

			「ど、ドラさん、私です。ソフィです！　扉が……私の部屋の扉がっ！」

			「鍵は開いているから、入ってくれ」

			　俺がそう言うとガチャリという扉の開く音とともに、ソフィが「お邪魔します」と言いながら入ってきた。

			　基本的に俺は自室に鍵をかけない。なぜなら鍵をかけたところで、防犯上何の意味も為さないからだ。俺に危害を加えられるレベルの相手に鍵などなんの意味もない。

			「ど、ドラさん！　私の部屋のドアが破壊されていたんですけど、……まさか泥棒が入っちゃったりしたのでしょうか!?」

			　ソフィは見るからに狼狽していた。何か大切なものでも部屋に置いてあったのだろうか？

			「あー、あれは少し建付けが悪くてな。俺が扉を開けた拍子に取れてしまったんだ。まぁ格安の宿だし、よくあることだろう」

			「な、なるほど……。さすがはドラさん――なんか落ち着いていて格好いいですね……」

			　どうやら変なところでポイントを稼いでしまったようだ。ソフィが尊敬の眼差しをこちらへと向けているのが、こそばゆい。

			「まぁ、そんなことは置いておいて、食事にしよう。ちょうど今でき上がったところだ」

			　テーブルの上に置かれたピンク色に赤色、それから黄色の混じった色とりどりのサラダを指さす。

			「えっ!?　ドラさんが作ったんですか!?」

			「あぁ、もちろんだ。さっき支度をしてくる、と言ったじゃないか」

			「てっきり外食をするために身支度を整えてくるのかと。ご飯まで用意してもらって……何だか申し訳なくなってきました」

			　ソフィはしょぼくれた表情で俯いてしまった。

			（いい子なんだが、もう少し感受性を下げた方がいいな）

			　感受性が高過ぎるが故に、養殖時に殺されるモンスターの気持ちを考えてしまい、心を病む。同時に人の好意や悪意にも鋭敏になり、人付き合いに疲れ、心を病む。

			　何より弟子の食事管理は、師匠である自分の役目。俺は一度引き受けた仕事は最後まできっちりとこなす性(た)質(ち)である。俺は彼女の憂いを晴らすように、努めて明るく声をかけてやった。

			「気にするな、これも修業の一環だからな！」

			　すると一転ソフィの表情が固まった。

			「……今、な、なんと言いましたか？」

			「ん？　あぁ、これも修業の一環だからな」

			「……ということは、この料理(これ)はまさか!?」

			「もちろん、どれも強化系の草ばかりだ。これからは毎日三食、きっちりと食べもらうぞ」

			「えっ……あっ……」

			「さぁ、食べようか？」

			「うっ……い、いやぁぁぁぁぁああああああ！」

			　それから俺たちは二人で仲良く食事を楽しんだ。

			　途中ソフィが鬼(オーガ)の涙の副作用である全身に走る激痛に耐え切れず、痙(けい)攣(れん)を起こしたが、何とか口は動かすことができたので俺が食べさせることで無事に解決した。
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			「ご、ごちそうさま……でした……」

			「お粗末様でした」

			　しっかりと全てのサラダを食べきったソフィは、その充足感からただ虚空を見つめていた。

			　彼女がぼーっと座っている間、俺はテキパキと後片付けをこなしていく。すると不意にソフィがポツリと呟いた。

			「……これからの食事は、ずっとこうなんですか？」

			「いや、今は比較的薄味――刺激の小さい食材ばかりだが、ソフィがヴァルナ(こつち)の味に慣れていけばもっといろいろなものを出そうと思っている」

			　同じ味の食事ばかりでは流石に飽きてしまうからな。そういった心配は必要ない。

			「そう……ですか……」

			　ソフィは座りながら静かに涙を流した。その顔はどこか達観したような、ある種神々しさを感じさせるものだった。

			「ところでソフィ、この後なんだが……空いているか？」

			「……？　はい、特に何もありませんが」

			「そうか、それはよかった。この世界に馴染むためにも、いろいろと聞いておきたいことがあっ――」

			「――そういうことでしたか！　ドラさんにはお世話になりっぱなしですから、遠慮せずに何でも聞いてください！　私が知っている限りのことをお伝えします！」

			　ソフィは嬉しそうに、そう答えてくれた。

			　しかし、俺がやったことと言えば、簡単な養殖の手伝いと飯を食べさせたぐらいのものだ。それほど感謝されるようなことは何一つしていない。

			（しかし、喜んでくれたなら何よりだ）

			　人から感謝をされて気を悪くするものなど……ヴァルナには数多くいるが、俺はそういう類(たぐい)ではなく、ごく普通の感性の持ち主だ。普通に嬉しく思う。

			「そうだな……じゃあまず、この世界の名前を教えてくれ」

			　ヴァルナと比較する際に、きちんとした名前があった方がわかりやすいからな。

			「この世界の名前……ですか？　う、うーん……」

			　それほど頭を悩ます問い掛けではないと思ったのだが、ソフィは頭を抱えてしまった。

			「……強いて言うなら『グリシャ神(しん)国(こく)』ですかね」

			「強いて言うなら……とは？」

			　ソフィの回答は何とも歯切れの悪いものだった。

			　それに一国が世界の名を冠するとはどういうことだろうか？　その『グリシャ神国』とやらが、この世界を支配しているのだろうか。

			「そうですね……まずこの世界の情勢をお話しした方がわかりやすいかもしれません」

			「よろしく頼む」

			　ソフィはコクリと頷くと、この世界の情勢について語り始めた。

			「この世界にはここ『はじまりの街バース』を含めて五つの主要な街があります。各街はそれぞれ一柱の女神様が治めており、ここバースでは『祭り』を司る女神アスフィア様がいらっしゃいます」

			（こ、この世界には五柱もの女神がいるのか!?　ということは……最低でも五つもの神器が!?）

			　まさしく『心が躍る』という奴だな……。興奮が抑えきれん！

			「ど、ドラさん？　大丈夫ですか？」

			「あぁ……問題ない、続けてくれ」

			「は、はぁ……。それでですね、五柱の女神様がそれぞれ意見を出し合い、この国――グリシャ神国を運営しているのです。ですからこの世界の名前というなら、グリシャ神国になるかと思います」

			「なるほど……他に国や街はないのか？」

			「誰も見たものはいないそうなんですが、邪神の治める『邪神国』というモンスターが跋(ばつ)扈(こ)する国があるそうです」

			「じゃ、邪神？」

			　またもや芳ばしい単語(ワード)が出現した。先ほどからこの世界――グリシャ神国はどうなっているんだ！

			「はい。数百年前にある街を治めていた一柱の女神様が堕天し、邪神となってしまわれたそうです」

			　元女神から堕天して邪神となったのか……。しかし――。

			「――さすがに邪神一に対して女神五では、勝負にならないのではないか？　それともそれほど、その堕天した女神――邪神が優秀だったのか？」

			「私はお会いしたことがありませんが、本当に優秀な女神様だったみたいです。――それと、これはあくまで噂なのですが」

			　ソフィはそう前置きしたうえで、ポツリポツリと話し始めた。

			「実は――五柱の女神様の内の誰かが邪神を裏で支援しているそうなんですよ」

			「ほう……女神も一枚岩ではないということか」

			「あ、あくまでも噂ですよ？」

			　しかし、これは良いことを聞いた。邪神を支援するからにはその女神には、何かしらの目的――つまりは『欲』があるということだ。そこを上手く刺激すれば、神器を手に入れることができるやもしれん。

			『神器』の入手は困難を極める。何せ強引に奪い取ることができないのだ。神器を所有する神がその所有権を手放さない限り、神器は俺のものとはならない。

			　そんなことを考えていると、ソフィから想定外の横やりが入った。

			「とにかく、女神様にはあまり関わらない方がいいですよ」

			「ん、それはどうしてだ？」

			「これからの話は、私の意見じゃないですよ？　あくまで周りでよく言われていることですからね？」

			　ソフィはそう強く念押しした。

			「――女神様は基本的にすごく傲(ごう)慢(まん)で我(わが)儘(まま)です。そして女神様の背後には、女神の名を冠する『クラスタ』という厄介な集団が控えています。女神様はこの街の頂点――その女神に仕えるクラスタは次第に街の行政を担うようになり、大きな権力を握りました」

			「ふむ、なるほど」

			「クラスタには女神様を心から信仰している者もいれば、ただ権力を欲する者など色々な思惑が渦巻いています。ですから――」

			　そのときソフィの話を遮るように、ゴンゴンゴンと自室の扉が叩かれた。

			「ん？」

			「ひっ!?」

			　それは指でするような優しいノックではない。拳で殴りつけるような荒々しいものだった。

			「ちょっと！　えーっと……誰だっけ？」

			「先輩……ついさっき確認したばかりじゃないですか……テオール・ドラさんですよ」

			「そう、テオール・ドラ！　ここにいるのはわかっているのよ！　さっさと出てきなさい！」

			　扉の外からは女の声が二つ聞こえてきた。どうやら俺のことを知っているようだが……。はて？　この世界――グリシャ神国には昨日転移してきたばかりだ。俺の名前を知っているものはごく少数に限られる。ソフィにギルドの受付嬢、グリード氏に後は……この宿の店主ぐらいなものだ。

			（ソフィとグリード氏から漏れることは無いとして、怪しいのはギルドの受付嬢とこの宿の店主か……）

			　しかし、いったい誰が何の目的で俺のことを調べたのであろうか？　グリシャ神国に来てからというもの、騒ぎを起こした記憶はないのだが……。

			「こ、この声は!?」

			　ソフィの顔が青く染まる。どうやら彼女には声の主に心当たりがあるようだ。

			　

			【Ｆ：酒(しゆ)精(せい)山(ざん)の湧き水】酒精山から湧き出るアルコール度数99％を誇る無色透明な水。飲むと喉が焼けただれる代わりに、混乱耐性が微増する。

			【Ｄ：謎の液体】飲むとステータスの一つがランダムに微増する。ただし、この液体は生きており、口の中で激しく暴れ回る。

		

	
		
			11　女神アスフィア

			　

			「んん？　何よ、鍵もかかっていないじゃない。入るわよ」

			　荒々しく開かれた扉から、二人の絶世の美女が姿を見せた。

			　先陣を切り、横柄な態度で入ってきた女は少し背が高く、背まで伸びる艶やかな金髪が目を引く。金と白を基調とした肩口やお腹周りを露出した服に、下はミニスカートを履いていた。

			　その後ろに続く女は少し背が低い。黒と白を基調とした体形(ボデイライン)がくっきりと出るワンピースのような服装に、短く肩口あたりで切りそろえられた漆黒の黒髪が、その陶器のようなきめ細やかな肌と相まって非常に印象的だった。何よりも――。

			（――なんという『神性』の高さだ）

			　これほど上物の神は、ヴァルナでも珍しい。いったいどれほど希少な神器を保有しているのだろうか……是非ともお近づきになりたい。

			「あ、アスフィア様……」

			　ソフィがポツリとそう呟いた。

			（なるほど彼女がこの街――バースを治める女神アスフィアか）

			「ちょっと！　あんたが最近この街を荒らしているテオール・ドラってや――」

			「――お初にお目にかかる、女神アスフィア」

			　先ほどから無駄に態度のでかい金髪の女――推定アスフィアの従者――を無視し、黒髪の美女――女神アスフィアの前に立つ。

			「え……？　いや、私はその……」

			「凄まじいまでの神々しい『気』を感じる。いったいどれほどの徳を積んだのか……」

			「あ、ありがとうございます……。ですがその……私ではなくて……」

			　先ほどから女神アスフィアは、俺の背後へと視線を送り、なぜか何度も頭を小さく下げるという奇行に走っていた。見ると、俺の背後には鬼の形相を浮かべた金髪の女が立っている。

			（……なるほど、そういうことか。アスフィア……なんと奥ゆかしい女神だ）

			　つまり、彼女は従者である金髪の女の無礼な態度を俺に詫びているのだ。

			「心配無用だ、女神アスフィア」

			「え？」

			「俺はそんな小さいことで機嫌を損なうほど狭量な人間ではない」

			「……は、はぁ」

			　しかし、これだけは彼女のためにも――ひいては俺が今後手にするであろう彼女の神器の質を下げないためにも、言っておかねばならない。

			「しかしだな……なんというか、従者はもう少し選別した方がいい。こんな失礼な女を連れているようでは、品格を――ひいてはその荘厳な『神性』を下げることにも繋がりかねない」

			　すると女神アスフィアの顔がみるみる内に青く染まっていった。

			（ん？　何かまずいことを言ってしまったか……？）

			　そんなことを考えていると、俺の服の袖が『くいっくいっ』と引っ張られた――ソフィだ。

			「ど、ドラさん……その方は女神アスフィア様ではありません……」

			「……ん？」

			「その方はこの街に新たに舞い降りた女神セイラ様。現在この街を治めるアスフィア様はあちらの――」

			　ソフィの視線をたどった先には、なんと先ほどの無礼な金髪の従者がいた。

			　彼女は真っ赤な顔で地団駄を踏み、自己紹介を始めた。

			「あ・た・し・がっ！　女神アスフィアよ!!」

			「なっ、これが……女神アスフィア……!?」

			　俺の問いかけにソフィは、コクコクと何度も頭を縦に振った。

			　先ほどからの横柄な態度。本当に神かさえ疑わしい程の微弱な『神性』。それに何よりも――。

			（――汚れている）

			　何か裏で小汚いことをやっているのだろう。その神性は酷く薄汚れたものだった。

			「これ!?　今、あたしのことこれって言った!?　物扱いした!?」

			　大袈裟な身振り手振りで、女神アスフィアは怒りを露(あらわ)にしていた。

			「出てって！　あたしの街から出てって！　今！　すぐに！」

			　しかし、今はこんな神性の低い、汚れた女神の相手をしている場合ではない。目の前に超級の神が存在するのだから。

			（セイラと言ったか……ふむ、いい名前だ）

			　俺は頭にしっかりとその名を刻み込み、女神セイラに向き直る。

			「ねぇ！　ちょっと聞いているの!?　あたしの街から出てってって言ってんのよ！」

			「女神セイラ、先ほどは失礼した。既に知っているようだが、改めて自己紹介を――俺はテオール＝ドラ。気軽にドラと呼んでくれ。それと――」

			　俺はチラリとソフィに視線を送り、自己紹介を促す。

			「何で!?　どうして、無視するの!?　あたし、何かした!?」

			「あっ、私はマヌー＝ソフィリアです。ソフィと呼んでいただけると嬉しいです」

			　ソフィが挨拶をし、丁寧に頭を下げる。すると女神セイラは服の裾を正し、「これぞ正に女神」という優しい微笑みを見せた。

			「これはご丁寧にありがとうございます、ドラさん、ソフィさん。私は慈愛の女神セイラ。――そしてこの方がバースを治める祭りの女神アスフィア様です」

			「そう！　そしてあたしはセイラの先輩！　女神の社会は縦社会！　あたしの方が遥かに偉い！」

			「ところで女神セイラよ、こんな朝っぱらからいったい何の用だ？」

			　女神が俺を訪ねてくる理由に、全くと言っていいほど心当たりがなかった。

			「いくつかの物騒な噂がありましたので、少し事実確認をと思いまして」

			『物騒な噂』……？　一見平和に見えたこの街にもやはり闇の部分があるのか……。しかし、物騒な噂が存在することと俺の宿に訪問することに何の繋がりが……はっ!?

			（なるほど！　新参者で世相に疎い俺に注意喚起するために来たということか！　それもわざわざ女神が直々に！　……何と心優しき女神なのだろうか。その神性の高さも納得がいくというものだ）

			　俺がそんなことを考えていると、女神セイラが小声で耳打ちをしてきた。

			『すみません……できれば先輩の相手もお願いしたいのですが……』

			　チラリと背後を振り返るとそこでは――今や話に入ることを諦めたのか、女神アスフィアが部屋に飾ってある宝物(アイテム)をしげしげと観察していた。

			（神性が低いと言っても一応は神。何とも無礼な輩ではあるが、最低限の礼儀は尽くしてやってもいいか）

			　何より俺の宝物(アイテム)に強い興味を示しているようだ。感心感心。所有者として解説の一つでも加えてやらねばなるまい。

			「女神アスフィアよ、それが気に入ったの――」

			「――ぷぷぷ、なぁにこれ？　こんなガラクタ飾って、何の意味があるの？　あっ、もしかしてこれが『オタク』とかいう奴？　きもっ！　あはははははははっ！」

			（……がら……くた？）

			　あまりの衝撃に地面が揺れたような錯覚に陥る。

			「……今、なんと言った？」

			「ん、何々、怒っちゃった？　あたし別に悪くないわよ？　オタクにオタクって言って何が悪いものですか！」

			「……違う、その前だ」

			「その前って……『ガラクタ』？」

			　女神アスフィアは、何の悪気も無さそうに無神経に無配慮に――そう言い放った。

			「……俺はいい。確かにこういう蒐(しゆう)集(しゆう)癖(へき)が、気持ち悪がられることもあるだろう。――だがな、友人たちと集めたこの宝物(アイテム)を貶(おとし)めることは、誰であろうと許さん！」

			「ぷぷぷ、何マジになっちゃってるのよー。気持ち悪っ！　これだからオタクって奴は、ほんときもい！」

			「……撤回する気はないんだな？」

			「ガラクタにガラクタって言って、何が悪いんですかー？　ウケるんですけどー？　ぷぷぷぷぷーっ！」

			　人の努力や思い出、その価値を正しく認識できないどころか貶めるような輩は――そんな異(も)物(の)は――この世界に必要ない。

			「そうか……じゃあ死ね。――〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉」

			「……え？」

			　突き出した俺の右手から紅(ぐ)蓮(れん)の業火が吹き荒れる。

			「先輩、どいてくださいっ！　――〈聖女の盾／セイント・シールド〉っ！」

			　アスフィアの前に躍り出た女神セイラが見たこともない魔法を発動した。

			　すると、神聖な気を放つ輪(わ)が幾重にもなって俺の眼前に展開された。

			（このタイミングで発動したことを考えると防御魔法の一種か……。――しかし）

			　出力が弱いな。

			「そんな!?　――っきゃぁ」

			　一瞬の均衡の後に、紅蓮の業火が〈聖女の盾／セイント・シールド〉を食い破った。街一つ程度なら軽く燃やし尽くす灼熱の炎がセイラへと殺到する。

			（……くそっ、今彼女(セイラ)を殺す訳にはいかない）

			　セイラほど神性の高い女神は珍しい。そんな彼女の持つ神器の希少性と言ったらそれはもう……想像するだけで涎(よだれ)がでてきそうだ。なんとしても――どんな手段を使っても頂戴しなければならない。間違ってもこんなつまらない揉め事で、彼女を殺すようなことはあってはならない。

			（あぁ、もっと練習しておくべきだったな……）

			　俺はヴァルナの友人たちとは違い、あまり魔法が得意ではない。〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉の炎を巧みに操り、セイラの背後に控えるアスフィアのみを焼き殺すような器用な真似はできない。

			（やむを得んか……）

			　仕方なく魔法(バーニング・フレイム)をキャンセルする。

			　炎が消え明瞭(クリア)になった俺の視界は、尻餅をつき大きく目を見開くセイラと、その背後で鬼の形相で俺を睨みつけるアスフィアをとらえた。

			「なぜ邪魔をする、女神セイラ？」

			　彼女は俺の問いに答えず、自身の胸に手を当て呆然としていた。

			「あんた……人間如きが神に手をあげていいと思ってるの……？」

			　先ほどのふざけた空気から一変、底冷えするような低音でアスフィアが問うてきた。

			「思い上がるな、アスフィア。――お前のような低位な女神が、俺の宝物(アイテム)を虚(こ)仮(け)にしていいと思っているのか？」

			　いわゆる『神』なんてものは、星の数ほども存在する。異世界にだいたい一柱や二柱はいる――逆説的に神は星の数ほど存在するのだ。そんな神の中でも特に『神性』の低いアスフィア如きが――いや、どれほど高位の神であったとしても、俺と友人たちの血と汗と涙の結晶である宝物(アイテム)を貶めることは到底許されるわけがない。

			　それに第一殺した神の数なんぞ、百より先は数えていない。

			「そう……。あんたがその気なら、やってやろうじゃないの」

			　アスフィアからバチバチという何かが弾けるような音と共に、青色の光が漏れ出した。

			（これは……放電現象か……？）

			　ソフィからアスフィアは『祭りを司る神』と聞いていたが、彼女は雷神の一種なのだろうか？
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			「なぁ、ソフィ。……ソフィ？」

			　彼女の名を呼ぶが返事がない。不審に思った俺が背後を振り返る。するとそこには、部屋の端っこで身を抱えるようにして震えているソフィがいた。

			（これは……少し配慮が欠けていたかもしれないな……）

			　ソフィはいまだ修業中の身である。全力には程遠いとはいえ殺意の籠った俺の魔力と、神性が低いとはいえ女神の怒気を孕んだ魔力。この二つがぶつかるこの空間は、ソフィの体には毒だ。

			（ソフィでは、戦闘の余波に耐えられないかもしれないな……。少し面倒だが、アスフィアを血祭りにあげるのは、彼女を安全な場所へと避難させてからとしよう）

			　俺が目くらましとして再び〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉を発動しようとしたそのとき――。

			「そこまでです」

			　俺とアスフィアの間に女神セイラが立ち塞がった。

			「どきなさい、セイラ。女神に楯突くこの不敬者を、ビリッビリのバリッバリにするんだからっ！」

			　アスフィアが真っ赤な顔で地団太を踏み、その度(たび)に激しい雷鳴が響く。彼女の足元は熱によるものなのか、黒く焦げ付いており、独特の異臭を放っていた。

			「先輩、落ち着いてください。こんなところで先輩が暴れたら、それこそ街が崩壊してしまいます！　とにかく今は抑えてください」

			「はぁ、あんた寝ぼけてんの？　そんなことどうでもいいわよ！　あたしがコケにされたのよ？　女神であるこのあ・た・し・がっ！」

			「確かに、それは本当に許せないことです。アスフィア様ほど、立派で心の優しい女神もそうはいません」

			「でしょ？　でしょ？　そうでしょうっ!?」

			「はい、ですから――」

			　その後も女神セイラは必死にアスフィアを宥(なだ)め、一触即発の空気は、徐々に霧散していった。

			「――ねっ、先輩？　ですから、ここは深呼吸して、一度落ち着きませんか？　ほら、一緒にやってみましょう？　はい、吸ってー、吐いて―。吸ってー吐いてーっ」

			「すーっ……はーっ……。すーっ……はーっ……。――ありがとう、セイラ。少し、冷静になったわ」

			「いえいえ、それは何よりです」

			「ふふふ……そう！　相手は所詮下等で下劣な人間！　天(てん)上(じよう)の存在であるこのあたし――女神アスフィア様が、あんなつまらないゴミムシ相手にムキになっちゃ駄目よね！」

			「あ、あはは……。……はぁ」

			　セイラが深く、重いため息をついた。その目は少し濁っており――少しだが『神性』が下がっていた。

			（おそらくアスフィアを説得している際に、いくつかの嘘を言ってしまったのだろう）

			　神性は神として適切な行動をし、民からの信仰を得た場合に上昇する。その反面に不道徳な、間違った行いをすると低下していく。

			（……やはり、アスフィアは邪魔だ。可及的速やかに処分しなければならない）

			　俺がアスフィアの殺処分を脳内で計画していると、彼女が突如俺の方を強く睨み、さらには指を突き付けてきた。

			「聞きなさい、このドラ野郎！」

			　……『ドラ野郎』？

			「あんたに決闘を申し込むわ！　時間は今夜二十一時、場所はバース北方にある空き地よ！」

			　そういうとアスフィアは俺の足元へ、純白の――見るからに高級そうなハンカチを投げ捨てた。

			（ん、このハンカチは……？　……なるほど、手袋の代わりというわけか）

			　俺は昨日のあべ、アベ……そうアベシ。彼から決闘を受けたときのことを思い出す。

			（しかし、決闘を申し込むのに毎回このような儀礼的な行為をするとは……）

			　この世界の人々はなんというか……非常に『意識が高い』。例えば血(けつ)痕(こん)一つさえない、磨かれた冒険者ギルド。やれ決闘が起これば、わざわざ足を向け、集まってくれる血と死に飢えた心優しい住民。そして度々見受けられるこのような儀礼的な行為。

			（――これは俺も気を引き締めねばなるまいな）

			　俺は今『ヴァルナ』という看板を背負って、この世界を歩いている。いわばヴァルナ代表のようなものだ。その俺が礼儀を知らない浅慮な振る舞いをしていては、ヴァルナを軽んじられることにも繋がりかねない。

			「どうしたの？　もしかして……さっきのあたしの大魔力に怖じ気づちゃったの？　ぷぷぷ、まぁ？　あたしはとっても優しいから？　土下座して『私みたいなゴミムシがアスフィア様に楯突いてごめんなさい』って言えば、許してあげないこともないわよ？　ふふふ、あーはっはっはっはっは！」

			　アスフィアは勝ち誇った顔で、高らかに笑う。

			（――そう、これもそうだ。『決闘』だぞ？　わざわざ、真っ向から申し込むなんて……律儀にも程がある……）

			　ヴァルナにおいて、正面を切って決闘を申し込む者は極少数派(マイノリテイー)だ。決闘とは相手を殺すために行うもの。それゆえ、奇襲や不意打ち・闇討ちなどのポピュラーな手段で、相手を瀕死の重傷にしてから――自身の勝利が動かぬものになってから、申し込むことが好ましい。

			（これほど礼を尽くされてはな……。俺もいつもより敬意を持って、対応せねばなるまい……）

			　敬意を込めて、アスフィアに一礼をする。

			「ん？　ふふふん～、ようやく自分の犯した愚かな過ちに……っくぁ!?」

			　そしていつもより入念に、いつもより執拗に彼女のハンカチを踏みにじった。

			「その決闘、謹(つつし)んで受けさせていただこう」

			　俺は女神アスフィアの目をしっかりと見据える。

			「あ、あああああんたっ！　それ、いくらしたと思って……っ!!」

			　彼女は手をヤキモキと動かし、再びバチバチと放電を始めた。

			（ふむ、この完全な敵対姿勢……無事に決闘は成立したようだな）

			　今にも掴みかかってきそうなアスフィアを前に、セイラが必死に宥め落ち着かせる。

			「せ、せせせ先輩！　ストップです、ストップ！」

			「[image: gaiji-a.png]ぁんっ!?」

			「と、ともかく、決闘は無事に成立したんですから、ここは抑えましょう！　大丈夫ですよ。過程はどうあれ、『結果』はきちんと先輩の思う通りになっているんですから！　……ね？」

			「む……ぎぃぃぃいいいいいっ！」

			　アスフィアは頭をかきむしり、歯を食いしばってこちらを睨みつけた。

			「ふーっふーっ……あんた、楽に死ねると思うんじゃないわよ！」

			「……？　当たり前だろ」

			『死』は全て等しく、辛くて苦しいものだ。これまで数えきれないほどの死を経験してきたが、たったの一つでさえ楽なものはなかった。意識を失ったときに殺された場合でさえ、後の『デスペナルティ』によるアイテムロストに涙を呑む。

			「はっ、覚悟はもうできているようね。――まぁいいわ。確認よ、今夜二十一時バース北方にある空き地にて……異存はないわね？」

			「あぁ、了解した」

			「ふんっ！　残り短い余生を精々満喫することね！　……いくわよ、セイラっ！」

			「はい」

			　そういうとアスフィアはセイラを引き連れて、部屋を出て行った。去り際にアスフィアは「逃げるんじゃないわよっ！」という捨て台詞(ゼリフ)を、セイラはペコリと一礼を残していった。

			（それにしても……あの『神性』の高さは、まさに『圧巻』の一言に尽きるな……。俺の知っている中でも三本の指に入るのではないだろうか？）

			　俺の女神セイラに対する興味は尽きることは無かった。

			「なぁ、ソフィ。女神セイラは……ん？　ソフィ？」

			「は、はふぅ……」

			　二人の女神が去ったことにより緊張の糸が切れたのか、ソフィは糸の切れた人形のようにその場に崩れ落ちた。

			「おーい、ソフィ？　大丈夫か？」

			　返事がない、ただのソフィのようだ。

			「はぁ……また気を失ったのか……」

			　ここ二日、ソフィは意識がある時間の方が少ないのではないだろうか？

			（ソフィの部屋は……っと。扉が壊れていたんだったっけか……。仕方がない、俺のベッドに寝かせておくか……）

			　ソフィを抱きかかえ、自分のベッドの上に寝かせ付けてやる。

			（うーむ、今日はこの世界の情報を仕入れる予定だったんだがな……）

			　彼女の顔を覗き込むと『すーっ、すーっ』と短い呼吸音が聞こえるだけで、全く目を覚ます素振りはない。

			「……仕方がない。昨晩の続き――アイテム磨きでもするか」

		

	
		
			12　女神セイラの苦悩

			　

			「んなあぁあああああっ！　もうっ、む・か・つ・くぅうううううっ！」

			　宿屋『お魚パラダイス』から出たアスフィアが奇声を発する。

			『おっ、アスフィア様だ。……相変わらず荒れていらっしゃるな』

			『やだよ、もう……。今度は何を始めるつもりなんだい？』

			『ママー、セイラ様だよー』

			『こらっ、今は隣にアスフィア様がいるでしょっ！　近寄っちゃ駄目、何されるかわかったもんじゃないんだからっ！』

			　大通りを歩く人々の冷たい視線がアスフィアに集中する。

			「ふ、ふふふふふっ、でもいいわ……。今夜衆人環視の中、ぐうの音も出ないほどに――まるで使い古したボロ雑巾のようにしてあげるんですからっ！　そう、あのあたしのハンカチのようにっ！」

			　ドラに踏まれたあのシルクのハンカチのことを思い出したのだろう、彼女はバチバチと放電を始めた。

			（はぁ……さっきからずっとこの調子……）

			　セイラは一人、頭を抱えてため息をこぼす。

			　アスフィアは『女神』としてのプライド――選民意識のようなものが強く、人間を見下す傾向がある。

			（大丈夫だとは思うけど、念のため一度釘を刺しておいた方がいいですよね……）

			　セイラはアスフィアを刺激しないように、努めて明るく、日常会話でもするように気軽に話しかけた。

			「もう……先輩。ほどほどにしてくださいね？　彼もこの街に住む一人の住人。間違っても殺しちゃ駄目ですよ？」

			「…………やだなぁ、セイラはもう！　このあたしがそんなことするわけないじゃない！」

			「あはは、そうですよね。失礼しました」

			　セイラは「その長い沈黙はなんだったんでしょうか？」という喉元まで出かかった質問をグッと飲み込む。

			「……はぁ」

			　すると自分でも気付かない内につい溜息が漏れ出てしまった。

			（っ!?　し、しまった！）

			　溜息(こんなもの)をアスフィアに聞かれては、また機嫌を損ねてしまう。

			　彼女が恐る恐る視線を横に向けると、アスフィアは今もブツブツとドラの悪口を言っていた。

			（よかった……、聞こえていなかったみたい）

			　最近のアスフィアはよく荒れている。誰彼構わずに喧嘩を売ることが増えた。

			　以前、公園の鳩(はと)に「ちょっと、何見てんのよ？」と突っかかっていった時は、本当にどうしようかとセイラは一晩中頭を抱えた。

			（多分、『アスフィアクラスタ』への寄付金が減っていることが原因なんだろうな……）

			　ここ数年アスフィアクラスタへの寄付金は、大きく目減りしていた。

			　原因は度重なるアスフィアの不(ふ)祥(しよう)事(じ)。モンスターに放つはずだった雷撃が、発射寸前のクシャミにより照準が狂い、近くの冒険者に直撃。寄付金の私的利用の発覚。度々噂されている貴族との黒い繋がり。

			　今度はいったいどんな不祥事を起こすことやらと街中が白い目を向けていることに、当の本人であるアスフィアは全く気付いていない。

			（うっ……またお腹が痛くなってきました……。早く帰って、胃薬を飲まないと……）

			　そんな彼女の気苦労をみじんも理解せず、アスフィアは今も呑気に「シュッシュッ！」と口ずさみながら、シャドーボクシングのようにパンチを繰り出している。

			「ふ、ふふふふふっ！　あの澄ましたオタクの顔が、苦痛に歪む様が目に浮かぶわっ！」

			　アスフィアは嗜虐的な笑みを浮かべ、高笑いを始めた。

			（先輩、このままいけばいつか『堕天』しそうな勢いです……。――でも、今はそんなことより目先の問題を解決しなければ……！）

			　こんなどうしようもないアスフィアだが、一応はこの街を治める女神。万が一にも、今晩の決闘で敗れるようなことがあれば、大混乱は避けられない。念には念を入れて、セイラは注意をしておくことにした。

			「先輩、あの人間――テオール＝ドラさんはただものではありません。油断はしないでくださいね？」

			「んー、まぁ……そうね。あんたの〈聖女の盾／セイント・シールド〉を突破するほどの魔法を使うみたいだし……」

			　彼女は少し考え込むように顎に手を添えた。

			「――でもまっ、そこまで警戒に値する敵じゃないわね！　そりゃセイラの得ている『信仰』は大したもんだけど、あんたはまだ『座(ざ)』に就いてないし、『神威(かむい)』も解放してなかったじゃない！」

			「それは……そうですが……」

			「それに何より、汚い魔法だったしね……ぷぷぷっ！」

			　アスフィアの言う通り、あのときドラが放った魔法――〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉はお世辞にも『綺麗』と呼べるものではなかった。構成は荒く、範囲も左右均等ではない――まるで子どもがまき散らしたような雑な炎。

			（でも……火力だけは異常だった）

			　セイラの発動した〈聖女の盾／セイント・シールド〉は、中位以下の攻撃系魔法全てを無効化するもの。その守りを中位魔法である〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉は容易く砕いた。それも全く威力を減(げん)衰(すい)させることなく。あのままドラが魔法をキャンセルしなければ、生身の彼女では耐え切れなかっただろう。

			「まぁ、あんたの言うことはいつも正しいし……。そうね、少しだけ注意増(ま)しにしておくわ」

			　普段はこんなアスフィアだが、その力だけは本物だ。

			　少しでも警戒心を持ってもらえたならば負けることはないだろう、とセイラは胸を撫で下ろす。

			「それじゃ、セイラ。悪いんだけど、バース北方に人を集めておいて。多ければ多いほどいいわ！　『街を騒がす悪者を成敗！』――これはまたとない『信仰』ゲットのチャンスなんだからっ！」

			「……わかりました。ところで、先輩はどうするんですか？」

			「ん、あたし？　ふふふ、あたしはちょっと準備があるのよ。気にしないでいいわ」

			　そういうとアスフィアは鼻歌交じりに、雑(ざつ)踏(とう)に消えていった。

			（あの先輩の良い笑顔……。今度はいったい何をするつもりなんだろう……）

		

	
		
			13　謝罪

			　

			「――はっ!?　ど、ドラさんっ!!」

			　部屋のベッドで寝かせておいたソフィが、突如飛び起きた。時刻は既に二十時――約束の時間まで後一時間となっていた。

			「おはよう、ソフィ。どうしたんだ？」

			　俺は手に持つアイテムを道具一覧(アイテムウインドウ)に収納し、彼女の方へ向き直る。

			「よ、よかった。まだ居てくれた……」

			　ソフィは心底ほっとしたように、胸を撫で下ろした。見ると額には、大粒の汗が浮かんでいる。

			「どうした？　悪い夢でも見たのか？」

			「……はい、少しだけ。……本当に、悪い夢を」

			　ソフィはそれ以上、悪夢の詳細を語ろうとはしなかったし、俺も特に問いただすようなこともしなかった。

			「……ドラさん、今ならまだ間に合います。アスフィア様に謝りに行きましょう」

			「……は？」

			　ソフィは信じられないことを口走った。

			（アスフィアに……謝る……？　どうして、なぜ？　いや、そもそも俺が……？　……意味がわからない）

			　俺の頭はいくつもの疑問で溢れかえった。アスフィアは、俺が友人たちと集めた宝物(アイテム)をあろうことか『ガラクタ』呼ばわりした。その後も反省の態度が一切見えないどころか、更に侮辱を重ねた。

			（人間――いや、神でさえも、誰しも間違うことはある。あのとき、しっかりと謝罪をするならば、半殺しで許してやったものを……）

			　俺の中でアスフィア(あれ)の殺処分は、揺らぐことの無い確定事項となっている。

			「ソフィ、どうして俺があんなものに頭を下げなくてはならないんだ？」

			　問いかけに対し、ソフィは躊躇(ためら)いがちに口を開いた。

			「……気を悪くさせてしまったら、すみません。ドラさんがとんでもなく強いことは、私もよく知っています」

			「ふむ」

			「……ですが、『人間』では絶対に『神様』に勝てません！」

			　ソフィは強く断言した。

			（『人間では神に勝てない』……だと……!?）

			「……はぁ」

			　意図せず、大きなため息が漏れ出す。だが、そんな俺を責められるものがいるだろうか？　いや、まさかいるまい。

			『人間は神を殺せる』――あえて口にするほどのことでもない、ヴァルナにおいてはごく一般的な常識だ。そんなことは赤(あか)子(ご)でさえも知っている。何より、俺は既に何柱もの神を殺している。

			（しかし、ここでソフィの話を中断するのも悪手だな……）

			　この世界――グリシャ神国は今までに経験してきたどの異世界よりも、異質な文化や法則・常識がはびこっている。

			（もしかすると本当に、グリシャ神国では、『人間は神を殺せない』というのが一般常識なのかもしれない……）

			　なんにせよ、この世界の常識を知る良い機会だ。ここは詳細を検(あらた)めさせてもらうべきだろう。

			「ソフィ、詳しく説明してくれないか？」

			「はい。まず私たち――『人間』の強さというのは、基本的に個人のステータスに依存したものです」

			「あぁ、そのようだな」

			　俺が頷いたことを確認したソフィが、話を続けていく。

			「でも『神様』は元から高いそのステータスが、人々からの『信仰』により……なんと十倍にも二十倍にもなると言われています」

			　十倍に二十倍……とんでもない上昇倍率だ。まさに神器もびっくりの性能である。しかし――。

			「すまない、『信仰』とはなんだ？」

			「あっ、えーっとですね……簡単に言いますと――人々からどれだけの信用や信頼を獲得しているか、です」

			（なるほど、ヴァルナで言うところの『神性』のようなものか……）

			　これまでの経験上神性の高い神は、民衆から絶大な支持を得ていた。その反面に神性の低い神は、民衆から忌み嫌われていることが多かった。

			「しかし……その話でいくと、女神セイラはとんでもない強さになるのではないか？」

			　もし本当に捧げられた信仰により神の強さが決まるのであれば、セイラの強さはヴァルナでもやっていける水準にあるだろう。

			（それにしては……彼女の放った防御魔法――〈聖女の盾／セイント・シールド〉だったか。あれは、お世辞にも強いと言える出力ではなかった）

			　俺の質問に対し、ソフィは静かに首を横に振った。

			「いえ、セイラ様は、アスフィア様より強くありません。あの方は、まだこの街の『座(ざ)』に就いていないので、信仰による恩恵を一切受けていないんです」

			（ん？　『座』……？）

			　聞き慣れない単語の連続に首を傾げる。それを機敏に察知にしたソフィは、すぐさま解説を始めた。

			「『座(ざ)』というのは、とても抽象的で概念的なもので……各街に一つずつあって……ですから、えーっと……」

			　非常に説明が難しいものなのだろう。ソフィは奇妙な声をあげながら、必死に頭を捻っている。

			「そうですね……この街で『一番偉い役職』みたいなものです。この座に就いた神様は人々から捧げられた信仰を、自身の大幅な強化に利用できるんです」

			「なるほど……」

			（『神の強さの仕組み』に『信仰』それに『座』……か。中々に興味深い話だった）

			　チラリと横目で時計を確認すると既に二十時二十分となっていた。

			（約束の時間まで後四十分。そろそろ支度を始めなければ……）

			　貴重な情報を提供してくれたソフィに感謝をしつつ、俺はベッドの周囲に並べたアイテムを回収していく。

			「こんなふうに神様は私たち人間と力の『質』も『規模』も違います。もちろん、ドラさんがとっても強いのは本当に理解しているつもりです。……でも人間である限り、神様には絶対に敵いません」

			「……そうか」

			「確かに……アスフィア様のあの態度や悪口は……よくありませんでした。ですが、神様に喧嘩を売って――死んでしまっては……何もかもが終わりなんです」

			　そう言ったソフィの眼尻には、涙が浮かんでいた。もしかするとさっきの悪夢というのは、俺がアスフィアに殺された夢だったのかもしれない。

			「わかった。……謝りに行こう」

			　俺の回答が予想外のものだったからか、ソフィは目を丸くした。

			「ほ、ほんとですか!?」

			「あぁ、だからソフィ。バース北方にある空き地に案内してくれないか？　アスフィアはそこにいるだろうからな」

			「は、はい！　急いで準備をしてきます！」

			　そういうとソフィは駆け足で隣の部屋――２０４号室へと向かった。

			「ふぅ……悪いな、ソフィ。あまり時間が無いんだ」

			　決闘の開始まで約三十分――この少ない時間で、ソフィに『人間は神に殺せる』ことを説得するのは、俺のあまり達者でない口では不可能だ。それに何より――。

			（――『百聞は一見に如かず』と言う。実際にアスフィアの生首を取って見せた方が早いし、何より確実だ）

			「……まぁ、嘘は言ってないよな……うん」

			　嘘はついていない、嘘は。俺はアスフィアを殺処分した後、殺してしまったことを「すまない」とセイラに詫びるつもりだ。

			「よし、完璧だ」

			　俺が理論武装を整え終わったとき、扉がコンコンとノックされた。

			「ソフィです。お待たせしました」

			「よし、そろそろ行くか」

			　もう何度目になるだろうか……俺は神殺しを敢行すべく、バース北方へと向かった。

			　

			■

			　

			　決闘の場へと向かう道中、どうにも気になったことがあったので、ソフィに尋ねてみた。

			「なぁ、ソフィ。ちょっといいか？」

			「はい、どうしました？」

			「アスフィアは『祭りの神』という話じゃなかったか？　どう見てもあれは、雷神だったんだが……」

			　あの極端に気が短いところといい、感情の乱れにより漏(ろう)電(でん)を起こすところといい、俺の中の雷神像と非常に合致する。

			「えぇ、アスフィア様は祭りの神様で、その属性が『雷(かみなり)』なんですよ」

			「祭りの神で、属性が雷……。なるほど、役割と属性が分かれているということか」

			「はい。例えばセイラ様は慈(じ)愛(あい)の神様で、その属性は『聖(せい)』です」

			（聖属性の慈愛の女神か……まさしくセイラにぴったりだな……）

			　疑問も氷解したことだし、これで心置きなく異物を処分できるというものだ。

			　その後、ソフィの道案内を受けて少し歩くと、昨日も通った大通りへと出た。

			（陽も暮れていると言うのにずいぶんと賑やかだな……）

			　大通りでは、今も多くの露店が松(たい)明(まつ)を掲げており、まるで昼間のように明るかった。

			（それにしても……妙だな……）

			　不思議なことに、多くの人々が俺たちと同じ方角へ――北へ北へと向かっている。

			「なぁ、ソフィ。今日は何か祭りでも――」

			「――ど、ドラさん、これを見てくださいっ!?」

			　ソフィは顔を青くして、道端に落ちてあった一枚のビラを拾い上げる。

			「ん？　どうしたんだ急に……ほぅ」

			　そこには『金髪の女』と『ボロ布をまとった男』が描かれていた。男は満身創痍な状態で地に倒れ伏し。その一方で女は無傷のまま、倒れた男の背を踏みしめ、高らかに笑っていた。

			（これはアスフィアと……俺……のつもりか？）

			　そこに描かれたイラストは、なんとも前衛的で挑戦的な一品だった。

			（なんというセンスの無さ……棒人間でももう少しマシな仕上がりになるだろうに……）

			　アスフィアが描いたと思われるイラスト(それ)の下には、汚い字で『決闘』『時刻：二十一時』『場所：バース北方の空き地』と書かれていた。

			（つまりは……）

			「ど、ドラさん……こ、この大勢の人たちはもしかして……」

			「まず間違いなく、俺とアスフィアの決闘を見に行くつもりだろうな」

			「っ!?」

			　ソフィが声にならない声をあげた。その顔は青く、どこか生気が抜けているようにも感じられた。

			「どうした、ソフィ。大丈夫か？」

			「……ど、ドラさん。こんな大勢人の前で、本当に……？」

			「あぁ、当然殺(ころ)……謝るつもりだ」

			　……危ない危ない。うっかりと口を滑らすところだった。

			「そ、そんなのっ――！」

			「――あぁ、良い見(み)世(せ)物(もの)になるな」

			　これだけ多くの人の前で醜態を晒せば、アスフィアの信仰など脆(もろ)くも崩れ去るだろう。彼女は、俺が友人たちと必死になって集めた宝物(アイテム)を虚(こ)仮(け)にしたんだ。見世物にぐらいなってもらわないと、割に合わない。

			　俺がそんなことを考えていると――。

			「い、いくらなんでもこれはアスフィア様がやり過ぎです！」

			　珍しいことに、ソフィは顔を赤くして怒りを露(あらわ)にした。

			（……ふむ……わからん）

			　ソフィはなぜこのタイミングで、急に怒り出したのだろうか……？　何か俺が気に障るようなことでも口走ってしまったのだろうか……？　俺が頭を捻っていると、ソフィは続けて信じられないことを提案し始めた。

			「そ、そうだ、ドラさん！　一緒に逃げましょう！　私の村に来ればきっと、なんとかなります！」

			　……逃げる？　俺が？　誰から？　なぜ？　いくつもの？(はてな)が頭を埋め尽くすが、今は一々理由を問いただしている時間はない。

			「――駄目だ。一度口にした言葉の責任は、きっちりと取らなければならない」

			「そんなっ!?」

			（ドラさん……、あのとき決闘を受けるって言ったこと……そこまで重く……。何て真面目で誠実な人なんだろう……）

			　嗚呼……今でも目を閉じれば、ついさっきのことのように思い出してしまう。

			　

			【――ぷぷぷ、なぁにこれ？　こんなガラクタ飾って、何の意味があるの？　あっ、もしかしてこれが『オタク』とかいう奴？　きもっ！　あはははははははっ！】

			【なぁにこれ？　こんなガラクタ飾って、何の意味があるの？　あっ、もしかしてこれが『オタク』とかいう奴？　きもっ！】

			【なぁにこれ？　こんなガラクタ飾って、何の意味があるの？】

			【こんなガラクタ】

			【ガラクタ】

			　

			「……クソ野郎がっ！」

			　ソフィの言う通り、アスフィアはやり過ぎたのだ。あの場でこの街を更(さら)地(ち)にしなかった自分の自制心を褒めてやりたい。

			「ドラさん……」

			（あんなに強く拳を握って……。アスフィア様、さすがにこんなのって、あんまりだよ……）

			「っと、すまない。そろそろ行こうか」

			　その後、人の流れに乗って歩くこと十数分。ようやく『バース北方の空き地』に到着した。

			（ふむ……確かに『空き地』だな）

			　ぽっかりと空けた平野には、俺とアスフィアの決闘を見に来た大勢の人々が円を描くように立っていた。そしてその中心に自信満々に腕組みをしているアスフィアと、どこか沈痛な表情で腹部をさするセイラの姿があった。

			「ふふん、よく来たわね、その度胸だけは褒めてあげるわっ！　てっきり、尻尾を巻いて逃げるものだと思っていたのに！」

			　俺とソフィの姿を認めた観客たちがにわかに騒ぎ始めた。

			『っ!?　おい、来たぞ！　アスフィア様に喧嘩を売った大馬鹿野郎がっ！』

			『ほんと馬鹿な奴だなぁ……人間が神に勝てるわけがないだろうに……』

			『アレはろくに仕事もせず、酒ばっか飲んでるポンコツ女神だけど、『強さ』だけは圧倒的だからなぁ……』

			『どれどれどんな顔をして……って、あいつ!?』

			『なんだ、知り合いか？』

			『ちげぇよ！　お前も噂ぐらい聞いたことあんだろ？　昨日ギルドの前で、アベルを半殺しにした冒険者だよ！』

			『あぁ、あの話か！　ってことは……隣のは、血まみれだったって言う奴隷の娘か？』

			『そうだ。まぁ、これで彼女の辛い奴隷生活も終わると思えば……今日ぐらいアスフィア様(あのポンコツ)を応援してやってもいいんじゃないか？』

			　――さて、決闘とは、当事者である両者のみで執り行われるものではない。当事者である二人は己の誇りと尊厳を賭けて闘い、観客はその魂のぶつかり合いに応えるように歓声をあげ、場(ば)の雰囲気を作り上げていく――言ってみれば観客参加型の催し物のようなものだ。

			（しかし、これほど多くの観客が集まる決闘などずいぶんと久しいな……）

			　そもそも近年ヴァルナでは、俺に決闘を申し込む者が激減しており、観客云々の話ではない。そんな俺からすれば、これほど整えられた場での決闘というのは……何か格別なものがあった。

			（ふふ、俺としたことが……少し気が昂(たかぶ)ってきたじゃないか……！）

			　武者震いを抑えていると、観客のとある一角から早くも声援があがった。

			『アスフィア様ーっ！　（今日ぐらいは）頑張ってーっ！』

			『（存在意義がなくなるから）負けちゃだめーっ！』

			『俺達に（普段とは違う）雄姿を見せてくれーっ！』

			　流石にアスフィアの治める街(ホーム)というところか。多くの観客は、アスフィアの勝利を願っているようだった。

			「ふっ……ふふふふふっ――きたきたきたぁぁあああああっ！　感じるわっ！　最近ずっと右肩下がりだった、『信仰』の上昇をっ！　漲(みなぎ)るわっ！　あたしのステータスがっ！」

			　両指をワキモキと動かせ、天に吠えるアスフィアはどう見てもただの変質者だった。

			「ど、ドラさん……」

			　ソフィがあまりの大歓声に一歩たじろぎ、不安そうに俺の服の袖をつまんだ。

			（っと、そろそろソフィを安全な場所に避難させなくては……）

			「ちょっと失礼するぞ――よっと」

			「え？　――きゃっ!?」

			　俺はソフィを小脇に抱えて大きく後ろへと跳躍する。決闘の舞台から十分に距離をとったところで、ソフィを再び地に降ろしてやる。

			「ど、どうしたんですか急に？　びっくりするじゃないですか」

			「すまないな、ソフィ――〈拘束の楔／バインド・ウェッジ〉」

			　俺は下位魔法の一つ〈拘束の楔／バインド・ウェッジ〉を使用し、ソフィの座標を固定する。

			「ドラさん、何を……？　ってあれ……すみません、体が動かないんですけど……？」

			「まぁ、そりゃそうだろう。動けなくしたんだからな。加えて――〈守護の壁／ウォール・オブ・ガーディアン〉」

			　不可視の立方体がソフィを包み込む。これは効果範囲こそ狭いが、超高出力の防御魔法だ。『天災』クラスの一撃でもない限り、破壊されることはない。

			（これでソフィの安全は確保された。ようやく心置きなく、殺(や)れるというものだ）

			　すると事態を飲み込めずにいるソフィが、疑問の声をあげた。

			「ど、ドラさん、これは一体……？」

			「不可視の防御魔法をかけておいた。安心しろ、これで殺し合いの余波に巻き込まれることはない」

			「は、はぁ……って、殺し合い!?　ドラさん、謝るんじゃなかったんですか!?　嘘だったんですか!?」

			「嘘じゃないさ。アスフィアを殺してしまったことを、セイラに謝るつもりだ」

			「なっ!?　そ、そんなの詭(き)弁(べん)です！　卑怯です！」

			　ソフィの抗議の声を聞き流し、俺は再びアスフィアの前に立った。

			「意外だな。てっきり、背後から斬りかかってくるかと思っていたんだが……？」

			　当然その場合は、一刀のもとに切り捨てる予定だ。

			「ふんっ。あたしは、あんたみたいな気持ち悪いオタクと違って、神聖で高貴な女神様なの！　そんな姑息な真似誰がするものですかっ！」

			「そうか……それは失礼した」

			（……『神聖で高貴な』行いをしていないから、それほど『神性』が低下しているのではないだろうか？）

			　ポッと湧き出た疑問を胸の内に仕舞い込み、アスフィアと正対する。

			「ルールは？」

			「武器も反則技も――何でもありありよ！　降参なんて認めないわ！　どちらかが戦闘不能になるまで、この決闘は終わらないっ！　……ふふ、今土下座し――」

			「――よし、それでいこう」

			　反則・降参なしのどちらかが死ぬまで――俺も馴染み深い、ヴァルナでの決闘のルールだ。

			「ふんっ、少しぐらいは動揺すればいいのに。ちっとも可愛げがないわね。――まぁ、いいわ。セイラっ！」

			　アスフィアの目配せを受けたセイラが、俺とアスフィアの前に躍り出た。

			「それでは先ぱ――アスフィア様対テオール＝ドラさんの決闘を執り行います。――両者、準備はいいですか？　それでは――始めっ！」

			　決闘の始まりの合図と共に、セイラは大きく後ろへと下がった。

			　俺は道具一覧(アイテムウインドウ)から、【ＥＸ－０：破滅の剣(エクスカリバー)】を取り出し、相手(アスフイア)の出方を窺う。

			　しかし、彼女は武器を取り出すどころか、腕組みをしたままその場から動くことはなかった。

			「隙だらけだが……いいのか？」

			「えぇ、どうぞご自由に？」

			　アスフィアは自信に満ち溢れた顔でそう言った。

			（ふむ……随分と余裕があるな……。反撃(カウンター)に特化した能力でもあるのか？　それとも既に何らかの――遅延発動系統の魔法を展開済みなのか？）

			（ぷぷぷ……残念でした！　あんたは、このあたしと矛を交えることさえできずに、この地に這いつくばるのよっ！）

			　俺とアスフィアの視線が交錯する。

			（あまり考えるのは上策ではないな……。俺はヴァルナの冒険者――対策など不要無用）

			「――では、こちらから行くぞ」

			　強く大地を踏みしめ、一直線にアスフィアへと斬りかかる。

			　その瞬間、アスフィアの顔が醜悪に歪んだ。

			（きたっ！――事前設置型魔法〈雷機雷／ライトニング・マイン〉発動っ！）

			　次の瞬間、足元から眩い光がこぼれ出し、俺の全身を雷撃が駆け巡った。

			「ど、ドラさん……？　――ドラさんっ！」

			「ぷぷぷ……あーはっはっはっはっはっはっ！　完・全・勝・利ッ！　さすがはあたしっ！　いよっ、天下一っ！　――ほら、みんな！　もっとあたしを褒めて、崇め奉りなさいっ！」

			　前方からアスフィアの高笑いが聞こえるが、その姿を見ることはできなかった。さきほどの雷(かみなり)魔法により土煙が巻き上がったため、如何(いかん)せん視界が悪い。

			『流石はアスフィア様、目にも留まらぬ大魔法っ！』

			『なんだかんだ言っても……やっぱ強ぇんだよなぁ……』

			『まぁ、それ以外にこれと言った取(と)り柄(え)もないしね……』

			　観客のざわめきに紛れて、女神セイラの冷ややかな声が聞こえた。

			「先輩、今の魔法は……」

			（あれは事前設置型魔法――〈雷機雷／ライトニング・マイン〉。先輩……準備ってそういう意味だったんですね……？）

			（何、セイラ(あのこ)めちゃくちゃ、こっち睨んでるんですけど……。あの様子だと、あたしが決闘前に仕込んだことがバレたみたいね……）

			「だ、大丈夫よ、セイラ。ギリギリ死なない程度に加減したからっ！　ほら下手に抵抗されても？　あたし、加減とか苦手だし？　多分すぐに殺しちゃうから……そう！　これが最良の方法だったのよっ！」

			「はぁ……わかりました。そういうことにしておきます。……ほら先輩、ドラさんの治療をしますから、探すの一緒に手伝ってください」

			「りょーかいっ！　ふふ、さてさて、どんな無様な姿で――」

			　どうやら二人は俺の姿を探し始めたようだ。しかし――。

			「その必要はない」

			　破滅の剣(エクスカリバー)を一(ひと)振(ふ)るいし、その剣圧で土煙を払いのける。

			「んがっ!?　あ、あんた……どうして……っ!?」

			「先輩の魔法を受けて無傷っ!?」

			「ドラさん、よかったぁ……」

			　眼前ではアスフィアとセイラが目を丸くし、まるで化物でも見るかのような視線をこちらへ向けていた。

			「土煙をあげる魔法……か。いいものを見させてもらった。そんな魔法(もの)は俺の記憶にはないな」

			　女神セイラが使用した〈聖女の盾／セイント・シールド〉と言い、この世界にはヴァルナにはない珍しい魔法があるようだ。

			「『土煙をあげる魔法』……ですって……？」

			　額(ひたい)に青筋を浮かべ、眼尻を吊り上げたアスフィアがこちらを睨みつけている。

			「あぁ、今のはこの世界固有の魔法か？　見た目も派手だし、規模もそれなりに大きい――一発芸には持って来いだな。――もっと他にはないのか？」

			　未知のものを既(き)知(ち)に変える――冒険者の醍(だい)醐(ご)味(み)の一つだ。アスフィアの放った謎の魔法は、俺の知的好奇心を大いに刺激した。

			「……ふ、ふふふふっ！　ここまで虚(こ)仮(け)にされたのは初めてよ。　――いいわ、そこまで死にたいなら、お望み通り殺してあげるっ！　食らいなさい――〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉っ！」

			「先輩っ！　それはやり過――」

			　瞬間、天高くから振り落ちた極大の光(こう)柱(ちゆう)が、けたたましい轟音と共に俺の体を貫いた。

			「ふーっ……ふーっ……。ど、どうよ！　これなら流石に――っ!?」

			「――ふむ、これまた初見の魔法だな。それに俺の耐(たい)性(せい)値(ち)を突破するとは……少し驚いたぞ」

			　アスフィアの落とした極大の雷により、大地は黒く焦げ、独特の焦(こ)げ臭(くさ)いにおいが周囲に充満する。

			『嘘……だろ？』

			『あんなバカでけぇ雷を受けて……無傷……だと？』

			『もう人間やめてるよ……あいつ……』

			　アスフィアの魔法は、一つ一つの見栄えが非常に良い。俺のただ『火力』――その一点のみを追求した汚い魔法とは違って……そう、どこか芸術品のような品を感じさせる。その証拠に彼女が魔法を放つたびに、多くの観客が色めき立っている。

			（しかし、驚いたな……）

			　神性が低いとはいえ、さすがは『神』というべきか。ほんのわずかではあるが、この世界に来て初めてダメージを負ってしまった。

			「う、嘘よっ――あり得ないわっ!?　たかが人間風(ふ)情(ぜい)が雷神の――このあたしの電撃をどうやって……はっ!?」

			　彼女は何かを閃いたのか、両手をポンと打った。

			（この世界の住人は、ソフィやアスフィアを筆頭に本当に表情豊かだな……）

			　俺がそんなどうでもいいことを考えていると、アスフィアはつらつらと自身の推理を語り始めた。

			「アイテムね！　雷を無効化するようなとんでもないアイテムを隠し持っているんでしょうっ!?」

			「残念、ハズレだ」

			「う、嘘っ!?」

			　雷を無効化するアイテムはいくつも所持しているが、現在装備していない。

			「だ、だったら、どうして――どうしてあたしの雷が効かないのよっ!?」

			（答えてやる義理はないが……別に隠していることでもないしな。まぁ面白い魔法を見せてくれた駄(だ)賃(ちん)だと思えばいいか）

			「そうだな、耐性値……と言えばわかるか？」

			「耐性値……って、あの毒耐性や炎耐性とかにある耐性値のこと？」

			「あぁ、そうだ。今回の例でいくと、俺の雷属性への耐性値がアスフィアの魔法の威力を大きく減らしたということだ」

			　俺はヴァルナで数えるのが馬鹿らしくなるほどの死を重ねてきた。その死因は、感電死・焼死・水死・餓死・窒息死と多岐にわたる。そしてそのたびに、少しずつ――ほんの少しずつ耐性値を増やしてきた。『塵も積もれば山となる』――その積み重ねにより、今や俺の耐性値はそこそこなものになっていた。

			「そ、そんなふざけた話、信じられるわけないでしょっ!?」

			「別に信じなくてもいいさ。――まぁ、そんなことよりも」

			（――存外に、楽しめそうだな）

			　神性の低さから、侮(あなど)っていたがアスフィアも少しはできるようだ。それに何より彼女の使う未知の魔法が楽しくて仕方がない。

			（もしかすると、案外アスフィアの『神器』にも期待できるかもしれんな……）

			　俺は少しの欲目を出し、彼女に問いかけてみる。

			「――ところでアスフィアよ、神器は出さなくてもいいのか？」

			　問いかけに対し、彼女は目に見えて機嫌を損ねた。

			「はぁ？　ちょっと私の雷を防いだからって、何調子に乗ってんのよ！　いい？　神器はね、あんたみたいな弱っちい～ゴミムシ相手に使っていい代物じゃないの！　わかる!?」

			　大層なお冠だが、要するに――。

			「俺が強ければ使ってくれるのだな？」

			「えぇ、もちろんよ。まっ、『耐性値』頼みのへっぽこオタクじゃ、このあたしに神器を抜かせるなんて、到底無理な話だけどね！　ぷぷぷぷぷっ！」

			「そうか、なら少しだけ俺も本気で闘おう。ただ頼むから――」

			「頼むから？」

			　俺は一呼吸の内に、アスフィアとの距離をゼロにし、その眼前で愛刀を振りかぶる。

			「――すぐに死なないでくれよ？」

			（やっ――ばっ!?）

		

	
		
			14　神威と神器

			　

			（避け、無理っ！　速(はや)過(す)っ、死……。――使うしかっ！　でも……こんな奴に!?）

			「～～っ神威(かむい)解(かい)放(ほう)っ！」

			「ほぅ……！」

			　確実にアスフィアを両断せしめる一撃は、むなしくも空(くう)を切るだけだった。

			　見ると、その体からは青白い光を放っており、バチバチと激しい音が鳴らしている。

			（これは……超高圧の電流を帯びているのか……？）

			　突如アスフィアの速度が上がったのはこれが原因なのだろう。

			「おもしろいな、なんだそれは？」

			　しかし、彼女は俺の問いには応えずに、鋭い視線をこちらに向けた。

			「はーっ……はーっ……。あんた、その速度……人間じゃないわね？」

			「何をおかしことを……。俺は、純度１００％――正真正銘普通の人間だ」

			　確かにヴァルナには高度な知能を持ち、人語を解する様々な種族が多数存在するし、それらが交わった混(こん)血(けつ)種(しゆ)もいる。しかし、俺は一切混じり気の無い純粋な人間種だ。

			「そう、隠すつもり……。いいわ、だったら今から力(ちから)尽(ず)くで、その口を割ってあげる！」

			　アスフィアは指をゴキゴキと鳴らし、獰猛な笑みを浮かべた。

			「いや、待て待て、こちらの質問にも答えてほしいんだが……。それは、何なんだ？」

			　彼女の纏っている青白い光を指さしながら、先ほどと全く同じ質問を投げかける。

			「ふんっ！　あたしは、あんたみたいな嘘つきオタクじゃないから、ちゃんと嘘偽りなく、真実を教えてあげるわっ！」

			　そう言って、彼女は大層横(おう)柄(へい)な態度で語り始めた。

			「あたしたち『神』は、戦ってるとき以外は神の威光――『神威(かむい)』を制限しているの。まぁわかりやすく言えば、日ごろは超手加減してあげている状態ってことよ！」

			「なるほど。それでは今のこの状態が、アスフィアの本当の姿というわけか」

			「そういうこと。さっきまでのあたしと同じ風に見ていると、痛い目を見るわよ？　体力に敏捷性に魔力に各種耐性値――全てのステータスが大幅に上がってんだからっ！」

			　アスフィアは胸を張って、自信満々に言い放った。しかし――。

			「なんだ、ただ力を解放しただけか……。できれば、もう少しおもしろいものを見せてくれると助かるんだが……」

			　実際のところ、彼女のステータスがどうなろうと知ったことではない。そんなつまらないことよりも、ヴァルナにはない――この世界特有の魔法のような珍しいものを見せてほしい。

			　何か俺の言葉が気に障ってしまったのか、アスフィアの顔がみるみる内に赤くなり、そして――大きなため息と共に一気に沈静化した。

			「……はぁ、あんたのその不(ふ)遜(そん)な態度には、怒りを通り越してある種の尊敬すら覚えるわ。――でもね、あたしは『女神』。あんたのような矮(わい)小(しよう)でちっぽけな『人間』とは一線画す天上の存在なの。その神に喧嘩を売った落とし前は――きっちりとつけさせもらうわ」

			　そういうとアスフィアは、何もない前方の空間に真っ直ぐと右手を伸ばした。

			「我が求めに応じ、顕(けん)現(げん)せよ――雷神の槍(ミヨルミヨール)っ！」

			　その呼びかけに呼応し、何もない空間から突如黄金の槍が現(げん)出(しゆつ)した。

			（……美しい）

			　感動のあまり、思わず息をすることすら忘れてしまった。

			　それは身の丈ほどもある大きく、立派な槍だった。穂(ほ)先(さき)から柄(え)の先端に至るまで金(きん)一色。まるで御(お)伽(とぎ)噺(ばなし)に出てくるような、浮世離れした輝きを放ち、よく見れば柄の部分には精緻な紋様が刻まれていた。

			（間違いない――神器だ）

			　彼女の取り出した珠玉の一品に、観客からも賞賛の声があがっているようだ。

			『あれがアスフィア様の神器『雷神の槍(ミヨルミヨール)』っ！』

			『なんという神々しい槍なんだ……』

			『すげぇ……初めて見たぜ……』

			『アスフィア様にはもったいないな……』

			『あぁ、もったいねぇな……』

			「ふふふっ。あまりの美しさに声も出ないようね！」

			　アスフィアは得意げな顔で、神器を少し大袈裟に振り回す。

			「確かに……これは完全に予想外だ……」

			「ふふんっ！　そうでしょう、そうでしょうっ！」

			　俺の反応に満足したのか、アスフィアは上機嫌に何度も頷いた。

			（しかし……世の中わからないものだ……。こんな神性の低い――薄汚れた女神が、これほど美しい神器を有しているとは……）

			　まだまだ自分の知らない世界というのはあるものだ。

			「さて、おしゃべりの時間はここまでよ。今から始まるのは、一方的な殺(さつ)戮(りく)劇――後悔しても遅いんだか……らっ！」

			　言い切るや否や、アスフィアの鋭い突きが襲い掛かる。

			　俺はそれらを紙一重で回避しながら、彼女の動きに注意を向ける。

			（確かに……言うだけのことはあるな……）

			　『神威(かむい)解(かい)放(ほう)』とやらのおかげか、アスフィアの速度は見違えるほどに向上していた。

			「ほらほらほらぁっ！　逃げてばっかりじゃ、勝てないわ……よっ！」
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			　アスフィアが更に加速し、俺の頭目掛けて黄金の槍を振り下ろす。

			　その一撃を破滅の剣(エクスカリバー)で受け止めたその瞬間、激しい振動が右腕を襲う。

			「……ちっ」

			　すぐさま後ろへと跳躍し、アスフィアと距離をとる。

			「なるほど……。穂先に電流を流し、超高速で振動させているのか……。いわゆる高周波ブレードという奴だな」

			「ご明察。あたしの槍を何度も受けてると、握力が弱って刀も持てなくなるわよ？」

			　なんという陰湿な闘い方だろうか……。しかし、この女神にはそれが非常に似合っているような気がした。

			「さぁ、精々必死に逃げ回ることねっ！」

			　その後、アスフィアの放つ苛烈な攻撃を時には避け、時にはいなし、時には正面から迎え打つ。

			「あんたのっ！　その刀っ！　あたしの雷神の槍(ミヨルミヨール)を受け止めるなんてっ！　いったい何でできているのよっ！」

			「ふふ、まぁ自慢の一振りだからな」

			　アスフィアの槍を何度も受けている内に、徐々にしかし確実に、振動によるダメージが右腕に蓄積されていく。

			（長期戦は望ましくないな……。そろそろ崩すか……）

			　アスフィアの槍術には、とある癖がある。

			（上段突き、下段突き、中段突き……と来れば次は）

			「死ねぇっ！」

			　予想通り、頭頂部を狙った振り下ろしが繰り出された。

			（ここだな）

			　前もって予測していた一撃に対し、一歩先んじて下段から上段への切り上げを放つ。体重の乗っていない半端な振り下ろしは、俺の切り上げの前に敗れ、アスフィアのバランスを崩した……かのように思われた。

			「――甘いっ！」

			　しかし、突如半回転したアスフィアの横一線――見事な薙ぎ払いが俺を迎撃した。

			「ふっふっふっ！　まずは一太刀っ！」

			　右の頬に手を添えると、薄っすらと血が付着した。

			（掠(かす)ったか……。斬撃耐性には自信があったんだがな……）

			　神器の切れ味に、高周波が合わさり恐ろしいまでの切れ味を実現していた。

			（それにしても――）

			「――見事な槍術だ。誰かに習ったのか？」

			「神学校時代の体育でね。ちなみにあたしの体育の成績は五よ！」

			　アスフィアは手を大きく開き、五本指を見せつけてきた。

			　神学校……神の集う学校のようなものだろうか？　そんな夢のような世界があるならば、是非とも連れて行ってほしいものだ。

			（しかし、さすがにそろそろ剣(けん)戟(げき)の応酬にも飽きてきたな……）

			　まだ何かあるならば、もったいぶらずに、どんどん披露していって欲しいものだ。

			「なぁ、アスフィアよ――これで終わりか？」

			「……はぁ？」

			　俺の意図するところが掴めなかったのか、彼女は露骨に顔を歪(ゆが)めた。

			「他に何かこう……もっと面白い力とかはないのか？」

			「あんったねぇ……神威も解放して、神器まで出したのよ？　これ以上、何があるってのよっ！　第一あんたは今、劣勢も劣勢！　そんな偉そうにできる立場じゃないってのっ！」

			　悲しいことに、アスフィアに何かを隠している節(ふし)はない。

			「そうか――」

			　俺は今まで彼女に合わせていた速度を、通常戦闘時の――ヴァルナで戦うときのものへと切り替える。

			　そして、一足にしてアスフィアの背後へと回った俺は――。

			「え？」

			「残念だ」

			　――その胸に愛刀を深々と突き立てた。

			「先輩っ!?」

			　普段は鈴を転がすような女神セイラの声も、今ばかりは悲壮感に満ち溢れた叫びとなっていた。

			「はぁ……。この程度の速度にもついてこれないとは……がっかりだな……」

			　俺はアスフィアの胸に深々と刺さった愛刀を引き抜き、刀身についた鮮血を振り払う。

			「う……そっ……？」

			　心臓を一突きされたアスフィアは、苦悶に満ちた表情のまま、ゆっくりと地に倒れ伏した。

			（あっけない幕引きだったな……）

			　アスフィアはピクリとも動かず、その胸からは絶えず真紅の血が溢れだしている。

			（……いや。『思ったよりも楽しめた』というべきか？）

			　彼女の神性は、出会った神の中でも最低クラスだ。経験上、神性は『神の強さ』と比例関係にある。神性が高ければ高いほど、より強く優秀な神ということになる。

			（その点、あれほど低い神性を叩き出しながら、アスフィアはよく頑張ったと言えるかもしれないな……）

			　そんなことを考えながら、観客の方へと視線を移す。

			『……嘘……だろ？　……あのアスフィア様が……負けた？』

			『神が人間に負けた……？』

			『いや、そんなことよりも……。あれ……もしかして死んでねぇか……？』

			　彼らは皆一様に、食い入るようにこちらを見ていた。そう、彼らは今か今か待ちわびているのだ……アスフィアの首が宙を舞うのを。

			（『目は口ほどに物を言う』――ふふ、みなまで言わずともわかっているさ）

			　俺は観客の皆がよく見えるように、あえて大袈裟に破滅の剣(エクスカリバー)を振りかぶる。

			『おい、あの野郎何をするつもりだっ!?』

			『アスフィア様は、腐ってもこの街の女神だぞ!?』

			『誰か、早くあいつを止めろっ！』

			　にわかに観客たちが色めき出した。興奮を抑え切れないのだろう。

			「さらばだ、アスフィアよ」

			　俺が一思いに愛刀を振り下ろしたその瞬間――。

			「――〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉っ！」

			　先ほどとは比較にもならない、超極大の光(こう)柱(ちゆう)が俺の視界を埋め尽くした。

			「はぁっ……はぁっ……。ったく、手間かけさせてくれるじゃないっ！」

			「先輩っ！　……よかったぁ」

			「情けない声出してんじゃないわよ、セイラ。あたしの『信仰』は、まだまだ尽きちゃいないっての！」

			「先輩は最近、不祥事続きだったので、少し冷や汗をかきましたよ……」

			「はぁ？　あんた、それどういう意味？」

			「い、いえいえ！　そんな深い意味は……ゴホン。――ところで、先輩。ドラさんは……？」

			「あたしの渾身の一撃をモロに喰らったのよ？　さすがにもう立つことは――」

			　二人で仲睦まじく話しているところ悪いが、今はまだ決闘の最中だ。蚊(か)帳(や)の外に置いてもらっては困る。

			　俺は自身に覆いかぶさった大量の砂と石を蹴り飛ばし、アスフィアの元へと歩みを進める。

			「――っふー。少し……効いたぞ」

			　神威(かむい)を解放したアスフィアの〈神の雷撃／ゴッド・ライトニング〉は、俺の耐(たい)性(せい)値(ち)を上回り、少なくないダメージを与えていた。

			「やればできるじゃないか。見直したぞ」

			　純粋な称賛の言葉をアスフィアへと送る。しかし、彼女はまるで異物を見るような目を、こちらに向けるだけだった。

			「……あんた、いったい何なの？」

			「『何』と問われても、回答に困るな……。強いて言うならば、蒐集家(コレクター)だ。――そんなことよりも、よくあの状態から回復したな」

			　あれは控えめに言っても瀕死の重傷だ。あのレベルの傷を一瞬の内に回復させるとなると、回復系魔法が必要となる。アスフィアは司教(ビシヨツプ)の職を修めているのだろうか？

			「ふんっ、あたしたち女神は、『信仰』がある限り、死ぬことは無い――不死の存在なの！　いくらあんたが化物染みた強さでも、いずれ体力は尽きるもの。この決闘は最初からあんたに勝ち目なんてないのよっ！」

			　彼女は強く、そう言い切った。しかし――。

			「それは違うぞ、アスフィアよ」

			「な、なにがよ……？」

			「『不死』なんてものはあり得ない。どんなものにも遅かれ早かれ、死は必ず訪れる」

			「ど、どうしてそんなことが言い切れるのよっ！」

			「まぁ俺の経験から……だな」

			（そう言えば、もう何年前になるだろうか……）

			　俺の脳裏に昔のほろ苦い思い出が蘇る。

			　ヴァルナにもかつては、不死だと言って憚(はばか)らない者が多くいた。好奇心を刺激された俺は、その自称『不死者』たちに会いに行った。しかし、結果は無残なもの――彼らは〈自動復活／オート・リバース〉や幻覚魔法を駆使し、相手に不死と錯覚させるだけの小者だった。その後、俺は嘘(うそ)吐(つ)き共を皆殺しにし、トボトボと一人帰路についた。

			「いや、経験ってあんた……」

			「経験は馬鹿にできんぞ？　そうだな……例えば俺の見立てでは、お前のその『信仰』は――無限にあるというわけではないだろう？」

			「っ!?」

			「図星か？　さて、それではアスフィアよ――お前は後、何回殺せば死ぬのかな？」

			　言い切ると同時に、俺は彼女との距離を詰め、愛刀を振り下ろす。

			「――そら、二度目だ」

			（速っ……!?）

			　アスフィアの肩口から侵入した愛刀が、その勢いを殺すことなく反対の脇腹までを切り裂いた。

			「痛っつ～～っ！」

			　涙目になりながら、アスフィアは後ろへと大きく跳躍し、俺との距離をとる。見れば、彼女の肩口から脇腹に刻まれた生々しい傷は、みるみる内に塞がっていくではないか。

			「いや、素晴らしい回復速度だ。『信仰』とは凄いものだな」

			「そりゃ、どう……もっ！」

			　神器雷神の槍(ミヨルミヨール)を用いた、アスフィアの攻撃が俺に殺到する。しかし――。

			「――遅い」

			　俺はそれらの攻撃を全て最小限の動作で回避していく。

			「くっ……ちょこまか、ちょこまかとっ！」

			　苛(いら)立(だ)ちによりペースを乱したのか、アスフィアは不用意な『薙ぎ払い』を選択してしまう。

			「悪手だな」

			　真横から襲い掛かるその一撃を、愛刀を用いて叩き落とす。眼前にはガラ空きとなった彼女の胴体が露となる。

			「しまっ――」

			「――そら、三度目だ」

			「くぅ……っ！」

			　俺の突きが彼女の胴体を貫く。

			　痛みを堪えているのか、アスフィアは強く歯を食いしばっていた。

			（まずい……あいつのデタラメな速度(スピード)に対応しなきゃ――勝負にもなりゃしないっ！）

			「離れろっ！　〈雷の円／ライトニング・サークル〉っ！」

			　アスフィアを中心とした同心円状に雷撃が降り注ぎ、俺は回避のために一時後退する。

			　雷撃により周囲には、土煙が巻き上がり、彼女の姿を包み隠してしまった。

			（目くらまし……時間稼ぎのつもりか？）

			「面倒だな……焼くか」

			　右手を前に突き出し、魔法を発動する。

			「〈灼熱の炎／バーニング・フレイム〉」

			　俺の掌から噴出された灼熱の業火が土煙へ殺到した次の瞬間――。

			「『信仰』よ、我が敏捷に聖なる恵みを」

			　――突如アスフィアが俺の眼前に現れた。

			「ほぅ」

			「調子に乗り過ぎよっ！」

			　正確に俺の急所を狙った鋭い突きが、いくつも繰り出される。

			（悪くない速度だ。これならヴァルナでもギリギリやっていけるかもしれないな）

			「死ねっ！　死ねっ！　死ねぇえええええっ！」

			　怨嗟の声を存分に響かせながらも、彼女は丁寧な槍(やり)捌(さば)きで、果敢に攻めかかってくる。

			（……五十八……五十九……六十。アスフィアが加速してからちょうど一分、速度に変わりはなし……か）

			　強化魔法は、持続時間が一分以内であることが多い。つまり――。

			（――魔法による一時的な加速……という線は薄いな）

			　彼女の突きを愛刀をもっていなしながら、問いかける。

			「その急な加速も『信仰』とやらの力か？」

			「えぇ、そう……よっ！」

			　彼女は間(かん)髪(はつ)を容(い)れずに、次々と攻撃を繰り出す。

			（なんて身体能力してんのよ、この馬鹿！　かなりの信仰を敏捷性に回してるのに……やっと同速なんて……っ！）

			「実に興味深いな……。その信仰とやら、俺が習得することはできないのか？」

			『信仰』――今まで渡り歩いてきたどの世界にもなかった珍しい概念だ。もし可能ならば、是非とも会得したいものだ。

			「無理ね。『信仰』は矮小な人間にはない。『神』だけに許された特権的な力……よっ！」

			　しかし、アスフィアの回答は明確な否定だった。

			（くっ、こんな速度で『信仰』を消費してたら、こっちが先にガス欠になるわ……。とにかく長期戦はもたない、やるなら短期決戦っ！）

			「あんたっ！　さっき『おもしろいもの』を見たがってたわよねっ？」

			「ん、あぁ。……その言い草からして、期待してもいいのか？」

			「えぇ、もちろんよっ！（信仰の消費量は大きいけれど、このままじゃ埒(らち)が明かない！）」

			　そういうと、アスフィアは手に持つ雷神の槍(ミヨルミヨール)を大地に突き立て、天高く両手を掲げた。

			（神器を手放した……？　いったい、何を始めるつもりだ？）

			　するとそこへ、地面から大量の黒い砂のような物質が集まっていく。

			（雷神が地(ち)属(ぞく)性(せい)の魔法を……？）

			「バラバラになりなさいっ！」

			　アスフィアは掲げた両手を振り下ろし、同時に黒い砂が一斉にこちらへ向かってくる。

			（避けるのは簡単だが……、せっかくだ。喰らってみるか）

			　そのまま突っ立っていると、黒い砂は一瞬で俺を包み込んだ。

			「ふーっ、ふーっ……。これならいくらあんたでもっ！」

			「――なるほど、磁力で砂鉄を操っているのか。おもしろい発想だ」

			　体にまとわりつく黒い砂をつまみ、しげしげと観察する。

			「んなっ!?」

			　そして少し強めに愛刀を振るい、その剣圧をもって砂鉄を振り払った。

			「加えて、砂鉄一粒一粒を高速振動させている。切れ味も悪くはない……悪くはないが、俺に傷を負わせるほどのものではないな」

			「そん……な……。あんた……何で……？」

			「悪いが、斬撃耐性には少し自信があってな。砂鉄程度では、どれほど切れ味を上げようが、俺の皮膚は切れん」

			　いくら高速振動させ、切れ味を上昇させたと言っても所詮は砂鉄。神器のそれには遠く及ばない。

			「終わりか？　――ならば次はこちらから行くぞ」

			「くっ……来なさい、化物めっ！」

			　その後もアスフィアは懸命に俺の斬撃を防ぐ。しかし――。

			「――どうした？　ずいぶんと速度が落ちているぞ？」

			「はぁっ、はぁっ……んっ。気のせい……よっ！」

			　口では否定しているが、彼女の速度が大きく低下しているのは火を見るよりも明らかだ。

			　先ほどの砂鉄を用いた大技で、消耗してしまったのだろうか？

			「――そら、四度目だ」

			「きゃぁっ!?」

			　一瞬の隙を突き、アスフィアの背に刃を突き立てる。

			（この弱り具合から察するに……後、二、三回ってところかな？）

			（……まずい。このままじゃ本当に……殺されるっ！）

			　俺は先ほど刺したアスフィアの背に視線を移す。

			（……傷の治りが遅い）

			　一度目より二度目、二度目より三度目。アスフィアの回復速度は、重傷を負う度に鈍(どん)化(か)している。

			（おそらくは回復に回す『信仰』すら、底を尽きかけているのだろう）

			「はぁっ……、はぁっ……」

			　アスフィアは胸に左手をあて、苦痛に顔を歪めている。しかし、右手にはしっかりと神器である雷神の槍(ミヨルミヨール)を握り締め、その目に宿る闘志にはいささかの曇りもない。

			「ずいぶんと辛そうだな。今、楽にしてやる」

			「……あ、あんただって、本当はそろそろきついんじゃないの？　そんな速度でずっと動き回って……やせ我慢しなくてもいいのよ？」

			「『ずっと動き回って』……？　それは少し、俺の『体力』を舐め過ぎじゃないか？」

			『体力』のステータスは、ヴァルナにおいて最も重要なものの一つだ。

			　ヴァルナの気候は厳しい。摂氏１００℃を超える猛暑日かと思えば、その翌日には猛吹雪になることなんて日常茶飯事だ。体力のステータスが低いものは、普通に生活を送ることさえ困難を極める。それに一歩街から出れば、血と暴力に飢えたモンスターたちが百体単位で群れをなして移動している。当然、遭遇すれば長時間に及ぶ戦闘は避けられない。

			「この程度の速度でいいならば、三日三晩は動き回れるぞ？」

			「……そう」

			（もう、どこまでが本当でどこからが嘘かがわからないわ……。なんにせよ、『信仰』ももう残りわずか……。次、致死量のダメージを受けたら……回復できる保証はない……。こうなったら、もう奥の手を使うしかないっ！）

			　カッと目を見開いたアスフィアは、大きく後ろへと飛び下がり、槍をまっすぐこちらへと向けた。

			「そろそろ決着をつけるわよ！　かかってらっしゃい！」

			「ふっ、望むところだ」

			　その後、幾度の衝突が起こるが、アスフィアに致命の一撃を負わせるまでには至っていない。

			　最後の信仰を振り絞っているのか、彼女の速度(スピード)は再びヴァルナにおける最低水準程度にまで回復していた。そして俺はあることに気付く。

			「これは……」

			　――誘っているな。

			　アスフィアは先ほどから、一切の攻撃をしてこない。ただ俺の愛刀を受けて、その力を利用して後退する――この繰り返しだ。

			（まぁいい、乗ってやるとするか……。どんな隠し玉を用意していようと、ただ真正面から叩きつぶすだけだ）

			　下手な小細工は弄(ろう)さず、準備も備えも不要無用。今までそうやって生きてきたし、これからも変わることは無い。

			　その後、俺が無気力に刀を振るい、アスフィアがそれを受けて後退するという不毛な茶番が続くこと数回。

			（……きたっ！　ここよ、ここっ！）

			　おそらく、何かしらの準備が完了したのだろう。アスフィアの顔に不敵な笑みが宿る。

			（なんてわかりやすい奴だ……）

			　すると彼女は、槍の構えを解き、余(よ)裕(ゆう)綽(しやく)々(しやく)の表情で語り始めた。

			「――あんたは強い。多分『人間』という矮小な種の頂点に君臨する存在でしょうね。まぁ、あたしに勝るとも劣らない……と言ってあげてもいいわ！」

			「……そうか」

			　これは彼女なりの称賛の言葉なのだろうか？　これっぽっちも嬉しくはないが……。

			「でもね、所詮は醜く地を這う『人間』。天高き、至高の存在である『神』には敵わないのよっ！」

			「……そうか」

			　もはや訂正する気力すら湧いてこない。彼女の中では人間が劣等種族であるという認識は、その身をもって知るまでは、梃(て)子(こ)でも動かないだろう。

			「今こそ決着の時っ！　――行くわよっ！」

			　アスフィアは槍を構え、愚直にもただ一直線に俺の元へと駆けてきた。

			（……何を考えている？）

			　遮二無二突っ込んだところで、彼女に勝機はない。

			　迎撃のために俺が愛刀を振りかぶったその瞬間――アスフィアは俺の射程ギリギリで急停止をすると、左手で何かを強く引っ張った。

			「――どっせぇぇえええいっ！」

			　すると次の瞬間――大地が彼女の元へと大きく引っ張られた。

			「なにっ!?」

			　馬鹿な、ノーモーションでこれほどの魔法を!?

			「死ねぇぇえええええええっ！」

			　バランスを崩した俺目掛けて、雷神の槍(ミヨルミヨール)の突きが迫る。その穂先は、正確に俺の心臓へと向けられていた。

			（まずい……っ）

			　俺は空中で強引に身を捻り、なんとか回避を試みる。

			「もらったぁぁぁああああっ！」

			「ぐっ……」

			　何とか致命傷は避けたものの、無情にもアスフィアの槍は俺の右足を切り落とした。

			　片足を失った俺は、バランスを崩し、地に倒れ伏す。

			「ふ、ふふふ……あははははははっ！」

			　勝利を確信したアスフィアの高笑いが周囲に木霊する。

			「あーぁ、ほんと無様ね！　でも、人間如きにしてはよくやったと褒めてあげるわっ！　ふふふ、私は慈悲深いの。土下座して、命乞いをするなら、命だけは助けてあげるわ！　ほらほら『私みたいなゴミムシがアスフィア様に楯突いてごめんなさい』って言ってみな――ぐへぇっ!?」

			　俺は残った左足で地を蹴り、アスフィアとの距離を詰め――今しがた生えたばかりの右足でその顔面を蹴り上げた。

			「おいおい、足の一本を切り落とした程度で、何を勝った気になっているんだ……？」

			　アスフィアは受け身に失敗し、豪快に地面を転がる。

			「痛ったたた……。あ、あんた、その足っ!?」

			　彼女は震える指で、俺の右足を指す。

			「くっ、蒐集家(コレクター)というのはフェイク情報……本当は司教(ビシヨツプ)だったのね!?」

			「いいや。俺は正真正銘蒐集家(コレクター)だ」

			「だったらその回復した右足は、どう説明するつもりなのよっ！」

			　アスフィアは、ほとんど悲鳴に近い金切り声をあげた。

			「これか？　これはただ生えただけだ」

			「は、生え……た……？」

			「そうだ。この程度の傷なら〈回復／ヒール〉を使うまでもない。放っておけば、すぐに生えてくる」

			　人間の体には元来、免疫や細胞分裂に代表される自(し)然(ぜん)治(ち)癒(ゆ)力(りよく)が備わっている。過去幾度もの重傷を負い、時には凄惨な死を遂げた俺は、それが少しずつ強化されていったのだ。

			　今では、重要な内臓器官の修復には少し時間がかかるが、腕や足の一本や二本ぐらいならばすぐに生えてくるようになった。

			（人間の体というのは不思議なものだ）

			　俺の解説を正しく理解した、アスフィアは顔を青く染める。

			「そ、そんな化物相手に……どうやって勝てって言うのよ!?」

			「そうだな……自然治癒を超える速度でダメージを与え続けるか、超火力の一撃で消し飛ばせばいい。そうすれば、容易く俺を殺せるだろう」

			　例えばルシファーの大陸一つ丸ごと焼き払った大魔法や、エミヤの時間さえ止める超高出力の超能力などがその一例だ。

			「――そんなことよりも、今のは驚いたぞ」

			　俺は地面を足でトントンと小突く。

			「まさかこの辺り一帯の大地の表層全てが『砂鉄』で覆われていたとはな……」

			　地の利を生かした素晴らしい作戦だ。俺としたことが、完全に意表を突かれてしまった。アスフィアが必死に後ろへと下がっていたのは、この地点へ誘導するためだったのだ。

			「さて、与太話はここまでにして……続けようか」

			　破滅の剣(エクスカリバー)を中段に構え、アスフィア目掛けて疾走する。

			「む、無理無理無理無理っ！　死ぬから！　――これ以上は、本当に死んじゃうからぁっ!?」

			　彼女は震える手で雷神の槍(ミヨルミヨール)を握り、必死に応戦する。しかし――。

			（――軽いな）

			　既に信仰は尽きてしまったのだろうか？　アスフィアの振るう槍には、全くと言っていいほど『重さ』を感じなかった。

			（……こうなってはもう終わりだな）

			　俺は下から上へと強めに『切り上げ』を行う。するとその威力に耐え切れず、アスフィアの持つ槍が宙を舞う。

			「しまっ!?　――っひぃ!?」

			　俺は愛刀の切っ先をそっと彼女の首に添える。

			「さて、何か言い残すことはないか？」

			　アスフィアは歯をガチガチとならし、後ろへ尻餅をついた。

			「あ、あああんたっ！　『神』であるあたしにこんなことして、ただで済むと思ってるのっ!?　神罰が下るわよ、神罰がっ！」

			『神罰』……か。聞いたことはあるが、喰らったことは一度もない。いったいどんなものなのだろうか？

			「ふっ、それは楽しみだな」

			「か、かか『神殺し』なんて許されることじゃないわっ！　で、でもっ！　今ならまだ間に合うっ、引き返せるっ！　あたしに働いた無礼も全て水に流してあげるっ！　……だから、その刀を下ろして？」

			「悪いな。俺は神殺しに忌避感はないし、悪いことだとも思わない。それに――殺した神の数なんて、百から先は数えていない」

			　神は人間を殺すことがある、ならばその逆もあってしかるべきだ。

			「えっ、えっと、だからその……あの……っ！」

			　しどろもどろになりながらも、アスフィアは必死に何か言葉を紡ごうとする。しかし、酷いパニック状態に陥っており、意味のないことばかりを呟いている。

			　俺はその首を刈り取るために、愛刀を高くかかげる。

			「……い、いや……やめて！　し、『信仰』はもうないの……次は本当の本当に死んじゃうのっ！」

			「それが最期の言葉でいいんだな？」

			「え……ぁ……っ」

			　俺の最後通告を受けたアスフィアは、ついにボロボロと大粒の涙を流し始めた。

			「あ、あだしっ……ぐすっ。……まだ死にだくないっ！　お願い、なんでもするから……許してぇ……」

		

	
		
			15　決着

			　

			（反省はしているようだし……。さて、どうするべきか……）

			　俺がアスフィアの処遇について思案していると、左足にズシリと重みを感じた。

			　見ればなんと彼女が、俺の足にすがりついていた。その顔は涙と鼻水でぐしゃぐしゃとなっており、元の整った顔の面影は微塵も感じられない。

			「お、お願いじまず……っ。命だげは、命だげわぁ……」

			（……なんというか……汚い）

			　アスフィアの涙と鼻水のブレンド汁が俺のズボンにどんどん吸収されていく。

			（これは新(あら)手(て)の攻撃だろうか……？　今すぐに離れてほしい）

			「[image: gaiji-na.png]んでも……なんでもじまずからぁ……っ」

			（なんでも……か……）

			「ならば神器を――っと、いや、すまない。……何でもない」

			　俺は途中まで出かかった欲望に自ら蓋をした。

			（ちっ、これでは意味がないんだったな……）

			　力により強引に奪い取った神器の所有権は、元の神に帰属する。神器の入手が困難を極める最大の理由がこれだ。どのような手順・手続きを踏めば、神器の所有権が正式に神から俺へと移譲するのか、未だ正確には掴めていない。

			（しかし……過去の経験上、暴力に訴えて得たものは全て失敗に終わった……）

			　実際アスフィアのように、俺に敗北し泣きながら命乞いをした『神』も極少数だが、存在した。そのときは対価として、神器を頂戴したのだが、不思議なことに道具一覧(アイテムウインドウ)に入らなかった。その後カード化は諦め、実体化したまま持ち歩いていたのだが、その神器はある日忽(こつ)然(ぜん)と消えてしまった。

			　その後、以前の所有者である神を少し強めに問いただしたが、神器の行方(ゆくえ)は知らないようだった。

			（あれはもったいないことをした……）

			　シミジミと過去の苦い記憶を想起していると、遠目に大勢の観客がこちらへ向かってくるのが見えた。アスフィアがひたすらに後退し、当初闘っていた位置から大きく移動したため、慌てて追ってきたのだろう。

			「はぁ……仕方ない。いろいろと面白いものを見せてもらったことだし、きちんと詫びるなら、今回だけは見逃してやろう」

			「ほ、ほんど……っ!?」

			　アスフィアの目にほのかに希望の灯が灯る。

			「あぁ、ちゃんと詫びる気があるならな」

			「[image: gaiji-a.png]る[image: gaiji-a.png]るっ――ありまずっ！」

			　そういうとアスフィアは、俺の足から離れ、無駄のない動きで土下座の体勢へと移行した。

			「――調子に乗っで、オダクとか言って……ずびばぜんでした」

			　ゆっくりと丁寧に頭を地に付けるアスフィア。そこにかつての尊大な態度は、一ミリたりとも存在しない、今まで積み上げてきたもの全てを放り投げるような、かくも綺麗な土下座だった。

			（……誰もそこまでやれとは言っていない）

			　その頃、折(おり)悪(わる)く大勢の観客がこの場へと到着した。

			『はぁっ……はぁっ……。――おい、あいつがいたぞっ！』

			『そうかっ！　アスフィア様はどこ……に……っ!?』

			『……おい……あれ』

			『どげ……ざ……？　あの尊大で傲慢で自分勝手なアスフィア様が……？』

			『負けたのか……。神が……人間に……』

			『しかし……仮にもこの街の頂点である女神が、土下座して命乞いなんて……』

			「せ、先輩……」

			　アスフィアの姿を確認した観客と女神セイラが、大きく狼狽(うろた)えているのがわかる。

			（衆人環視の中でこのような醜態を晒して……。彼女は今後この街の女神としてやっていけるのだろうか……？）

			　まぁそれは置いておくとして……。問題はアスフィアの謝罪が大きくポイントを外していたことだ。

			「はぁ……そうじゃないだろう？」

			　俺が謝って欲しいのはそこではない。

			「えっと……その……。――あたしみたいなゴミムシが、ドラ様に楯突いて……申し訳ありませんでした」

			　そうじゃない。誰もそんなことを謝ってほしいわけではない。

			「俺が何に怒っていたのか、忘れたのか？　……最後のチャンスだ、よく考えろ」

			　愛刀の柄に手をかけ、アスフィアに最後のチャンスを与える。まさに死の淵に立たされた彼女は涙を流すことすら忘れ、顔面蒼白になりながら必死に解答(こたえ)を模索する。

			「え、えっと。あれがこれで、えっと。だから……そのっ……！」

			　そしてついに何かに思い至ったのか、アスフィアが小さく声をもらした。

			「……あっ」

			　そこからの行動は早かった。

			「――あたしのようなゴミムシが、ドラ様の至高の宝物(アイテム)を愚弄したことを、どうかお許しください」

		

	
		
			[image: p_278.jpg]
		

	
		
			　今までのどの土下座よりも雄弁で、いっそ品すら感じさせる至高の動き(ムーブ)だった。

			「そこまで卑屈になる必要は全くないが……まぁいいだろう。――今回だけは特別に許してやる」

			「ほ、ほんとにっ!?」

			　さっきまでの沈痛な表情はどこへやら。アスフィアは大輪の花のような笑顔を浮かべた。

			「あぁ、人間誰しも間違うことはある」

			「う、うんうんっ！　まさにその通りっ！　さっすがドラっ！　わかってるぅっ！」

			「――ただし、二度目はないぞ？」

			　次は一切の手心も温情もない、即座にその首を刈り取るつもりだ。

			「も……もちろんよっ！　口が裂けても、あんなことはもう二度と言わないわっ！」

			「そうか、ならいい」

			　アスフィアがホッと胸を撫で下ろしたそのとき、横合いからセイラが話しかけてきた。

			「あ、あのぅ……。この場合、勝敗はどうすればいいんでしょうか？」

			「ふむ、俺もアスフィアも生きていることだし、『引き分け』でいいんじゃないか？　――その方がそちらも都合がいいだろう？」

			「ありがとうございます。……本当に助かります」

			「ふぇ、何が？」

			　俺の意図するところを敏感に読み取ったセイラは丁寧に一礼し、全く理解できてないアスフィアは首を傾げた。

			　建前上アスフィアはこの街の頂点だ。それが一対一の決闘で『敗北した』となっては、今後の街の統治に大きな支障が出るだろう。しかし、これが『引き分け』ならば、その影響は比較的小さくなる。形式的なものだが、勝敗という『結果』は非常に大きな意味を持つ。

			（とはいうものの、泣きながら俺に土下座した場面を、しっかりと見られているからな……）

			　この処置がどれほど意味を持つかはわからないが、間違いなく女神セイラの好感度は上がったことだろう。

			　彼女とは、今後とも是非仲良くしたい。――そしていつの日か彼女の持つ神器がほしい。

			（まぁ俺自身、勝敗に拘りはないしな）

			　大事なのは『勝つか負けるか』ではなく、『殺すか殺されるか』だ。

			　そんなことを考えていると、セイラが観客にも伝わるように凛とした声で、『結果』を宣言した。

			「それではアスフィア様対テオール＝ドラさんの決闘は――引き分けとします」

			　俺はチラリと観客の反応を窺う。

			『引き分け……？　いや、これはどう見ても……』

			『あぁ、アスフィア様の……いいや、アスフィアの負けだろ』

			『おいおい、どうなっちまうんだこの街は？』

			『……俺、アスフィアクラスタ抜けるわ』

			『……私も』

			　見るからにこの決闘に対し、大きな不満を抱いている。

			（……彼らには少し、申し訳ないことをしてしまったな）

			　貴重な時間を割いて、こんな空き地まで足を運んでくれた多くの『血と死』に飢えた観客たち。しかし彼らは大きな不満を言うこともなく、暴(ぼう)徒(と)と化すこともなく、一人また一人とバースへと戻っていった。

			（……なんという奥ゆかしさだ）

			　気に入らないことがあれば、すぐに暴れ出すヴァルナの住人たち――特に俺の友人たちには、是非とも見習ってもらいたい。

			　観客たちが帰ったところで、突然アスフィアがペタリとその場に座り込んだ。

			「先輩っ、大丈夫ですか!?」

			「……うん、大丈夫。……ありがとセイラ」

			　アスフィアは自らの両手を握っては開いて、開いては握ってを繰り返す。

			「……生きてる。……うん、あたし……生きてるっ！」

			　生の実感をひしひしと感じとったアスフィアは、勢いよく立ち上がった。

			「さぁ、アスフィア宮殿に帰るわよ、セイラっ！　――それじゃね、ドラ！　できればもう二度と会いたくないけど！」

			　そう言ってアスフィアは意気揚々とバースの方へと歩き始めた。

			　ずいぶんと切り替えの早い奴だな……。

			「それではドラさん、私たちはこれで失礼しますね。今日はいろいろとご迷惑をおかけしました」

			「いやいや、こちらこそ、少しやり過ぎたかもしれない。すまなかったな」

			　セイラはペコリと一礼し、アスフィアの後を追って行った。

			　ふむ、俺はセイラにきちんと『謝罪した』。これでソフィとの約束も果たされ――あっ。

			（……ソフィのこと、すっかり忘れていたな）

			　彼女には〈拘束の楔／バインド・ウェッジ〉を打ち込んである。おそらく今もあの場所から動けていないはずだ。俺は駆け足で決闘の開始地点へと戻る。

			　するとそこには、三角座りでジッとこちら――俺とアスフィアが移動した先を見つめるソフィの姿があった。

			「ど、ドラさんっ！」

			　俺の姿を認めたソフィが立ち上がる。

			「待たせたな」

			　ソフィにかけておいた〈拘束の楔／バインド・ウェッジ〉と〈守護の壁／ウォール・オブ・ガーディアン〉を解除する。

			　自由になったソフィは、慌ててこちらへ駆け寄ってきた。

			「ぶ、無事なんですね!?」

			「あぁ、見ての通りだ。心配をかけたな」

			「……よかったぁ」

			　ソフィの顔にあった緊張の色が一気に霧散していった。

			「そ、それでアスフィア様は……？」

			　恐る恐ると言った感じで、ソフィが問いかけてくる。

			「彼女はきちんと改心して、俺に――いや、俺の宝物(アイテム)に詫びを入れた。まぁ初(しよ)犯(はん)ということもあるし、今回だけは見逃すことにした」

			「『見逃す』ということは、やっぱり勝ったんですね……。人間が神に……」

			　ソフィは大きく唾を飲み込んだ。そこまで驚くべきことではないが……。まぁその辺りの常識のすり合わせは、追い追いやっていけばいいだろう。

			「さぁ、帰るか」

			「はいっ！」

			「少し遅くなってしまったが、帰ったらすぐに夕食にしよう」

			「はいっ！　……はい？」

			　良い返事を返したと思った次の瞬間、ソフィはガチリと固まってしまった。

			「ん？　どうした、ソフィ？」

			「ゆ、夕食ってもしかして……アレですか？」

			「あぁ、もちろん。栄養たっぷりの強化系の草の盛り合わせだ。言ったじゃないか、これからは毎日三食きっちりと食べてもらう、とな」

			「い……い、いやぁぁぁああああああっ！」

			　広大な空き地に、ソフィの悲痛な叫びが木霊した。

		

	
		
			書き下ろし番外編　ソフィの日記

			　

			　ドラとアスフィアの決闘が終わったその日の夜。

			　ソフィは泊まっている宿――お魚パラダイスの２０４号室でシャワーを浴びていた。

			「はふぅ……今日もすごい一日だったなぁ……」

			　あの激闘を思い返しながら、彼女は体を丁寧に洗っていく。

			「それにしても、すごかったなぁ……ドラさん」

			　彼女の脳裏をよぎるのは、アスフィアを歯牙にもかけなかった圧倒的な師匠(ドラ)の姿。

			　仮にも神であるアスフィアの魔法を、神器を、正面から打ち破っていったドラ。その雄姿を、ソフィはまるで小さな子どものように目を輝かせながら見ていた。

			「私もあんな風になれるかな……」

			　目を閉じて想像する――ドラによって鍛え上げられた将来の強くたくましい自分の姿を。

			「いや……あそこまではさすがに無理だよね」

			　しかし、どうやっても自分がドラに追いつく脳内イメージを構築することはできなかった。

			「――ううん、目標は高くしなきゃだよね！　よし、明日からも頑張ろうっ！」

			　彼女は両手で自分の頬をパシンと軽く叩き、気合を入れた。

			　その後シャワーを終えた彼女は、パジャマに着替え、髪を丁寧に乾かし――寝支度を整えて椅子に腰かける。目の前の机には、一冊の日記帳が置かれている。

			　彼女は日課として毎晩その日にあったことを、目の前の日記帳に書き記しているのだ。

			「村を出てから今日で十日かぁ……。みんな、元気にしてるかなぁ……」

			　ソフィはパラパラと日記帳をめくり、今から十日前――彼女が村を発(た)った日のページを開く。

			　

			〇月×日　雨

			　ついに明日は、生まれ育ったこの村を出発する日。お父さんにお母さん、大好きなお友達と別れるのはつらいけど……。小さいころからの夢を叶えるためにもこの村を出て、一人前の魔法使い(ウイザード)にならなければならない。そのために、みんなとはちょっとだけお別れ。

			　……それにしても。結局、私が開いた『おわかれパーティ』には誰も来てくれなかったなぁ……。心を込めて、一人一人に書いた招待状も腕によりをかけて作った料理も無駄になっちゃったな……。きっとみんな忙しかったんだよね……。きっとそうだよね……。

			　

			「きっと……そうだよね……」

			　苦い記憶を思い出した彼女は無言で日記帳をめくり、次の日のページへと目を移す。

			　

			〇月△日　雨

			　村から遠く離れた『はじまりの街バース』に到着した。祭りの女神アスフィア様が治める街ということもあってか、もう夜中だというのにすごく活気のある明るい街だった。……アスフィア様といえば、黒い貴族や邪神との繋がりが噂されているけど、本当のところはどうなんだろう？　こうやって楽しそうに見えるこの街にも、裏の顔があったりするのかなぁ……。とりあえず今日はもう夜も遅いので、さっき見つけた橋の下で寝ようと思います。明日は宿を見つけたいなぁ……。

			　……せっかくの門出の日なのに今日も雨でした。私って雨女なのかな？　誕生日も遠足の日も、今までずっと雨だったような気がする……。そういえば小さい頃、「ソフィは暗くて、いつもジメジメしてるから嫌い！」ってミズキちゃんに言われたなぁ……。

			　

			「……ミズキちゃん、結局あれから一言も話してくれなかったな」

			　昔の友人のことを思い出しながら、次のページを開く。

			　

			〇月□日　くもり

			　今日は冒険者ギルドに行ってきました。受付の綺麗な女の人に、ギルドの仕組みや冒険者の規則――いろいろと教えてもらいました。その後に冒険者カードを作って……そしてなんと！　念願の『魔法使い(ウイザード)』になることができました！　やった！　今までたくさんの本を読んで、魔法の練習をしてきた努力が実を結びました！　それから街をいっぱい歩いて、一泊千ギルで泊まれるお手頃価格の宿を見つけました。食事はついてないのですが、たくさん可愛いお魚がいて、リラックスできる素晴らしい宿です。

			　……その後、勇気を出して何組かの冒険者パーティに声をかけてみました。必死に仲間に加えてもらえるようにお願いしたんですけど……全て断られてしまいました。何でも「魔法使い(ウイザード)なのに知力も魔力も低すぎ」「才能無さすぎ」「レベルも低いし、ぶっちゃけ足でまとい」とのことでした……。私、やっぱり才能ないのかなぁ……。……これ以上、考えるのはやめよう。……今日はもう寝ます。

			　

			「……ぐすっ」

			　目尻に浮かんできた涙をパジャマの袖でぬぐい、次のページを開く。

			　

			〇月☆日　晴れ

			　今日は記念すべき初クエスト『薬草採取』に行ってきました。……一人で。しかし、不運にもその道中、凶悪なオークに襲われました。駆け出し冒険者でそれもレベル１の魔法使い(ウイザード)が勝てるモンスターではありません。私は必死に逃げて逃げてそして――あの人に出会いました。テオール＝ドラさん。ドラさんはかっこよくて強くて――何よりとっても優しい人でした。こんな私を弟子にしてくれただけでなく、すぐに修業をつけてくれました。その修業のおかげで……修業の……。

			　――ごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんさないごめんなさいごめんなさいごめんなさ

			　

			　その先はぐちゃぐちゃになっており、読むことはできなかった。

			「……あれは救い、です。……仕方がなかったんです」

			　彼女の目から一瞬にしてハイライトが消えるが、その直後首をぶんぶんと振り、頭をしっかりと切り替える。

			「えーっと……〇月〇日、晴れ。今日はドラさんとアスフィア様が――」

			　そうしてソフィは、今日もまた日記を書き始めた。

		

	
		
			月島秀一（つきしま しゅういち）

			東京在住。趣味は畳の目を数えること。最近は茶柱を立てることに熱中しているとか。太陽よりも早く起きることを日課にしたい。（二〇一八年七月現在）

			　

			イラストレーション

			山椒魚（さんしょううお）

			大阪在住。絵を描く謎の両生類。最近はサバ缶にハマっていろいろ食べ比べてます。近場にはあまり種類無いので基本Ａｍａｚｏｎ取り寄せです。（二〇一八年七月現在）

		

	
		
			命(いのち)が『たった一(ひと)つ』しかない異(い)世(せ)界(かい)で、最(さい)強(きよう)の『最(さい)弱(じやく)職(しよく)：コレクター』が行(い)く神(じん)器(ぎ)探(さが)しの旅(たび)①

			発行日：２０１８年７月３日

			著　者：月(つき)島(しま)秀(しゆう)一(いち)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Shuichi Tsukishima 2018

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『命が『たった一つ』しかない異世界で、最強の『最弱職：コレクター』が行く神器探しの旅①』（２０１８年７月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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